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１ はじめに 

（１）北九州市を取り巻く商業動向 

北九州市の商業は、その地勢的要因や５市合併（門司、小倉、若松、八幡、戸畑）で発足した経

緯などにより、当初は、旧５市の中心市街地や主要駅を中心に百貨店や商店街による商業核が

形成された。その後、郊外での宅地開発やモータリゼーション等の進展などに伴い、郊外の主要

幹線道路沿線を中心に大型ショッピングセンターや食品スーパー・大型専門店などの出店が進

み、商業集積が分散・拡大していった。 

さらに、近年は、都心部の工場跡地や幹線道路沿線など、いわゆる街なかエリアへの大型店

の出店が増えたことや、コンビニエンスストア・ネットショッピングの普及などの影響もあり、かつ

ての中心市街地の誘引力が低迷している状況である。 

商店街の動向をみると、事業者の高齢化や後継者不足、他店との競合などにより閉店する店

舗が増え、にぎわいが失われた商店街がある一方、空き店舗に新たにオープンする店舗が増え

た商店街等や、商店街組合が中心となり、集客やにぎわいづくりのために「まちゼミ」「こども商店

街」などのイベント開催に取り組むなど精力的に活動している商店街もある。 

このような商店街を支援するために、北九州市では、平成 ２５年 １１ 月に「北九州市商店街の

活性化に関する条例」が施行され、商店街組合や事業者が主体となって、行政や大型店などとも

連携して商店街の活性化に取り組んでいる。行政も、商店街の空き店舗への出店支援や、商店

街等が来街者の利便性向上のために行うアーケード改修や照明の ＬＥＤ化などのハード整備へ

の支援などを実施している。 

また、令和２年度からは、国の交付金や県の助成制度を活用し、北九州市内の多くの商店街

組合などがプレミアム率を２０％に引き上げたプレミアム付商品券を発行し、地域経済の活性化

や消費喚起に寄与している。令和３年度には、北九州商工会議所が市内登録店で使用できる

キャッシュレス商品券「Ｐａｙｃｈａ」（ペイチャ）をプレミアム率２０％で発行するなど、キャッシュレス

化も推進されている。 

次に、大型店の動向をみると、令和４年９月時点で、北九州市圏域（北九州市と概ね半径

４０ｋｍ圏内にある全 ３０市町村）に立地する店舗面積 １,０００ ㎡超の大型店の店舗数は５８８

店舗、店舗面積の合計は ２７２万 ４,９３０ ㎡（１ 店舗あたり ４,６３４ ㎡）となっており、平成 ２７

年と比べて店舗数は ７７店舗、店舗面積の合計は １１ 万 ６,８２０ ㎡、それぞれ増加している。 

そのうち、北九州市内の店舗数は ２２１ 店舗、店舗面積の合計は １１１ 万 ９,８２７ ㎡（１ 店舗あ

たり ５,０６７ ㎡）となっており、平成 ２７年と比べて店舗数は １７店舗、店舗面積の合計は

４,８７４㎡増加している。行政区別にみると、八幡東区が ４万 ８,７３３ ㎡（１ 店舗）、若松区が １

万 ９,３３３ ㎡（４店舗）、門司区が ５,７１３ ㎡（２店舗）の増加となっている。一方、八幡西区では

クロサキメイトの閉店等で店舗面積が減少している。 

北九州市外の店舗数は ３６７店舗、店舗面積の合計は １６０万 ５,１０３ ㎡（１ 店舗あたり

４,３７４ ㎡）となっており、平成 ２７年と比べて店舗数は ６０店舗、店舗面積の合計は １１ 万

１,９４６ ㎡増加している。地域別にみると、遠賀・宗像地域が ５万 ２,０６３ ㎡（１５ 店舗）、京築地

域が ３万 １,８５４ ㎡（１３ 店舗）、直方・飯塚地域が ２万 １,６２５ ㎡（１１ 店舗）の増加となってい

る。 
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（単位：店、㎡）

1,000㎡
以上
6,000㎡
未満

6,000㎡
以上

計

1,000㎡
以上
6,000㎡
未満

6,000㎡
以上

計

1,000㎡
以上
6,000㎡
未満

6,000㎡
以上

計

160 44 204 1,114,953 179 42 221 1,119,827 19 ▲2 17 4,874

門司区 19 1 20 55,643 21 1 22 61,356 2 0 2 5,713

小倉北区 42 14 56 351,434 41 14 55 336,247 ▲1 0 ▲1 ▲15,187

小倉南区 30 8 38 208,620 37 7 44 201,786 7 ▲1 6 ▲6,834

若松区 9 4 13 78,770 12 5 17 98,103 3 1 4 19,333

八幡東区 12 4 16 110,620 12 5 17 159,353 0 1 1 48,733

八幡西区 40 12 52 265,642 50 9 59 221,611 10 ▲3 7 ▲44,031

戸畑区 8 1 9 44,224 6 1 7 41,371 ▲2 0 ▲2 ▲2,853

254 53 307 1,493,157 316 51 367 1,605,103 62 ▲2 60 111,946

遠賀・宗像地域 39 10 49 251,167 53 11 64 303,230 14 1 15 52,063

直方・飯塚地域 54 10 64 283,874 67 8 75 305,499 13 ▲2 11 21,625

田川地域 15 3 18 74,048 14 3 17 69,568 ▲1 0 ▲1 ▲4,480

京築地域 44 12 56 306,976 56 13 69 338,830 12 1 13 31,854

下関地域 102 18 120 577,092 126 16 142 587,976 24 ▲2 22 10,884

414 97 511 2,608,110 495 93 588 2,724,930 81 ▲4 77 116,820

　出典：平成２７年…北九州市は独自調査、北九州市外は「全国大型小売店総覧」（東洋経済新報社）

北 九 州 市外

市区町村名

平成27年

店舗数

店舗面積

増　　減

店舗数

店舗面積

　　　　（数値は平成２７年は７月時点、令和４年は９月時点）

　　　　令和４年…北九州市は独自調査、北九州市外は関係自治体の公表データを基に独自調査

合 計

北 九 州 市

令和4年

店舗数

店舗面積

■１,０００㎡超の大型店の出店数及び店舗面積 ■ 

平成２４年度以降の新規の出店状況をみると、店舗数は年によって多少のばらつきがあるも

のの、令和元年度までは年度平均２０件弱で推移している。 

店舗面積の合計は、平成２４年度には８万㎡を超えていたが、平成２５年度から令和元年度に

かけ、６万㎡台から４万㎡台に減少している。また、令和２年度に店舗数と店舗面積の両方が大

きく落ち込んでいるが、これは新型コロナウイルスの感染拡大に伴う社会経済活動の停滞が要

因と考えられる。 

業態別にみると、ホームセンターやショッピングセンターの新規出店数は少なく、１０ 年間で １０

件を超える件数に留まっている一方で、比較的店舗面積が狭いドラッグストア（１ 店舗あたり約 

１,５００㎡）やディスカウントストア（１ 店舗あたり約３,０００ ㎡）の新規出店数は堅調であり、令和

２、３年度においても ７割を占めている。 
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（単位：店、㎡）

年　度 スーパー
ホーム
センター

専門店
ショッピング
センター

ディスカウント

ストア
ドラッグ
ストア

合　計

4 3 5 1 3 8 24

構成比 16.7% 12.5% 20.8% 4.2% 12.5% 33.3% 100.0%

15,244 15,526 18,007 5,144 14,803 11,813 80,537

3,811 5,175 3,601 5,144 4,934 1,477 3,356

2 1 2 1 7 4 17

構成比 11.8% 5.9% 11.8% 5.9% 41.2% 23.5% 100.0%

4,868 4,668 7,093 13,538 24,258 5,911 60,336

2,434 4,668 3,547 13,538 3,465 1,478 3,549

2 1 4 1 2 10 20

構成比 10.0% 5.0% 20.0% 5.0% 10.0% 50.0% 100.0%

6,914 4,774 7,188 19,853 11,000 17,033 66,762

3,457 4,774 1,797 19,853 5,500 1,703 3,338

2 3 1 2 4 14 26

構成比 7.7% 11.5% 3.8% 7.7% 15.4% 53.8% 100.0%

6,016 18,281 1,479 10,611 8,998 22,425 67,810

3,008 6,094 1,479 5,306 2,250 1,602 2,608

5 0 3 0 3 10 21

構成比 23.8% 0.0% 14.3% 0.0% 14.3% 47.6% 100.0%

17,848 0 9,053 0 12,150 15,654 54,705

3,570 0 3,018 0 4,050 1,565 2,605

2 0 1 2 4 8 17

構成比 11.8% 0.0% 5.9% 11.8% 23.5% 47.1% 100.0%

4,715 0 4,000 11,195 10,713 12,248 42,871

2,358 0 4,000 5,598 2,678 1,531 2,522

8 2 2 0 2 4 18

構成比 44.4% 11.1% 11.1% 0.0% 11.1% 22.2% 100.0%

15,177 8,965 7,279 0 3,574 5,523 40,518

1,897 4,483 3,640 0 1,787 1,381 2,251

4 0 0 4 1 7 16

構成比 25.0% 0.0% 0.0% 25.0% 6.3% 43.8% 100.0%

9,629 0 0 26,789 1,670 9,748 47,836

2,407 0 0 6,697 1,670 1,393 2,990

1 1 1 0 2 5 10

構成比 10.0% 10.0% 10.0% 0.0% 20.0% 50.0% 100.0%

1,401 3,412 3,063 0 5,064 7,003 19,943

1,401 3,412 3,063 0 2,532 1,401 1,994

1 0 1 2 4 6 14

構成比 7.1% 0.0% 7.1% 14.3% 28.6% 42.9% 100.0%

1,856 0 1,708 12,729 6,684 8,081 31,058

1,856 0 1,708 6,365 1,671 1,347 2,218

31 11 20 13 32 76 183

構成比 16.9% 6.0% 10.9% 7.1% 17.5% 41.5% 100.0%

83,668 55,626 58,870 99,859 98,914 115,439 512,376

2,699 5,057 2,944 7,681 3,091 1,519 2,800

※出典「大店立地法届出の概要表」（経済産業省）

平成25年度

店舗数

店舗面積

１店舗当り面積

平成24年度

店舗数

店舗面積

１店舗当り面積

平成26年度

店舗数

店舗面積

１店舗当り面積

平成27年度

店舗数

店舗面積

１店舗当り面積

平成28年度

店舗数

店舗面積

１店舗当り面積

平成29年度

店舗数

店舗面積

１店舗当り面積

平成30年度

店舗数

店舗面積

１店舗当り面積

令和元年度

店舗数

店舗面積

１店舗当り面積

合　計

店舗数

店舗面積

１店舗当り面積

令和2年度

店舗数

店舗面積

１店舗当り面積

令和3年度

店舗数

店舗面積

１店舗当り面積

■ １,０００㎡超の大型店の出店状況の年度推移 ■
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福岡都市圏をみると、福岡市の天神地区で再開発計画「天神ビッグバン」の一環により、令和

２年 ２月に天神ビブレ、３月に天神コア、令和 ３年 ８月にイムズなど、歴史ある大型商業施設

が相次いで閉店している。これらはいずれも、オフィス・ホテル・商業施設等の複合ビルに建て替

えが予定されている。 

令和 ４年 ４月には、福岡市博多区の青果市場跡地にららぽーと福岡が、北九州市八幡東区

のスペースワールド跡地にジ アウトレット北九州が相次いでオープンしており、広域からの集客

が可能な大型商業施設として、地域の活性化や賑わいの創出を図っている。 

また、下関地域では平成３０年 ３月にシーモール下関が大規模リニューアルを行ったほか、

遠賀・宗像地域では令和４年４月にプラザモールなかまが、京築地域では５月にスパイシーモー

ル行橋がオープンするなど大型店出店の動きは活発である。 
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北　　九　　州　　市　　内 北　　九　　州　　市　　外

平成２5年 ３月 コストコホールセール北九州倉庫店オープン

平成２5年 ７月 ミスターマックス小倉北店オープン

平成２5年１１月 ゆめモール下関オープン 「北九州市商店街の活性化に関する条例」施行

平成２6年 ４月 消費税８％に増税

平成２6年 6月 ミスターマックス八幡東店オープン

平成２6年 ９月 イオンタウン黒崎オープン

平成２７年 6月 コスタ行橋２期（ドン・キホーテ他）オープン

平成２７年１０月 井筒屋アネックス１閉店 ＴＰＰ協定交渉の大筋合意

平成２８年 ４月 サンリブきふねオープン ＫＩＴＴＥ博多オープン

平成２８年 6月 トライアル鞍手店オープン

平成２９年 １月 イオン城野店閉店

平成２９年 ８月 イオン徳力店閉店

平成２９年１２月 スペースワールド閉園

平成３０年 ３月 シーモール下関リニューアル

平成３０年 ８月 ニトリ直方店オープン

平成３１年 ２月 コレット井筒屋閉店

平成３１年 ４月 ナフコ小倉南店新館オープン

令和元年９月 フォレオひびきのグランドオープン

令和元年１０月 ライフガーデン水巻オープン
消費税１０％に増税
食品等への軽減税率導入
キャッシュレス・消費者還元事業スタート

令和 ２年 １月 国内で初の新型コロナ感染者確認

令和 ２年 ２月 天神ビブレ閉店

令和 ２年 ３月 天神コア閉店

令和 ２年 ４月 トライアル東水巻店オープン コロナ緊急事態宣言（１回目）

令和 ２年 5月
厚生労働省が「新しい生活様式」の
実践例を公表

令和 ２年 ７月 小売業でレジ袋有料化

令和 ２年 ８月 クロサキメイト閉店
スーパービバホーム
東水巻店オープン

黒崎井筒屋閉店

令和 ３年 １月 コロナ緊急事態宣言（２回目）

令和 ３年 ４月 アイムが名称をセントシティに変更 コロナ緊急事態宣言（３回目）

令和 ３年 ７月 コロナ緊急事態宣言（４回目）

令和 ３年 ８月 イムズ閉店

令和 ４年 ２月 ロシアがウクライナに軍事侵攻

令和 ４年 ３月 トリアーダ宗像（第２期）オープン
北九州市「２０5０まちづくりビジョン」策定
（小倉・黒崎・東田地区）

令和 ４年 ４月 ジ アウトレット北九州オープン ららぽーと福岡オープン 民法の改正 成年年齢が１８歳に引き下げ

プラザモールなかまオープン

令和 ４年 5月 スパイシーモール行橋オープン
北九州市「２０5０まちづくりビジョン」
行動指針策定（小倉・黒崎・東田地区）

令和 ４年 ９月 西九州新幹線(武雄温泉－長崎間)開業

時　　期
出　　　　　退　　　　　店

法制度、商業・その他の動き

■ 北九州市を取り巻く大型店の出店状況等 ■ 
（店舗面積5,０００㎡以上抜粋）
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（２）商圏調査の目的 

本調査では、北九州市の小売業の商圏を明らかにするとともに、市民及び周辺市町村居住者

の買物行動とその変化を把握することによって、今後の商業施策を展開していく上での基礎資

料とすることを目的としている。 

（３）調査の概要 

ア 調査地域と対象者 

調査地域は、北九州市圏域（北九州市及び北九州市を中心とした概ね半径４０ｋｍ圏内に

ある３０市町村）であり、過去に実施してきた商圏調査範囲に令和４年から上毛町を追加した

地域である。 

居住区分 対象者数 対象の範囲 

市内居住者 ８,５００名 
令和４年８月１日時点の住民基本台帳より無作為に抽出し

た １８歳以上の男女 

市外居住者 ２,８００名 調査対象エリア内に居住する １８歳以上の男女 
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門司区

１０.３％

小倉北区

１７.９％

小倉南区

２１.７％若松区

９.１％

八幡東区

６.９％

八幡西区

２６.4％

戸畑区

６.５％

区不明

１.１％

(Ｎ=３,１９３)

配布数 回収数 配布数 回収数

北九州市内 ８,5００ ３,１９３ 田川地域 １９９ １９２
門司区 ８４４ ３３０ 田川市 １００ ９３
小倉北区 １,666 5７３ 田川郡香春町 ２４ ２４
小倉南区 １,８９6 6９４ 田川郡添田町 ２１ ２１
若松区 ７２４ ２９２ 田川郡川崎町 ３6 ３6
八幡東区 5８０ ２１９ 田川郡大任町 １１ １１
八幡西区 ２,２７０ ８４４ 田川郡赤村 ７ ７
戸畑区 5２０ ２０6 京築地域 5３９ 5４１
区不明 ０ ３5 行橋市 １４７ １４３

北九州市外計 ２,８００ ２,6７３ 豊前市 5４ ７４
遠賀・宗像地域 ４７6 ４７０ 京都郡苅田町 ７３ ７４
中間市              ８８ ８８ 京都郡みやこ町 ４２ ４４
宗像市              １９6 １７5 築上郡吉富町 １４ １４
遠賀郡芦屋町 ２９ ２８ 築上郡築上町 ２１ １９
遠賀郡水巻町 5９ 6８ 築上郡上毛町 １８ １８
遠賀郡岡垣町 65 ７１ 中津市 １７０ １55
遠賀郡遠賀町 ３９ ４０ 下関地域 １,０２6 ９４０

直方・飯塚地域 56０ 5３０ 下関市 55３ 55９
直方市              １１７ ９８ 宇部市 ３４３ ２７１
飯塚市              ２65 ２5９ 山陽小野田市 １３０ １１０
宮若市              5９ 5７
鞍手郡小竹町 １７ １７
鞍手郡鞍手町 ３４ ３４
田川郡糸田町 １９ １９
田川郡福智町 ４９ ４6

合計 １１,３００ 5,８66

イ 調査方法と期間 

居住区分 調査方法 調査期間 

市内居住者 郵送による配布・回収 令和４年９月１６日～１０月 ７日 

市外居住者 調査員の訪問による配布・回収 令和４年９月 １日～ ９月２７日 

ウ 調査票の回収状況 

居住区分 配布数 有効回収数 有効回収率

市内居住者 ８,５００ ３,１９３ ３７.６％

市外居住者 ２,８００ ２,６７３ ９５.５％

合   計 １１,３００ ５,８６６ ５１.９％ 

■ 市区町村別配布数及び回収数 ■ 

■ 北九州市内回答者構成（行政区別） ■ 
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遠賀・宗像地域

１７.６％

直方・飯塚地域

１９.８％

田川地域

７.２％
京築地域

２０.２％

下関地域

３５.２％

(Ｎ=２,６７３)

３.３

６.５

１.０

２.５

２.７

１.５

０ ５ １０

中間市

宗像市

遠賀郡芦屋町

遠賀郡水巻町

遠賀郡岡垣町

遠賀郡遠賀町

( %)

３.７

９.７

２.１

０.６

１.３

０.７

１.７

０ ５ １０ １５

直方市

飯塚市

宮若市

鞍手郡小竹町

鞍手郡鞍手町

田川郡糸田町

田川郡福智町

(%)

３.５

０.９

０.８

１.３

０.4

０.３

０ １ ２ ３ 4 ５

田川市

田川郡香春町

田川郡添田町

田川郡川崎町

田川郡大任町

田川郡赤村

(%)

５.３

２.８

２.８

１.６

０.５

０.７

０.７

５.８

０ ５ １０

行橋市

豊前市

京都郡苅田町

京都郡みやこ町

築上郡吉富町

築上郡築上町

築上郡上毛町

中津市

( %)

２０.９

１０.１

4.１

０ １０ ２０ ３０

下関市

宇部市

山陽小野田市

(%)

６.０ ７.０ ９.６ １５.７ ８.３ １１.4 １５.２ ２4.２ ２.６

０％ ２０％ 4０％ ６０％ ８０％ １００％

全体

(Ｎ=５,８６６)

男性

２９歳以下

男性

３０～44歳

男性

4５～５９歳

男性

６０歳以上

女性

２９歳以下

女性

３０～44歳

女性

4５～５９歳

女性

６０歳以上

無回答

男性 38.3％ 女性 59.1％

■ 北九州市外回答者構成（地域別） ■ 

■ 性別・年代別回答者構成 ■ 

（４）報告書記述における注意事項 

報告書に掲載した回答のサンプル数は「Ｎ」で表記し、図表中の数値は原則として、回答数を

母数とした構成比で表示している。この構成比は小数点以下第２位を四捨五入し、端数処理を

しているため、合計は必ずしも １００％にならない場合がある。 

なお、複数回答（２ つ以上の選択肢を回答）の場合、構成比は １００％を超える。 

また、年代別などの図表における左側のサンプル数は性別・年齢・居住地等の属性不明者を

除いているため、これを合計しても全体のサンプル数と必ずしも同じになるとは限らない。 
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平成１７年 平成２２年 平成２７年 令和２年 Ｈ１７→Ｈ２２ Ｈ２２→Ｈ２７ Ｈ２７→Ｒ２

(ａ) (ｂ) (ｃ) (d) (ｂ)/(ａ)-１ (ｃ)/(ｂ)-１ (d)/(ｃ)-１

北九州市 ９９３,5２5 ９７6,８４6 ９6１,８１5 ９３９,０２９ ▲ １.７ ▲ １.5 ▲ ２.４

北九州市外計 １,４３９,７２０ １,４０８,７２２ １,３65,７5４ １,３２２,０２１ ▲ ２.２ ▲ ３.１ ▲ ３.２

遠賀・宗像地域 ２３８,２４5 ２３6,３８０ ２３２,００８ ２２８,８４6 ▲ ０.８ ▲ １.８ ▲ １.４

直方・飯塚地域 ２８４,７００ ２７９,２８０ ２７０,２８6 ２6０,９１０ ▲ １.９ ▲ ３.２ ▲ ３.5

田川地域 １０４,９７７ １００,２１７ ９４,２6２ ８８,１5３ ▲ ４.5 ▲ 5.９ ▲ 6.5

京築地域 ２７5,８８９ ２７３,5７6 ２6８,４65 ２66,１65 ▲ ０.８ ▲ １.９ ▲ ０.９

下関地域 5３5,９０９ 5１９,２6９ 5００,７３３ ４７７,９４７ ▲ ３.１ ▲ ３.6 ▲ ４.6

合　　計 ２,４３３,２４5 ２,３８5,56８ ２,３２７,56９ ２,２6１,０5０ ▲ ２.０ ▲ ２.４ ▲ ２.９

注）令和４年調査から上毛町を調査範囲に加えたことから、平成２７年以前にも上毛町の人口を追加。

※出典：「国勢調査」（総務省）

国勢調査人口（人） 国勢調査人口増加率（％）

平成１７年 平成２２年 平成２７年 令和２年 Ｈ１７→Ｈ２２ Ｈ２２→Ｈ２７ Ｈ２７→Ｒ２

(ａ) (ｂ) (ｃ) (d) (ｂ)/(ａ)-１ (ｃ)/(ｂ)-１ (d)/(ｃ)-１

北九州市 ４１３,5１０ ４２０,７０２ ４２6,２７７ ４３6,２４5 １.７ １.３ ２.３

北九州市外計 55４,２6３ 56７,３０１ 56９,３２１ 5７6,２８０ ２.４ ０.４ １.２

遠賀・宗像地域 ８８,０２８ ９１,56８ ９３,２７１ ９6,００２ ４.０ １.９ ２.９

直方・飯塚地域 １０７,９5０ １１０,１３３ １１０,８８２ １１１,6２5 ２.０ ０.７ ０.７

田川地域 ４０,９８３ ４０,９４１ ３９,８８４ ３８,6８２ ▲ ０.１ ▲ ２.6 ▲ ３.０

京築地域 １０３,２４２ １０８,４９８ １１０,０２２ １１5,４5３ 5.１ １.４ ４.９

下関地域 ２１４,０6０ ２１6,１6１ ２１5,２6２ ２１４,5１８ １.０ ▲ ０.４ ▲ ０.３

合　　計 ９6７,７７３ ９８８,００３ ９９5,5９８ １,０１２,5２5 ２.１ ０.８ １.７

注）令和４年調査から上毛町を調査範囲に加えたことから、平成２７年以前にも上毛町の世帯数を追加。

※出典：「国勢調査」（総務省）

国勢調査世帯数（世帯） 国勢調査世帯数増加率（％）

２ 北九州市の商圏 

この章では、北九州市全体・小倉中心市街地・黒崎中心市街地の各商圏とその他の商業地区

の特性に関する分析を行う。なお、本文中の人口及び世帯数は、全て千人（世帯）単位とし、千人

（世帯）未満の数値は切り捨てて記述する。

（１）人口と世帯の推移 

はじめに、有効商圏人口と密接な関係にある人口・世帯数の推移について触れてみる。 

令和２年に実施された国勢調査によると、日本の総人口は １億 ２,６１４万人で、平成２７年の

調査と比べて ９４万９千人減少し、前回（平成２７年）の調査に続いての減少となっている。都道

府県別にみると、全国 ３９道府県で人口が減少したものの、東京都をはじめとする ８都県で人

口が増加し、福岡県は ５１３万 ５千人で平成２７年の調査と比べて ３万 ２千人増加している。 

次に、北九州市圏域の人口をみると、減少傾向にあり、令和 ２年の人口は ２２６万人で、前回

調査の平成２７年と比べて ６万 ５千人の減少（増加率▲２.９％）、平成 ２２年と比べると １２万

４千人減少している（増加率▲５.２％）。 

地域別にみると、北九州市は減少傾向にあり、前回調査の平成２７年と比べて ２万 ２千人の

減少（増加率▲２.４％）、平成 ２２年と比べると ３万 ７千人減少している（増加率▲３.９％）。 

また、北九州市外も減少傾向にあり、前回調査の平成２７年と比べて約 ４万 ３千人の減少

（増加率▲３.２％）、平成 ２２年と比べると ８万 ６千人減少している（増加率▲６.２％）。 

一方、北九州市圏域の世帯数をみると、人口の減少傾向とは逆に増加傾向にあり、令和２年

の世帯数は １０１ 万 ２千世帯で、前回調査の平成２７年と比べて １万 ６千世帯の増加（増加率

１.７％）、平成 ２２年と比べると ２万 ４千世帯増加している（増加率 ２.５％）。 

地域別にみると、北九州市内・市外ともに増加しているが、田川地域は平成 １７年以降、減少

傾向が続いており、下関地域も前回調査から引き続き減少となっている。 

■ 人口（地域別）の推移 ■ 

■ 世帯数（地域別）の推移 ■ 
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１,７９4,３4６
１,７８８,１３０

１,７１６,６５９

１,７９８,９３１

１,８６０,２44

１,６５０,０００

１,７００,０００

１,７５０,０００

１,８００,０００

１,８５０,０００

１,９００,０００

平成１２年 平成１７年 平成２２年 平成２７年 令和4年

（人）

（２）北九州市全体の商圏 

今回調査での北九州市の有効商圏人口は、１８６ 万人となっている。有効商圏人口の推移を

みると、平成 ２２ 年までは減少傾向にあったが、平成 ２７ 年から増加に転じている。今回調査で

は、平成 ２７ 年と比べて、北九州市内は減少しているものの（増加率▲２.４％）、市外が増えた結

果（増加率 １０.０％）、全体では ６万 １千人の増加となっている（増加率 ３.４％）。 

地域別にみると、増加している地域は、直方・飯塚地域 ２ 万 ２ 千人ともっとも多く（増加率

１５.８％）、次いで遠賀・宗像地域 ２ 万 １ 千人（増加率 １３.４％）、下関地域が ２ 万 ８ 千人（増加

率 ９.６％）の順となっている。 

今回、有効商圏人口が増加に転じたのは、北九州市圏域の人口は減少しているものの、北九

州市外の居住者の買物出向率（北九州市内のいずれかの商業地区に年 １ 回以上の頻度で買物

に出向く比率）が平成 ２７年と比べて ８.１ ポイント上昇したことによるものである。 

買物出向率の変化を地域別にみると、すべての地域で上昇しており、直方・飯塚地域の １０.７

ポイント上昇が最も高く、次いで遠賀・宗像地域が １０.３ ポイント、下関地域が ８.９ ポイント、田

川地域が ７.８ ポイント、京築地域が １.５ ポイント上昇している。 

また、有効商圏人口が増加している地域の居住者が訪れている商業地区をみると、前回から

引き続き、東田地区（八幡東区）、小倉中心市街地などへの買物出向率が上昇している。 

東田地区については、令和４年４月にジ アウトレット北九州がオープンしたことにより、同地区

への広域からの集客が進んだことなどが要因として考えられる。 

■ 北九州市有効商圏人口の推移 ■ 

【 参考：商圏の定義と有効商圏人口 】 

北九州市圏域の居住者に対する調査結果をもとに、市区町村ごとに、居住者が北九州市内のいず

れかの商業地区に年 1回以上の頻度で買物に出向く比率（買物出向率）を算出し、買物出向率に応じ
て以下の３区分で商圏ランクを設定した。なお、北九州市の各行政区は、北九州市全体の商圏としては

１次商圏に分類した。

１次商圏 買物出向率 70％以上の市区町村
２次商圏 買物出向率 50％以上 70％未満の市区町村
３次商圏 買物出向率 30％以上 50％未満の市区町村

有効商圏人口は、北九州市圏域の市区町村ごとに、当該市区町村の人口に当該市区町村の買物出

向率を乗じて得た数値とした。なお、令和 4年調査から調査範囲に上毛町を追加したことから、平成
27年以前の有効商圏人口には、上毛町は含まれていない。
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平成１２年 平成１７年 平成２２年 平成２７年 令和４年 平成２７年 令和４年

(ａ) (ｂ)
増減

(ｂ)-(ａ)

増加率(％)

(ｂ)/(ａ)-１
(ｃ) (d)

増減

(d)-(ｃ)

１,０１１,４７１ ９９３,5２5 ９７6,８４6 ９6１,８１5 ９３９,０２９ ▲ ２２,７８6 ▲ ２.４％ １００.０％ １００.０％ ０.０

７８２,８７5 ７９４,6０5 ７３９,８１３ ８３７,１１6 ９２１,２１5 ８４,０９９ １０.０％ 6１.6％ 6９.７％ ８.１

１66,８４９ １７5,２９８ １6７,４７３ １5８,９65 １８０,３３２ ２１,３6７ １３.４％ 6８.5％ ７８.８％ １０.３

中間市 ４３,９5７ ４２,７８２ ３７,２6９ ３３,３6３ ３４,３８８ １,０２5 ３.１％ ７９.８％ ８5.２％ 5.４

宗像市 ３８,４４１ ４6,０5２ ４２,９７5 ４２,３９２ 6７,０９３ ２４,７０１ 5８.３％ ４３.９％ 6９.１％ ２5.２

遠賀郡芦屋町 １１,5４９ １6,２４９ １5,３6９ １０,6４９ １０,１5９ ▲ ４９０ ▲ ４.6％ ７5.０％ ７5.０％ ０.０

遠賀郡水巻町 ３１,１5４ ２９,３5０ ２８,９７０ ２6,９４２ ２5,6４０ ▲ １,３０２ ▲ ４.８％ ９２.９％ ９１.２％ ▲ １.７

遠賀郡岡垣町 ２２,４３９ ２２,6０２ ２８,２３３ ２８,８０７ ２6,２０１ ▲ ２,6０6 ▲ ９.０％ ９１.２％ ８４.5％ ▲ 6.７

遠賀郡遠賀町 １９,３０９ １８,２6３ １４,65７ １6,８１２ １6,８5１ ３９ ０.２％ ８９.２％ ９０.０％ ０.８

１２７,０２6 １１6,４5７ １１5,３１３ １４４,6９７ １6７,４９４ ２２,７９７ １5.８％ 5３.5％ 6４.２％ １０.７

直方市 5２,6０6 ４２,３6８ ４０,6１１ 5１,5７6 ４７,０４９ ▲ ４,5２７ ▲ ８.８％ ９０.２％ ８３.７％ ▲ 6.5

飯塚市 ２８,３９８ ２１,９２5 ３３,66２ ４３,０３９ 6９,２４７ ２6,２０８ 6０.９％ ３３.３％ 5４.８％ ２１.5

宮若市 １5,１０８ １４,5７８ ７,９１１ １6,２４４ １5,２２７ ▲ １,０１７ ▲ 6.３％ 5７.８％ 5７.９％ ０.１

鞍手郡小竹町 １,6２２ 5,55２ ３,８７１ ４,１65 ２,5２４ ▲ １,6４１ ▲ ３９.４％ 5３.３％ ３5.３％ ▲ １８.０

鞍手郡鞍手町 １３,８４７ １３,65４ １１,７5７ ９,6１７ １２,８6３ ３,２４6 ３３.８％ 6０.０％ ８5.３％ ２5.３

田川郡糸田町 ２,３２6 ４,４２７ ４,３２８ 6,２１０ 6,6３３ ４２３ 6.８％ 6８.８％ ７８.９％ １０.１

田川郡福智町 １３,１１９ １３,９5３ １３,１７３ １３,８４6 １３,９5１ １０5 ０.８％ 6０.5％ 65.２％ ４.７

5３,３5４ 56,6４２ ３７,７４０ 5２,９66 56,４２１ ３,４55 6.5％ 56.２％ 6４.０％ ７.８

田川市 ２９,5９７ ２８,３１２ １８,5２１ ２6,７5０ ３5,２5３ ８,5０３ ３１.８％ 55.２％ ７6.３％ ２１.１

田川郡香春町 ３,９７８ ７,6９４ ４,９１９ ７,２４８ 6,７９７ ▲ ４5１ ▲ 6.２％ 66.７％ 66.７％ ０.０

田川郡添田町 5,２5０ 5,９０6 ４,２４４ ７,０８5 ４,6１２ ▲ ２,４７３ ▲ ３４.９％ ７１.４％ 5２.４％ ▲ １９.０

田川郡川崎町 ９,２5４ ９,２８３ 5,３７０ 6,０65 ８,８４８ ２,７８３ ４5.９％ ３6.１％ 5８.３％ ２２.２

田川郡大任町 ２,９７２ ３,０6１ ３,０6０ ３,２９6 ９１１ ▲ ２,３８5 ▲ ７２.４％ 6３.6％ １８.２％ ▲ ４5.４

田川郡赤村 ２,３０３ ２,３８6 １,6２6 ２,5２２ ０ ▲ ２,5２２ ▲ １００.０％ ８３.３％ ０.０％ ▲ ８３.３

１6１,6３１ １８３,００９ １７８,6７０ １８１,5８７ １８９,３１３ ７,７２6 ４.３％ 6９.6％ ７１.１％ １.5

行橋市 ３０,７４４ 55,８９5 6３,９１４ 5１,6０９ 6２,４２6 １０,８１７ ２１.０％ ７３.１％ ８７.４％ １４.３

豊前市 １5,２００ １6,４７6 １９,３００ １6,２７８ １5,１７１ ▲ １,１０７ ▲ 6.８％ 6２.７％ 6２.２％ ▲ ０.5

京都郡苅田町 ３２,９８6 ３１,３5４ ３０,４２４ ２８,３３７ ３１,０5２ ２,７１5 ９.6％ ８１.０％ ８２.４％ １.４

京都郡みやこ町 １２,5３２ １８,6９９ １４,７55 １４,７９３ １6,２65 １,４７２ １０.０％ ７３.０％ ８6.４％ １３.４

築上郡吉富町 ４,７９２ ４,７０４ １,８８８ ４,5８７ ２,３３３ ▲ ２,２5４ ▲ ４９.１％ 6９.２％ ３5.７％ ▲ ３３.5

築上郡築上町 １5,6９８ １5,１０１ ８,6７８ １０,３９７ １４,４７３ ４,０７6 ３９.２％ 55.９％ ８４.２％ ２８.３

築上郡上毛町 ４,８３6 ４,８３6 － 66.７％ 66.７

中津市 ４９,6７９ ４０,７８０ ３９,７１１ 55,5８6 ４２,７5７ ▲ １２,８２９ ▲ ２３.１％ 66.２％ 5１.6％ ▲ １４.6

２７４,０１5 ２6３,１９９ ２４０,6１７ ２９８,９０１ ３２７,655 ２８,７5４ ９.6％ 5９.７％ 6８.6％ ８.９

下関市 １７5,２４８ １5８,65３ １5２,８３5 １6０,6３３ １９４,３４９ ３３,７１6 ２１.０％ 5９.８％ ７6.２％ １6.４

宇部市 6８,７９９ ７３,７5０ 6０,９９４ １０5,０３４ ９6,56７ ▲ ８,４6７ ▲ ８.１％ 6２.０％ 5９.４％ ▲ ２.6

山陽小野田市 ２９,９6８ ３０,７９6 ２6,７８８ ３３,２３４ ３6,７３９ ３,5０5 １０.5％ 5３.０％ 6０.９％ ７.９

１,７９４,３４6 １,７８８,１３０ １,７１6,65９ １,７９８,９３１ １,８6０,２４４ 6１,３１３ ３.４％ ７７.5％ ８２.３％ ４.８

注）有効商圏人口算出に使用した人口は、国勢調査人口。令和４年は令和２年の国勢調査人口。

注）合併した市町村については、平成２７年１０月１日時点での行政区域における商圏人口に組み替えた。

注）令和４年調査から上毛町を調査範囲に追加した。

京築地域

下関地域

合　　計

北九州市

田川地域

北九州市の有効商圏人口（人） 買物出向率(％)

北九州市外計

遠賀・宗像地域

直方・飯塚地域

■ 北九州市有効商圏人口（市町村別）の推移 ■ 

次に、北九州市の商圏ランクを市外の市町村別にみると、全 ３０市町村のうち、１次商圏は １４

市町村（中間市、芦屋町、水巻町、岡垣町、遠賀町、直方市、鞍手町、糸田町、田川市、行橋市、

苅田町、みやこ町、築上町、下関市）、２次商圏は １２市町村（宗像市、飯塚市、宮若市、福智町、

香春町、添田町、川崎町、豊前市、上毛町、中津市、宇部市、山陽小野田市）、３次商圏は ２町

（小竹町、吉富町）となっている。 

平成 ２７年と比べると、１次商圏は ３市町村増加し、２次商圏は ３市町村減少、３次商圏が １

市町村減少し、赤村（前回 １次商圏）と大任町（前回 ２次商圏）が商圏ランク外となっている。 
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■ 北九州市商圏ランク ■ 

平成 27 年北九州市商圏ＭＡＰ 令和４年北九州市商圏ＭＡＰ

北九州市商圏変化ＭＡＰ（平成 27 年→令和４年）

商圏ランクが高次に変化

商圏ランクに変化なし

商圏ランクが低次に変化

１次商圏

２次商圏

３次商圏

１次商圏

２次商圏

３次商圏
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【 参考：年 ２回以上の買物出向率による北九州市の商圏 】 

買物出向率を年 ２回以上の基準でみると、全体の有効商圏人口は １７０万 ２千人となってい

る。 

市外の商圏ランクをみると、１次商圏は全 ３０市町村のうち １０市町村（中間市、水巻町、岡垣

町、遠賀町、直方市、鞍手町、行橋市、苅田町、みやこ町、築上町）で、北九州市の西側と南側に

隣接している地域で占められている。また、２次商圏は ８市町村（芦屋町、糸田町、田川市、香

春町、豊前市、上毛町、下関市、山陽小野田市）、３次商圏は ７市町村（宗像市、飯塚市、宮若

市、福智町、吉富町、中津市、宇部市）となっている。 

年 １ 回以上の買物出向率での商圏と比べると、１３ 市町村で商圏ランクが低くなっており、小

竹町、添田町、川崎町は商圏から外れる形となっている。 

令和４年北九州市商圏ＭＡＰ（年２回以上）

北九州市商圏変化ＭＡＰ 

（買物出向率年１回基準→年２回基準）

有効商圏人口：1,702,755人 

商圏ランクに変化なし

商圏ランクが低次に変化

１次商圏

２次商圏

３次商圏
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１,３３4,０３１

１,３６4,０９５

１,4０７,５９５

１,4３５,６６７

１,4０4,７６７

１,２５０,０００

１,３００,０００

１,３５０,０００

１,4００,０００

１,4５０,０００

１,５００,０００

平成１２年 平成１７年 平成２２年 平成２７年 令和４年

（人）

平成１２年 平成１７年 平成２２年 平成２７年 令和４年 平成２７年 令和４年

(ａ) (ｂ)
増加率(％)

(ｂ)/(ａ)-１
(ｃ) (d)

増減

(d)-(ｃ)

７6１,３９８ ７８７,８２5 ８３０,８７９ ７１８,１２８ 655,566 ▲ ８.７％ ７４.７％ 6９.８％ ▲ ４.９

5７２,6３３ 5７6,２７０ 5７6,７１6 ７１７,5３９ ７４９,２０１ ４.４％ 5２.８％ 56.７％ ３.９

遠賀・宗像地域 6１,４6４ ７２,5４２ ９5,０９３ １００,6４０ １２９,6０８ ２８.８％ ４３.４％ 56.6％ １３.２

直方・飯塚地域 ７３,７０４ 65,３5７ ７３,４１３ １１３,４７８ １２９,２5３ １３.９％ ４２.０％ ４９.5％ ７.5

田川地域 ４４,6７０ ４6,666 ３３,０７6 ４８,３３１ ４８,３56 ０.１％ 5１.３％ 5４.９％ ３.6

京築地域 １３８,８４5 １４１,９66 １４９,９４6 １66,１１5 １55,３３２ ▲ 6.5％ 6３.6％ 5８.４％ ▲ 5.２

下関地域 ２5３,９5０ ２４９,７３９ ２２5,１８８ ２８８,９７5 ２８6,65２ ▲ ０.８％ 5７.７％ 6０.０％ ２.３

１,３３４,０３１ １,３6４,０９5 １,４０７,5９5 １,４３5,66７ １,４０４,７6７ ▲ ２.２％ 6１.９％ 6２.１％ ０.２

注）有効商圏人口算出に使用した人口は、国勢調査人口。

注）令和４年には上毛町を含む有効商圏人口、平成２７年以前は上毛町は含まれていない。

北九州市

北九州市外計

合　　計

小倉中心市街地の有効商圏人口（人） 買物出向率(％)

（３）小倉中心市街地の商圏 

今回調査での小倉中心市街地の有効商圏人口は、１４０万４千人となっている。 

有効商圏人口の推移をみると、平成 １２ 年以降、増加傾向にあったが、今回調査では、平成

２７ 年と比べて、市外が３万１千人（増加率４．４％）増加しているものの、市内では６万２千人（増

加率▲８．７％）減少しているため、全体では３万人（増加率▲２．２％）の減少となっている。 

市外を地域別にみると、遠賀・宗像地域２万８千人（増加率２８．８％）、直方・飯塚地域１万５千

人（増加率１３．９％）、田川地域 ２５ 人（増加率０．１％）で増加し、京築地域 １ 万人（増加率▲６．

５％）、下関地域 ２千人（増加率▲０．８％）減少している。 

今回、有効商圏人口が減少したのは、買物出向率が平成 ２７ 年と比べて、市外居住者では３．

９ポイント上昇したものの、市内居住者で４．９ポイント減少したことによるものである。 

買物出向率の変化を地域別にみると、遠賀・宗像地域が１３．２ポイント、直方・飯塚地域が７．

５ポイント、田川地域が３．６ポイント上昇し、京築地域が５．２ポイント減少している。また、下関地

域は買物出向率が２．３ポイント上昇したものの、人口が減少したことにより有効商圏人口は減少

している。 

■ 小倉中心市街地有効商圏人口の推移 ■ 

■ 小倉中心市街地有効商圏人口（地域別）の推移 ■ 
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平成１２年 平成１７年 平成２２年 平成２７年 令和４年 平成２７年 令和４年

(ａ) (ｂ)
増減

(ｂ)-(ａ)

増加率(％)

(ｂ)/(ａ)-１
(ｃ) (d)

増減

(d)-(ｃ)

７6１,３９８ ７８７,８２5 ８３０,８７９ ７１８,１２８ 655,566 ▲ 6２,56２ ▲ ８.７％ ７４.７％ 6９.８％ ▲ ４.９

門司区 １０４,３5８ １０１,１９０ ９７,5７４ ８１,７３5 6８,２２３ ▲ １３,5１２ ▲ １6.5％ ８２.０％ ７２.７％ ▲ ９.３

小倉北区 １７７,5９３ １6９,７5３ １７6,１１４ １6９,８１３ １４１,０４０ ▲ ２８,７７３ ▲ １6.９％ ９３.３％ ７6.９％ ▲ １6.４

小倉南区 １９０,０４３ １８９,２０6 １９２,４55 １７5,6７０ １４８,８２８ ▲ ２6,８４２ ▲ １5.３％ ８２.5％ ７１.２％ ▲ １１.３

若松区 56,８１８ 5７,７３5 6８,２１９ 5２,6２９ 5１,８6３ ▲ ７66 ▲ １.5％ 6３.5％ 6４.４％ ０.９

八幡東区 5７,９７２ 6１,７6４ 6１,８２１ 5１,5３０ ４７,４２８ ▲ ４,１０２ ▲ ８.０％ ７４.８％ ７３.２％ ▲ １.6

八幡西区 １１８,００１ １5２,７４７ １８０,９９6 １４１,９８４ １5７,７０８ １5,７２４ １１.１％ 55.４％ 6３.１％ ７.７

戸畑区 56,6１３ 55,４３０ 5３,７００ ４４,７6７ ４０,４７6 ▲ ４,２９１ ▲ ９.6％ ７5.７％ ７０.４％ ▲ 5.３

5７２,6３３ 5７6,２７０ 5７6,７１6 ７１７,5３９ ７４９,２０１ ３１,66２ ４.４％ 5２.８％ 56.７％ ３.９

6１,４6４ ７２,5４２ ９5,０９３ １００,6４０ １２９,6０８ ２８,９6８ ２８.８％ ４３.４％ 56.6％ １３.２

中間市 ２０,８４6 １９,２９４ ２７,１４5 ２３,４１２ ２6,９２１ ３,5０９ １5.０％ 56.０％ 66.７％ １０.７

宗像市 １6,6９１ ２０,４6８ ２5,１１７ １８,７３４ ４９,９０７ ３１,１７３ １66.４％ １９.４％ 5１.４％ ３２.０

遠賀郡芦屋町 ０ 5,７０９ ４,９３３ ７,6１１ ８,７０９ １,０９８ １４.４％ 5３.6％ 6４.３％ １０.７

遠賀郡水巻町 １5,８１０ １０,２２８ １5,０１１ １5,２８４ １6,6１5 １,３３１ ８.７％ 5２.７％ 5９.１％ 6.４

遠賀郡岡垣町 ４,９８6 ８,２１９ １２,７5１ ２４,３８5 １5,２８6 ▲ ９,０９９ ▲ ３７.３％ ７７.２％ ４９.３％ ▲ ２７.９

遠賀郡遠賀町 ３,１３１ ８,6２４ １０,１３6 １１,２１４ １２,１７０ ９56 ８.5％ 5９.5％ 65.０％ 5.5

７３,７０４ 65,３5７ ７３,４１３ １１３,４７８ １２９,２5３ １5,７７5 １３.９％ ４２.０％ ４９.5％ ７.5

直方市 ２９,5９１ ２２,6９７ ２０,８２5 ４０,０２6 ３6,３１３ ▲ ３,７１３ ▲ ９.３％ ７０.０％ 6４.6％ ▲ 5.４

飯塚市 ２０,４２８ １４,０２０ ２４,３２6 ２７,０１２ 5０,０４０ ２３,０２８ ８5.３％ ２０.９％ ３９.6％ １８.７

宮若市 ７,７２２ ７,１5８ 5,８０6 １5,6２6 １３,３８6 ▲ ２,２４０ ▲ １４.３％ 55.6％ 5０.９％ ▲ ４.７

鞍手郡小竹町 ９７３ ３,０８４ ３,４４１ ２,７９０ ２,5２４ ▲ ２66 ▲ ９.5％ ３5.７％ ３5.３％ ▲ ０.４

鞍手郡鞍手町 ４,８１７ 5,56３ 6,９３８ ８,０１5 １０,０5８ ２,０４３ ２5.5％ 5０.０％ 66.７％ １6.７

田川郡糸田町 １,55１ ３,４０6 ３,８４７ 6,９４１ 5,３１３ ▲ １,6２８ ▲ ２３.5％ ７6.９％ 6３.２％ ▲ １３.７

田川郡福智町 ８,6２２ ９,４２９ ８,２３０ １３,０6８ １１,6１９ ▲ １,４４９ ▲ １１.１％ 5７.１％ 5４.３％ ▲ ２.８

４４,6７０ ４6,666 ３３,０７6 ４８,３３１ ４８,３56 ２5 ０.１％ 5１.３％ 5４.９％ ３.6

田川市 ２6,０７４ ２１,6７6 １6,３４5 ２３,７４6 ２８,８７７ 5,１３１ ２１.6％ ４９.０％ 6２.5％ １３.5

田川郡香春町 ３,5１０ ７,３０７ ３,6９２ ７,２４８ 5,９４１ ▲ １,３０７ ▲ １８.０％ 66.７％ 5８.３％ ▲ ８.４

田川郡添田町 ４,２5０ 5,２5０ ４,２４４ ７,０８5 ４,１８９ ▲ ２,８９6 ▲ ４０.９％ ７１.４％ ４７.6％ ▲ ２３.８

田川郡川崎町 6,5２０ ７,４７８ ４,２９２ ４,２００ ８,４３８ ４,２３８ １００.９％ ２5.０％ 55.6％ ３０.6

田川郡大任町 ２,３７７ ２,４８７ ３,０6０ ４,０３２ ９１１ ▲ ３,１２１ ▲ ７７.４％ ７７.８％ １８.２％ ▲ 5９.6

田川郡赤村 １,９３９ ２,４6８ １,４４３ ２,０２０ ０ ▲ ２,０２０ ▲ １００.０％ 66.７％ ０.０％ ▲ 66.７

１３８,８４5 １４１,９66 １４９,９４6 １66,１１5 １55,３３２ ▲ １０,７８３ ▲ 6.5％ 6３.6％ 5８.４％ ▲ 5.２

行橋市 ２6,９９5 ４１,７３5 5７,３6１ ４７,5８5 5０,１４１ ２,556 5.４％ 6７.４％ ７０.２％ ２.８

豊前市 １２,０３３ １３,56８ １７,１１１ １5,２65 １４,３66 ▲ ８９９ ▲ 5.９％ 5８.８％ 5８.９％ ０.１

京都郡苅田町 ２９,３２１ ２３,２6２ ２４,８４３ ２5,４３３ ２４,９４７ ▲ ４８6 ▲ １.９％ ７２.７％ 66.２％ ▲ 6.5

京都郡みやこ町 ８,5１９ １6,5０３ １２,４９０ １３,6９８ １１,０１３ ▲ ２,6８5 ▲ １９.6％ 6７.6％ 5８.5％ ▲ ９.１

築上郡吉富町 ４,３１３ ４,４6９ １,１３４ ４,5８７ １,８6９ ▲ ２,７１８ ▲ 5９.３％ 6９.２％ ２８.6％ ▲ ４０.6

築上郡築上町 １３,２７０ １２,１９6 5,９８０ ９,８３９ １０,８6３ １,０２４ １０.４％ 5２.９％ 6３.２％ １０.３

築上郡上毛町 ４,４３０ ４,４３０ － 6１.１％ 6１.１

中津市 ４４,３９４ ３０,２３３ ３１,０２７ ４９,７０８ ３７,７０３ ▲ １２,００5 ▲ ２４.２％ 5９.２％ ４5.5％ ▲ １３.７

２5３,９5０ ２４９,７３９ ２２5,１８８ ２８８,９７5 ２８6,65２ ▲ ２,３２３ ▲ ０.８％ 5７.７％ 6０.０％ ２.３

下関市 １6４,66２ １5０,４6４ １４２,４４０ １5９,８２７ １6３,２３３ ３,４０6 ２.１％ 5９.5％ 6４.０％ ４.5

宇部市 6３,０66 6９,４１２ 56,４７6 １０１,３０７ ８９,5７6 ▲ １１,７３１ ▲ １１.6％ 5９.８％ 55.１％ ▲ ４.７

山陽小野田市 ２6,２２２ ２９,８6３ ２6,２７２ ２７,８４１ ３３,８４３ 6,００２ ２１.6％ ４４.４％ 56.１％ １１.７

１,３３４,０３１ １,３6４,０９5 １,４０７,5９5 １,４３5,66７ １,４０４,７6７ ▲ ３０,９００ ▲ ２.２％ 6１.９％ 6２.１％ ０.２

注）有効商圏人口算出に使用した人口は、国勢調査人口。令和４年は令和２年の国勢調査人口。

注）合併した市町村については、平成２７年１０月１日時点での行政区域における商圏人口に組み替えた。

注）令和４年調査から上毛町を調査範囲に追加した。

買物出向率(％)

北九州市

合　　計

小倉中心市街地の有効商圏人口（人）

北九州市外計

遠賀・宗像地域

直方・飯塚地域

田川地域

京築地域

下関地域

■ 小倉中心市街地有効商圏人口（市区町村別）の推移 ■ 
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次に、小倉中心市街地の商圏ランクをみると、１次商圏は全 ３７市区町村のうち６市区町村

（門司区、小倉北区、小倉南区、八幡東区、戸畑区、行橋市）、２次商圏は２３市区町村（若松区、

八幡西区、中間市、宗像市、芦屋町、水巻町、遠賀町、直方市、宮若市、鞍手町、糸田町、福智

町、田川市、香春町、川崎町、豊前市、苅田町、みやこ町、築上町、上毛町、下関市、宇部市、山

陽小野田市）、３次商圏は ５市区町村（岡垣町、飯塚市、小竹町、添田町、中津市）、商圏のラン

ク外は大任町、赤村、吉富町となっている。 

平成 ２７年と比べると、１次商圏は５市区町村減少し、２次商圏は４市区町村増加し、３次商圏

は ２市区町村増加している。また、平成 ２７年に比べて、宗像市と川崎町は商圏外から ２次商

圏、飯塚市は商圏外から ３次商圏へアップするなど、６市区町村がランクアップする一方、９市

区町村がランクダウンしている。 

■ 小倉中心市街地商圏ランク ■ 

平成 27 年小倉中心市街地商圏ＭＡＰ 令和４年小倉中心市街地商圏ＭＡＰ

小倉中心市街地商圏変化ＭＡＰ（平成 27 年→令和４年）

商圏ランクが高次に変化

商圏ランクに変化なし

商圏ランクが低次に変化

１次商圏

２次商圏

３次商圏

１次商圏

２次商圏

３次商圏
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【 参考：年 ２回以上の買物出向率による小倉中心市街地商圏 】 

買物出向率を年 ２回以上の基準でみると、全体の有効商圏人口は １１４万４千人となってい

る。 

１次商圏は全 ３７市区町村のうち小倉北区のみ、２次商圏は １８市区町村（門司区、小倉南

区、若松区、八幡東区、八幡西区、戸畑区、中間市、芦屋町、水巻町、遠賀町、鞍手町、糸田町、

行橋市、豊前市、苅田町、築上町、上毛町、下関市）、３次商圏は１０市区町村（宗像市、岡垣町、

直方市、宮若市、福智町、田川市、香春町、みやこ町、宇部市、山陽小野田市）となっている。 

年 １ 回以上の買物出向率での商圏と比べると、１９市区町村で商圏ランクが低くなっている。 

令和４年小倉中心市街地商圏ＭＡＰ（年２回以上）

小倉中心市街地商圏変化ＭＡＰ 

（買物出向率年１回基準→年２回基準）

１次商圏

２次商圏

３次商圏

有効商圏人口：１,１４４,３９７ 人

商圏ランクに変化なし

商圏ランクが低次に変化
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６５０,８4８

５８１,７０4
５７１,44０ ５６６,８５５

５１８,６4３

4００,０００

4５０,０００

５００,０００

５５０,０００

６００,０００

６５０,０００

７００,０００

７５０,０００

平成１２年 平成１７年 平成２２年 平成２７年 令和４年

（人）

平成１２年 平成１７年 平成２２年 平成２７年 令和４年 平成２７年 令和４年

(ａ) (ｂ)
増加率(％)

(ｂ)/(ａ)-１
(ｃ) (d)

増減

(d)-(ｃ)

北九州市 ４１２,８１０ ３７３,１２９ ３７１,９０２ ３３８,７０5 ２８１,２７８ ▲ １７.０％ ３5.２％ ３０.０％ ▲ 5.２

北九州市外計 ２３８,０３８ ２０８,5７5 １９９,5３８ ２２８,１5０ ２３７,３65 ４.０％ １6.８％ １８.０％ １.２

遠賀・宗像地域 １３5,6８７ １１４,３００ １１０,８８４ ８6,９９３ ７０,１４４ ▲ １９.４％ ３７.5％ ３０.７％ ▲ 6.８

直方・飯塚地域 6７,6２８ 65,３０３ 5７,４３２ 6７,5１5 66,２56 ▲ １.９％ ２5.０％ ２5.４％ ０.４

田川地域 5,０３９ 5,４８７ 6,２９２ ３,４56 １３,７２４ ２９７.１％ ３.７％ １5.6％ １１.９

京築地域 １９,０２6 １１,２３１ １０,１８１ ３９,７１７ ３３,6８１ ▲ １5.２％ １5.２％ １２.７％ ▲ ２.5

下関地域 １０,65８ １２,２5４ １４,７４９ ３０,４6９ 5３,56０ ７5.８％ 6.１％ １１.２％ 5.１

65０,８４８ 5８１,７０４ 5７１,４４０ 566,８55 5１８,6４３ ▲ ８.5％ ２４.４％ ２２.９％ ▲ １.5

注）有効商圏人口算出に使用した人口は、国勢調査人口。

注）令和４年には上毛町を含む有効商圏人口、平成２７年以前は上毛町は含まれていない。

合　　計

買物出向率(％)黒崎中心市街地の有効商圏人口（人）

（４）黒崎中心市街地の商圏 

今回調査での黒崎中心市街地の有効商圏人口は５１万８千人となっている。有効商圏人口の

推移をみると、平成１２年以降、減少傾向で推移しており、今回の調査では、平成 ２７ 年と比べて、

市外では ９ 千人（増加率４．０％）増加したが、北九州市内で５万７千人（増加率▲１７．０％）減少

した結果、全体で４万８千人（増加率▲８．５％）の減少となっている。 

市外を地域別にみると、遠賀・宗像地域で １ 万６千人（増加率▲１９．４％）、直方・飯塚地域で

１千人（増加率▲１．９％）、京築地域で６千人（増加率▲１５．２％）減少しているものの、下関地域

で２万３千人（増加率７５．８％）、田川地域で１万人（増加率２９７．１％）増加しているため、市外

全体としては９千人（増加率４．０％）の増加となっている。 

これは、令和２年 ８ 月のクロサキメイト閉店、黒崎井筒屋閉店により、まちの誘引力が低下し、

今まで黒崎中心市街地で買い物をしていた市内居住者が減少したことなどが要因として考えら

れる。 

■ 黒崎中心市街地有効商圏人口の推移 ■ 

■ 黒崎中心市街地有効商圏人口（地域別）の推移 ■ 
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平成１２年 平成１７年 平成２２年 平成２７年 令和４年 平成２７年 令和４年

(ａ) (ｂ)
増減

(ｂ)-(ａ)

増加率(％)

(ｂ)/(ａ)-１
(ｃ) (d)

増減

(d)-(ｃ)

４１２,８１０ ３７３,１２９ ３７１,９０２ ３３８,７０5 ２８１,２７８ ▲ 5７,４２７ ▲ １７.０％ ３5.２％ ３０.０％ ▲ 5.２

門司区 １１,6７８ 6,6７７ ７,２０８ ７,４７6 １３,４１９ 5,９４３ ７９.5％ ７.5％ １４.３％ 6.８

小倉北区 ２１,5１８ ２３,０２5 ２6,１９９ ２２,７5１ ３７,5９８ １４,８４７ 65.３％ １２.5％ ２０.5％ ８.０

小倉南区 １6,１７４ １３,９5０ １８,０４３ １７,８８6 ３０,３０９ １２,４２３ 6９.5％ ８.４％ １４.5％ 6.１

若松区 5３,７３6 ４４,１１２ ４6,０７5 ４０,１１４ ３１,6４９ ▲ ８,４65 ▲ ２１.１％ ４８.４％ ３９.３％ ▲ ９.１

八幡東区 5７,０6３ 5４,３6２ ４5,２３5 ３９,８８８ ２７,１４８ ▲ １２,７４０ ▲ ３１.９％ 5７.９％ ４１.９％ ▲ １6.０

八幡西区 ２３２,565 ２０９,４5７ ２１１,5９１ １９７,３４３ １２３,２１７ ▲ ７４,１２6 ▲ ３７.6％ ７７.０％ ４９.３％ ▲ ２７.７

戸畑区 ２０,０７6 ２１,5４6 １７,55１ １３,２４７ １７,９３８ ４,6９１ ３5.４％ ２２.４％ ３１.２％ ８.８

２３８,０３８ ２０８,5７5 １９９,5３８ ２２８,１5０ ２３７,３65 ９,２１5 ４.０％ １6.８％ １８.０％ １.２

１３5,6８７ １１４,３００ １１０,８８４ ８6,９９３ ７０,１４４ ▲ １6,８４９ ▲ １９.４％ ３７.5％ ３０.７％ ▲ 6.８

中間市 ４０,７８5 ２９,6２７ ２７,７２０ ２４,７９２ １２,７９5 ▲ １１,９９７ ▲ ４８.４％ 5９.３％ ３１.７％ ▲ ２７.6

宗像市 ２７,３１３ ２5,０７３ ２４,5４４ ９,56０ ３０,２９４ ２０,７３４ ２１6.９％ ９.９％ ３１.２％ ２１.３

遠賀郡芦屋町 5,56１ ９,２２２ ８,２３８ 6,０９１ ２,００5 ▲ ４,０８6 ▲ 6７.１％ ４２.９％ １４.８％ ▲ ２８.１

遠賀郡水巻町 ２７,８９９ ２１,７９０ ２３,０56 １８,４４5 ８,９４０ ▲ ９,5０5 ▲ 5１.5％ 6３.6％ ３１.８％ ▲ ３１.８

遠賀郡岡垣町 １７,９5１ １４,３８３ １6,０6０ １９,９6３ ９,４２6 ▲ １０,5３７ ▲ 5２.８％ 6３.２％ ３０.４％ ▲ ３２.８

遠賀郡遠賀町 １6,１７８ １４,２０5 １１,２66 ８,１４２ 6,6８４ ▲ １,４5８ ▲ １７.９％ ４３.２％ ３5.７％ ▲ ７.5

6７,6２８ 65,３０３ 5７,４３２ 6７,5１5 66,２56 ▲ １,２5９ ▲ １.９％ ２5.０％ ２5.４％ ０.４

直方市 ３８,6３３ ２８,７5０ ２９,３6２ ３１,１6３ ２１,5２９ ▲ ９,6３４ ▲ ３０.９％ 5４.5％ ３８.３％ ▲ １6.２

飯塚市 ７,０5０ １０,４４２ １１,０４5 ９,４３5 ２5,７７８ １6,３４３ １７３.２％ ７.３％ ２０.４％ １３.１

宮若市 ７,０5１ ７,４１９ ３,７００ １２,４７８ 6,１２７ ▲ 6,３5１ ▲ 5０.９％ ４４.４％ ２３.３％ ▲ ２１.１

鞍手郡小竹町 6４９ ２,９７４ ２,5８１ １,56３ １,２5９ ▲ ３０４ ▲ １９.４％ ２０.０％ １７.6％ ▲ ２.４

鞍手郡鞍手町 ９,6３３ １０,１１４ ８,5４４ ７,２１３ 6,７８6 ▲ ４２７ ▲ 5.９％ ４5.０％ ４5.０％ ０.０

田川郡糸田町 １,１6３ １,０２２ ０ １,２００ ８８３ ▲ ３１７ ▲ ２6.４％ １３.３％ １０.5％ ▲ ２.８

田川郡福智町 ３,４４９ ４,5８２ ２,２００ ４,４6３ ３,８９４ ▲ 56９ ▲ １２.７％ １９.5％ １８.２％ ▲ １.３

5,０３９ 5,４８７ 6,２９２ ３,４56 １３,７２４ １０,２6８ ２９７.１％ ３.７％ １5.6％ １１.９

田川市 ３,７5８ ２,65４ ２,７３３ １,０１８ ９,5１８ ８,5００ ８３5.０％ ２.１％ ２０.6％ １８.5

田川郡香春町 ０ ２７5 ０ ０ １,２７４ １,２７４ － ０.０％ １２.5％ １２.5

田川郡添田町 ０ ４３７ 6１１ ９４３ １,6７２ ７２９ ７７.３％ ９.5％ １９.０％ ９.5

田川郡川崎町 ８４１ １,5４７ ２,１55 ４８７ １,２6０ ７７３ １5８.７％ ２.９％ ８.３％ 5.４

田川郡大任町 １９８ 5７４ 6１１ ０ ０ ０ － ０.０％ ０.０％ ０.０

田川郡赤村 ２４２ ０ １８２ １,００８ ０ ▲ １,００８ ▲ １００.０％ ３３.３％ ０.０％ ▲ ３３.３

１９,０２6 １１,２３１ １０,１８１ ３９,７１７ ３３,6８１ ▲ 6,０３6 ▲ １5.２％ １5.２％ １２.７％ ▲ ２.5

行橋市 １０,４９８ ３,７２6 １,１２７ 5,８6０ １０,１４２ ４,２８２ ７３.１％ ８.３％ １４.２％ 5.９

豊前市 ０ ９6９ １,１０８ ２,5９6 ３,１７１ 5７5 ２２.１％ １０.０％ １３.０％ ３.０

京都郡苅田町 ２,6１８ ３,０３４ １,８７２ ２,４８４ ７,３８6 ４,９０２ １９７.３％ ７.１％ １９.6％ １２.5

京都郡みやこ町 １,７８5 １,３８０ １,１４３ 5,４７１ 6０２ ▲ ４,８6９ ▲ ８９.０％ ２７.０％ ３.２％ ▲ ２３.８

築上郡吉富町 ９5８ ０ ０ ０ ０ ０ － ０.０％ ０.０％ ０.０

築上郡築上町 １,０5３ ７１6 5４７ ２,７３４ １,８０5 ▲ ９２９ ▲ ３４.０％ １４.７％ １０.5％ ▲ ４.２

築上郡上毛町 １,２１１ １,２１１ － １6.７％ １6.７

中津市 ２,１１４ １,４０6 ４,３８４ ２０,5７２ ９,３6４ ▲ １１,２０８ ▲ 5４.5％ ２４.5％ １１.３％ ▲ １３.２

１０,65８ １２,２5４ １４,７４９ ３０,４6９ 5３,56０ ２３,０９１ ７5.８％ 6.１％ １１.２％ 5.１

下関市 ９,４０９ １０,２３6 ９,８３３ １２,6２5 ２９,８４１ １７,２１6 １３6.４％ ４.７％ １１.７％ ７.０

宇部市 ０ １,０８5 ３,３０２ １７,２８０ １6,４２０ ▲ ８6０ ▲ 5.０％ １０.２％ １０.１％ ▲ ０.１

山陽小野田市 １,２４９ ９３３ １,6１４ 56４ ７,２９９ 6,７３5 １１９４.１％ ０.９％ １２.１％ １１.２

65０,８４８ 5８１,７０４ 5７１,４４０ 566,８55 5１８,6４３ ▲ ４８,２１２ ▲ ８.5％ ２４.４％ ２２.９％ ▲ １.5

注）有効商圏人口算出に使用した人口は、国勢調査人口。令和４年は令和２年の国勢調査人口。

注）合併した市町村については、平成２７年１０月１日時点での行政区域における商圏人口に組み替えた。

注）令和４年調査から上毛町を調査範囲に追加した。

黒崎中心市街地の有効商圏人口（人）

北九州市

北九州市外計

遠賀・宗像地域

直方・飯塚地域

田川地域

京築地域

買物出向率(％)

合　　計

下関地域

■ 黒崎中心市街地有効商圏人口（市区町村別）の推移 ■ 
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次に、黒崎中心市街地の商圏ランクをみると、１次・２次商圏に該当する市区町村はなく、３次

商圏が１１市区町村（若松区、八幡東区、八幡西区、戸畑区、中間市、宗像市、水巻町、岡垣町、

遠賀町、直方市、鞍手町）となっており、商圏はかなり限定的なものとなっている。 

平成 ２７年と比べると、戸畑区と宗像市が商圏外から ３次商圏にランクアップしているもの

の、八幡西区は１次商圏から３次商圏に、八幡東区、中間市、水巻町、岡垣町、直方市は２次商圏

から ３次商圏、芦屋町、宮若市、赤村が ３次商圏から商圏外にランクダウンしている。 

■ 黒崎中心市街地商圏ランク ■ 

平成 27 年黒崎中心市街地商圏ＭＡＰ 令和４年黒崎中心市街地商圏ＭＡＰ

黒崎中心市街地商圏変化ＭＡＰ（平成 27 年→令和４年）

１次商圏

２次商圏

３次商圏

商圏ランクが高次に変化

商圏ランクに変化なし

商圏ランクが低次に変化

１次商圏

２次商圏

３次商圏
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【 参考：年 ２回以上の買物出向率による黒崎中心市街地商圏 】 

買物出向率を年 ２回以上の基準でみると、全体の有効商圏人口は２９万９千人となっている。 

１次商圏、２次商圏はなく、３次商圏が八幡東区、八幡西区の２区となっている。 

年 １ 回以上の買物出向率での商圏と比べると、市内では若松区と戸畑区、市外では中間市、

宗像市、水巻町、岡垣町、遠賀町、直方市、鞍手町が商圏外にランクダウンしている。 

令和４年黒崎中心市街地商圏（年２回以上）ＭＡＰ

黒崎中心市街地商圏変化ＭＡＰ 

（買物出向率年１回基準→年２回基準）

１次商圏

２次商圏

３次商圏

有効商圏人口：２９９,３４２人

商圏ランクに変化なし

商圏ランクが低次に変化
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※高須・学研都市地区は今回調査より追加。

２３.８

１５.８

１８.８

２２.６

３１.０

９.８

２１.３

１３.６

4２.３

２８.２

１５.１

２２.８

１７.８

１８.６

２4.０

３５.３

１4.８

２２.８

２4.１

１２.２

4９.９

２９.８

２７.７

０ １０ ２０ ３０ 4０ ５０ ６０

門司港駅周辺

（門司港・栄町地区）

門司駅周辺

（大里・柳町地区）

城野・北方地区

守恒・徳力地区

葛原・下曽根地区

若松駅周辺

（本町・明治町地区）

二島地区

高須・学研都市地区※

中央町・春の町地区

東田地区

折尾・本城地区

戸畑駅周辺

（中本町・浅生地区）

平成２７年

令和4年

(%)

（５）主な商業地区への買物出向率 

北九州市内居住者の主な商業地区への年１

回以上の買物出向率をみると、大型店の集積

が進んでいる東田地区への出向率が４９.９％

と他の地区と比べてかなり高くなっている。次

いで葛原・下曽根地区３５.３％、折尾・本城地

区 ２９.８％、戸畑駅周辺２７.７％となってい

る。また、今回調査から加えた高須・学研都市

地区へは ２４.１％、１２ 商業地区の中で ５番

目に高くなっている。 

平成 ２７年の買物出向率と比べると、最も

上昇しているのは、戸畑駅周辺で １５.１％から

２７.７％、１２.６ ポイントの上昇となっている。

次いで東田地区が４２.３％から ４９.９％に、

７.６ ポイントの上昇となっている。 

１２ 商業地区のうち８地区が前回よりも上昇し、３地区はほぼ現状維持で、大きく減少した地

区はみられない。 

■ 買物出向率（市内居住者） ■

■ 主な商業集積地区の位置図 ■
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※前回調査では、市外居住者には「葛原・下曽根地区」、「二島地区」、「東田地区」、「折尾・本城地区」のみ質問。

１５.６

９.６

１７.１

１９.７

１８.７

１１.７

１１.８

１０.６

１５.６

８.３

８.５

１１.８

９.８

２３.５

１4.８

９.７

０ １０ ２０ ３０

門司港駅周辺

（門司港・栄町地区）

門司駅周辺

（大里・柳町地区）

城野・北方地区

守恒・徳力地区

葛原・下曽根地区※

若松駅周辺

（本町・明治町地区）

二島地区※

高須・学研都市地区

中央町・春の町地区

東田地区※

折尾・本城地区※

戸畑駅周辺

（中本町・浅生地区

平成２７年

令和4年

(%)

北九州市外居住者については、今回調査から市内居住者と同一の商業地区設定としたため、

正確な比較はできないが、前回と比較できる葛原・下曽根地区、二島地区、東田地区、折尾・本

城地区のみ比較して、下図に示した。 

市外居住者の主な商業地区への年 １回以上の買物出向率をみると、東田地区が ２３.５％と

最も多い。次いで門司港駅周辺 １８.７％、葛原・下曽根地区 １５.６％、折尾・本城地区 １４.８％と

なっている。 

平成 ２７年の買物出向率と比べると、東田地区への出向が １７.１％から ２３.５％に、６.４ ポイ

ント上昇している。葛原・下曽根地区は前回と同率、折尾・本城地区へは １９.７％から １４.８％

に、４.９ ポイント減少、二島地区は ９.６％から ８.５％に、１.１ ポイント減少している。 

■ 買物出向率（市外居住者） ■

） 
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門司港駅周辺

（門司港・栄町地区）

門司駅周辺

（大里・柳町地区）

城野・北方地区

守恒・徳力地区

葛原・下曽根地区

若松駅周辺

（本町・明治町地区）

二島地区

高須・学研都市地区※

中央町・春の町地区

東田地区

折尾・本城地区

 戸畑駅周辺

（中本町・浅生地区

※高須・学研都市地区は今回調査より追加。

３.１

２.６

２.５

4.７

６.８

１.4

4.５

１.８

１１.６

６.１

１.９

２.８

３.１

３.4

4.８

７.4

２.２

３.９

５.２

１.７

１.７

５.９

4.８

０ １０ ２０ ３０ 4０

平成２７年

令和4年

(% )

２１.６

２０.３

２１.３

１９.９

１９.4

２１.５

２０.８

２１.２

１９.５

１９.５

２１.１

２３.６

２２.4

２１.６

２０.３

１９.３

２１.５

２１.２

２０.９

２２.３

２２.３

２０.２

２１.３

０１０２０３０4０

平成２７年

令和4年

(% )

次に、市内居住者の買物頻度の変化を地区別にみると、コロナ禍の影響も大きいと思われる

が、全ての地区において買物頻度が増加した人の割合よりも、買物頻度が減少した人の割合が

大きくなっている。買物頻度が増加した人の割合は、葛原・下曽根地区の ７.４％が最も高くなっ

ている。次いで折尾・本城地区が ５.９％、高須・学研都市地区が５.２％、守恒・徳力地区が

４.８％となっており、その他の地区は ２～３％程度にとどまっている。 

平成 ２７年と比べると、東田地区では前回は １１.６％と増加していたが、今回は １.７％にとど

まっている以外は、前回とほぼ同様の増減傾向であり、大きな変化はみられない。 

■ 買物頻度の増減（市内居住者） ■ 

【 買物頻度が減少した人の割合 】 【 買物頻度が増加した人の割合 】

）
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門司港駅周辺

（門司港・栄町地区）

門司駅周辺

（大里・柳町地区）

城野・北方地区

守恒・徳力地区

葛原・下曽根地区※

若松駅周辺

（本町・明治町地区）

二島地区※

高須・学研都市地区

中央町・春の町地区

東田地区※

折尾・本城地区※

 戸畑駅周辺

（中本町・浅生地区

※前回調査では、市外居住者には「葛原・下曽根地区」、「二島地区」、「東田地区」、「折尾・本城地区」のみ質問。

4.６

１.６

３.4

３.９

4.７

３.８

２.７

２.５

３.５

１.９

１.６

３.１

4.３

１１.4

4.２

２.３

０ １０ ２０ ３０ 4０

平成２７年

令和4年

(% )

２１.4

２１.０

２１.３

１７.５

２３.０

２０.4

１９.８

１９.4

１９.９

１９.２

１８.4

１９.２

１７.１

１６.９

１８.３

１９.６

０１０２０３０4０

平成２７年

令和4年

(%)

続いて、市外居住者の買物頻度の変化を地区別にみると、市内居住者と同様に、全ての地区

において買物頻度が増加した人の割合よりも、買物頻度が減少した人の割合が大きくなってい

る。その中で、東田地区では、増加した人の割合が １１.４％と、前回の ３.４％を大幅に上回って

おり、減少が ２１.３％から １６.９％に低下しており、市内居住者と反対の傾向を示している。 

■ 買物頻度の増減（市外居住者） ■ 

【 買物頻度が減少した人の割合 】 【 買物頻度が増加した人の割合 】

）
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全　　体

(Ｎ=５,８６６)

全　　体

(Ｎ=５,８６６)

　北九州市内計

　(Ｎ=３,１９３)

　北九州市内計

　(Ｎ=３,１９３)

　　門司区

　　(Ｎ=３３０)

　　門司区

　　(Ｎ=３３０)

　　小倉北区

　　(Ｎ=５７３)

　　小倉北区

　　(Ｎ=５７３)

　　小倉南区

　　(Ｎ=６９4)

　　小倉南区

　　(Ｎ=６９4)

　　若松区

　　(Ｎ=２９２)

　　若松区

　　(Ｎ=２９２)

　　八幡東区

　　(Ｎ=２１９)

　　八幡東区

　　(Ｎ=２１９)

　　八幡西区

　　(Ｎ=８44)

　　八幡西区

　　(Ｎ=８44)

　　戸畑区

　　(Ｎ=２０６)

　　戸畑区

　　(Ｎ=２０６)

　北九州市外計

　(Ｎ=２,６７３)

　北九州市外計

　(Ｎ=２,６７３)

　　遠賀・宗像地域

　　(Ｎ=4７０)

　　遠賀・宗像地域

　　(Ｎ=4７０)

　　直方・飯塚地域

　　(Ｎ=５３０)

　　直方・飯塚地域

　　(Ｎ=５３０)

　　田川地域

　　(Ｎ=１９２)

　　田川地域

　　(Ｎ=１９２)

　　京築地域

　　(Ｎ=５4１)

　　京築地域

　　(Ｎ=５4１)

　　下関地域

　　(Ｎ=９4０)

　　下関地域

　　(Ｎ=９4０)
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( %)
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別

地
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別

行

政
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別

地

域

別

（６）主な商業地区の特性 

① 門司港駅周辺（門司港・栄町地区（門司区）） 

門司港・栄町地区は、国際貿易港であった門司港の中心商業地として戦前より発展した地区

で、近隣住民の台所として生鮮食品を取り扱う小売店舗が立ち並んでいる。北九州市最古の

百貨店である山城屋百貨店が平成１３年（２００１ 年）までこの地区で営業をしていた。また、門

司港レトロの最寄り商店街であることから、名物焼きカレーのお店など、観光客向けの店舗も増

えつつある。 

平成３１年（２０１９ 年）３月には、大正時代に甦った門司港駅がグランドオープンし、観光地と

してさらなる飛躍が期待されている。 

門司港・栄町地区への年 １回以上の買物出向率をみると、全体では ２０.８％となっている。 

市内居住者でみると、市内全体では ２２.８％となっており、行政区別では門司区が６８.８％

で最も高く、次いで、小倉南区 ２１.８％、小倉北区 ２１.３％となっている。 

市外居住者でみると、市外全体では １８.７％となっており、地域別では下関地域の ３０.４％

が最も高くなっている。 

次に、買物頻度の増減をみると、全体では「減少」が ２３.４％と、「増加」の ３.７％を大きく上

回っている。 

市内居住者でみても「減少」が「増加」を大きく上回っているが、門司区では「増加」が

１０.０％と高くなっている。 

市外居住者でみても、「減少」が「増加」を大きく上回っている。 

【門司港駅周辺（門司港・栄町地区） 】 

■ 年１回以上の買物出向率 ■           ■ 買物頻度の増減状況 ■
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全　　体

(Ｎ=５,８６６)

全　　体

(Ｎ=５,８６６)

　北九州市内計

　(Ｎ=３,１９３)

　北九州市内計

　(Ｎ=３,１９３)

　　門司区

　　(Ｎ=３３０)

　　門司区

　　(Ｎ=３３０)

　　小倉北区

　　(Ｎ=５７３)

　　小倉北区

　　(Ｎ=５７３)

　　小倉南区

　　(Ｎ=６９4)

　　小倉南区

　　(Ｎ=６９4)

　　若松区

　　(Ｎ=２９２)

　　若松区

　　(Ｎ=２９２)

　　八幡東区

　　(Ｎ=２１９)

　　八幡東区

　　(Ｎ=２１９)

　　八幡西区

　　(Ｎ=８44)

　　八幡西区

　　(Ｎ=８44)

　　戸畑区

　　(Ｎ=２０６)

　　戸畑区

　　(Ｎ=２０６)

　北九州市外計

　(Ｎ=２,６７３)

　北九州市外計

　(Ｎ=２,６７３)

　　遠賀・宗像地域

　　(Ｎ=4７０)

　　遠賀・宗像地域

　　(Ｎ=4７０)

　　直方・飯塚地域

　　(Ｎ=５３０)

　　直方・飯塚地域

　　(Ｎ=５３０)

　　田川地域

　　(Ｎ=１９２)

　　田川地域

　　(Ｎ=１９２)

　　京築地域

　　(Ｎ=５4１)

　　京築地域

　　(Ｎ=５4１)

　　下関地域

　　(Ｎ=９4０)

　　下関地域

　　(Ｎ=９4０)
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② 門司駅周辺（大里・柳町地区（門司区）） 

大里・柳町地区は、ＪＲ門司駅に隣接する商店街である。駅を挟んで西側の臨海エリアでは、

大里土地区画整理事業により、旧ビール工場の建造物群を保存活用した「門司赤煉瓦プレイス」

をはじめ、商業施設、住宅地、公園などの整備も進み、「大里赤煉瓦タウン」の愛称で親しまれて

いる。 

大里・柳町地区への年 １回以上の買物出向率をみると、全体では １４.９％となっている。 

市内居住者でみると、市内全体では １７.８％となっており、行政区別では門司区が９０.２％と

圧倒的に高く、小倉北区と小倉南区以外は １０％に満たない結果となっている。 

市外居住者でみると、市外全体では １１.７％となっており、地域別では下関地域からの

１９.０％が最も高くなっている。 

次に、買物頻度の増減をみると、全体では「減少」が ２１.４％と、「増加」の ３.４％を大きく上

回っている。 

市内居住者でみても「減少」が「増加」を大きく上回っているが、門司区では「増加」が

１７.０％と高くなっている。 

市外居住者でみても、「減少」が「増加」を大きく上回っている。 

【門司駅周辺（大里・柳町地区） 】 

■ 年１回以上の買物出向率 ■          ■ 買物頻度の増減状況 ■
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全　　体

(Ｎ=５,８６６)

全　　体

(Ｎ=５,８６６)

　北九州市内計

　(Ｎ=３,１９３)

　北九州市内計

　(Ｎ=３,１９３)

　　門司区

　　(Ｎ=３３０)

　　門司区

　　(Ｎ=３３０)

　　小倉北区

　　(Ｎ=５７３)

　　小倉北区

　　(Ｎ=５７３)

　　小倉南区

　　(Ｎ=６９4)

　　小倉南区

　　(Ｎ=６９4)

　　若松区

　　(Ｎ=２９２)

　　若松区

　　(Ｎ=２９２)

　　八幡東区

　　(Ｎ=２１９)

　　八幡東区

　　(Ｎ=２１９)

　　八幡西区

　　(Ｎ=８44)

　　八幡西区

　　(Ｎ=８44)

　　戸畑区

　　(Ｎ=２０６)

　　戸畑区

　　(Ｎ=２０６)

　北九州市外計

　(Ｎ=２,６７３)

　北九州市外計

　(Ｎ=２,６７３)

　　遠賀・宗像地域

　　(Ｎ=4７０)

　　遠賀・宗像地域

　　(Ｎ=4７０)

　　直方・飯塚地域

　　(Ｎ=５３０)

　　直方・飯塚地域

　　(Ｎ=５３０)

　　田川地域

　　(Ｎ=１９２)

　　田川地域

　　(Ｎ=１９２)

　　京築地域

　　(Ｎ=５4１)

　　京築地域

　　(Ｎ=５4１)

　　下関地域

　　(Ｎ=９4０)

　　下関地域

　　(Ｎ=９4０)
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③ 城野・北方地区（小倉南区） 

城野・北方地区は、ＪＲ城野駅からモノレール北方駅周辺にかけての地区で、昭和 ５６年

（１９８１ 年）にＪＲ城野駅近くにオープンしたダイエー城野店（イオン城野店）が立地していたが、

平成 ２９年（２０１７ 年）に閉店。イオン城野店の跡地には、令和５年（２０２３年）にマックスバリュ

が出店を予定している。また、平成 ３０年（２０１８年）には ＪＲ城野駅南口近くに、ゆめマート城

野がオープンした。国道３２２号沿線（旧・西鉄北方線沿線）には、スーパーや小規模店舗が立ち

並ぶものの、大きな商業集積エリアはみられない。近くには「城野ゼロ・カーボン先進街区」の区

域があり、低炭素化の先進モデルの取組が進められている。 

城野・北方地区への年 1回以上の買物出向率をみると、全体では １５.３％となっている。 
市内居住者でみると、市内全体では １８.６％となっており、行政区別では小倉南区が

４４.０％と最も高く、次いで、小倉北区 ２８.２％、門司区 １４.１％となっている。 

市外居住者でみると、市外全体では １１.８％となっており、地域別では京築地域の １８.８％が

最も高くなっている。 

次に、買物頻度の増減をみると、全体では「減少」が ２０.８％と、「増加」の ３.１％を大きく上

回っている。 

市内居住者でみても「減少」が「増加」を大きく上回っているが、「増加」は小倉南区で

７.９％、小倉北区で ６.３％と高くなっている。 

市外居住者でみても「減少」が「増加」を大きく上回っている。 

【 城野・北方地区 】 

■ 年１回以上の買物出向率 ■           ■ 買物頻度の増減状況 ■
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全　　体

(Ｎ=５,８６６)

全　　体

(Ｎ=５,８６６)

　北九州市内計

　(Ｎ=３,１９３)

　北九州市内計

　(Ｎ=３,１９３)

　　門司区

　　(Ｎ=３３０)

　　門司区

　　(Ｎ=３３０)

　　小倉北区

　　(Ｎ=５７３)

　　小倉北区

　　(Ｎ=５７３)

　　小倉南区

　　(Ｎ=６９4)

　　小倉南区

　　(Ｎ=６９4)

　　若松区

　　(Ｎ=２９２)

　　若松区

　　(Ｎ=２９２)

　　八幡東区

　　(Ｎ=２１９)

　　八幡東区

　　(Ｎ=２１９)

　　八幡西区

　　(Ｎ=８44)

　　八幡西区

　　(Ｎ=８44)

　　戸畑区

　　(Ｎ=２０６)

　　戸畑区

　　(Ｎ=２０６)

　北九州市外計

　(Ｎ=２,６７３)

　北九州市外計

　(Ｎ=２,６７３)

　　遠賀・宗像地域

　　(Ｎ=4７０)

　　遠賀・宗像地域

　　(Ｎ=4７０)

　　直方・飯塚地域

　　(Ｎ=５３０)

　　直方・飯塚地域

　　(Ｎ=５３０)

　　田川地域

　　(Ｎ=１９２)

　　田川地域

　　(Ｎ=１９２)

　　京築地域

　　(Ｎ=５4１)

　　京築地域

　　(Ｎ=５4１)

　　下関地域

　　(Ｎ=９4０)

　　下関地域

　　(Ｎ=９4０)
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④ 守恒・徳力地区（小倉南区） 

守恒・徳力地区は、北九州モノレール沿線の郊外地区であるが、丘陵地の守恒地区は民間

ディベロッパーによってスプロール的に分譲戸建て住宅の開発が進んだ地区であるのに対し、

平地の徳力地区は土地区画整理事業によって計画的に市街地が形成された地区である。守恒

地区では徳力サティ（イオン徳力店）、徳力アピロスが立地していたがそれぞれ平成２９年

（２０１７ 年）、平成 ２１ 年（２００９年）に閉店した。一方で平成２４年（２０１２ 年）にサンリブもり

つね、２０１９ 年（平成 ３１ 年）にはマルショク新守恒がオープンし、近隣のナフコも含めて、郊外

型ショッピングセンターが集積した地区である。 

守恒・徳力地区への年 1回以上の買物出向率をみると、全体では １７.６％となっている。 
市内居住者でみると、市内全体では ２４.０％となっており、行政区別では小倉南区が

６３.６％と最も高く、次いで、小倉北区 ３０.２％となっている。 

市外居住者でみると、市外全体では １０.６％となっており、地域別では京築地域の １５.７％が

最も高くなっている。 

次に、買物頻度の増減をみると、全体では「減少」が １９.９％と、「増加」の ３.７％を大きく上

回っている。 

市内居住者でみても「減少」が「増加」を大きく上回っているが、小倉南区では「増加」が

１４.１％と高くなっている。 

市外居住者でみても、「減少」が「増加」を大きく上回っている。 

【 守恒・徳力地区 】 

■ 年１回以上の買物出向率 ■            ■ 買物頻度の増減状況 ■
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全　　体

(Ｎ=５,８６６)

全　　体

(Ｎ=５,８６６)

　北九州市内計

　(Ｎ=３,１９３)

　北九州市内計

　(Ｎ=３,１９３)

　　門司区

　　(Ｎ=３３０)

　　門司区

　　(Ｎ=３３０)

　　小倉北区

　　(Ｎ=５７３)

　　小倉北区

　　(Ｎ=５７３)

　　小倉南区

　　(Ｎ=６９4)

　　小倉南区

　　(Ｎ=６９4)

　　若松区

　　(Ｎ=２９２)

　　若松区

　　(Ｎ=２９２)

　　八幡東区

　　(Ｎ=２１９)

　　八幡東区

　　(Ｎ=２１９)

　　八幡西区

　　(Ｎ=８44)

　　八幡西区

　　(Ｎ=８44)

　　戸畑区

　　(Ｎ=２０６)

　　戸畑区

　　(Ｎ=２０６)

　北九州市外計

　(Ｎ=２,６７３)

　北九州市外計

　(Ｎ=２,６７３)

　　遠賀・宗像地域

　　(Ｎ=4７０)

　　遠賀・宗像地域

　　(Ｎ=4７０)

　　直方・飯塚地域

　　(Ｎ=５３０)

　　直方・飯塚地域

　　(Ｎ=５３０)

　　田川地域

　　(Ｎ=１９２)

　　田川地域

　　(Ｎ=１９２)

　　京築地域

　　(Ｎ=５4１)

　　京築地域

　　(Ｎ=５4１)

　　下関地域

　　(Ｎ=９4０)

　　下関地域

　　(Ｎ=９4０)
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⑤ 葛原・下曽根地区（小倉南区） 

葛原・下曽根地区は、九州自動車道小倉東インター近くに位置しており、他の商業集積地と

比べると郊外型の地区である。下曽根地区は、下曽根駅南口土地区画整理事業によって開発

された地区で、平成 ７年（１９９５年）に中心施設であるザ・モール小倉（現・サニーサイドモール

小倉）がオープンした。ＪＲ下曽根駅南口から国道１０号バイパスにかけての沿道地区には、郊外

型の店舗が立ち並んでいる。葛原地区は、葛原土地区画整理事業によって開発が進んだ地区

で、平成 １７年（２００５年）に中心施設であるサンリブシティ小倉がオープンし、現在では、コジ

マ、ナフコ、ニトリなどの郊外型店舗が集積している。 

葛原・下曽根地区への年 1回以上の買物出向率をみると、全体では ２５.９％となっている。 
市内居住者でみると、市内全体では ３５.３％となっており、行政区別では小倉南区が

８８.０％と最も高く、次いで、門司区 ４６.０％、小倉北区 ３７.１％となっている。 

市外居住者でみると、市外全体では １５.６％となっており、地域別では京築地域の ３２.７％

が最も高くなっている。 

次に、買物頻度の増減をみると、全体では「減少」が １９.６％と、「増加」の ５.６％を大きく上

回っている。 

市内居住者でみても「減少」が「増加」を大きく上回っているが、小倉南区では「増加」が

２２.７％と高くなっている。 

市外居住者でみても、「減少」が「増加」を大きく上回っている。 

【 葛原・下曽根地区 】 

■ 年１回以上の買物出向率 ■           ■ 買物頻度の増減状況 ■
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全　　体

(Ｎ=５,８６６)

全　　体

(Ｎ=５,８６６)

　北九州市内計

　(Ｎ=３,１９３)

　北九州市内計

　(Ｎ=３,１９３)

　　門司区

　　(Ｎ=３３０)

　　門司区

　　(Ｎ=３３０)

　　小倉北区

　　(Ｎ=５７３)

　　小倉北区

　　(Ｎ=５７３)

　　小倉南区

　　(Ｎ=６９4)

　　小倉南区

　　(Ｎ=６９4)

　　若松区

　　(Ｎ=２９２)

　　若松区

　　(Ｎ=２９２)

　　八幡東区

　　(Ｎ=２１９)

　　八幡東区

　　(Ｎ=２１９)

　　八幡西区

　　(Ｎ=８44)

　　八幡西区

　　(Ｎ=８44)

　　戸畑区

　　(Ｎ=２０６)

　　戸畑区

　　(Ｎ=２０６)

　北九州市外計

　(Ｎ=２,６７３)

　北九州市外計

　(Ｎ=２,６７３)

　　遠賀・宗像地域

　　(Ｎ=4７０)

　　遠賀・宗像地域

　　(Ｎ=4７０)

　　直方・飯塚地域

　　(Ｎ=５３０)

　　直方・飯塚地域

　　(Ｎ=５３０)

　　田川地域

　　(Ｎ=１９２)

　　田川地域

　　(Ｎ=１９２)

　　京築地域

　　(Ｎ=５4１)

　　京築地域

　　(Ｎ=５4１)

　　下関地域

　　(Ｎ=９4０)

　　下関地域

　　(Ｎ=９4０)
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⑥ 若松駅周辺（本町・明治町地区（若松区）） 

本町・明治町地区は、明治期より筑豊炭田で産出する石炭の積み出し港としてにぎわった若

松港を背景に栄えた中心市街地であったが、石炭産業の衰退とともに、商業機能が低下した地

区である。同地区内で戦前より営業していた丸柏百貨店は、その後若松井筒屋として営業を続

けたものの平成７年（１９９５年）に閉店した。その後、平成 １２年（２０００年）に ＪＲ若松駅近く

にサンリブ若松がオープンし、本町商店街（ウェル商店街）や明治町商店街などの地元商店街と

ともに、この地区の商業の核となっている。 

本町・明治町地区への年 1回以上の買物出向率をみると、全体では １１.６％となっている。 
市内居住者でみると、市内全体では １４.８％となっており、行政区別では若松区が６４.８％と

最も高くなっている。 

市外居住者でみると、市外全体では ８.３％となっており、地域別では下関地域の １１.４％と

遠賀・宗像地域の １０.２％が高くなっている。 

次に、買物頻度の増減をみると、全体では「減少」が ２０.５％と、「増加」の ２.０％を大きく上

回っている。 

市内居住者でみても「減少」が「増加」を大きく上回っているが、若松区では「増加」が ８.９％

と高くなっている。 

市外居住者でみても、「減少」が「増加」を大きく上回っている。 

【 若松駅周辺（本町・明治町地区） 】 

■ 年１回以上の買物出向率 ■         ■ 買物頻度の増減状況 ■
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全　　体

(Ｎ=５,８６６)

全　　体

(Ｎ=５,８６６)

　北九州市内計

　(Ｎ=３,１９３)

　北九州市内計

　(Ｎ=３,１９３)

　　門司区

　　(Ｎ=３３０)

　　門司区

　　(Ｎ=３３０)

　　小倉北区

　　(Ｎ=５７３)

　　小倉北区

　　(Ｎ=５７３)

　　小倉南区

　　(Ｎ=６９4)

　　小倉南区

　　(Ｎ=６９4)

　　若松区

　　(Ｎ=２９２)

　　若松区

　　(Ｎ=２９２)

　　八幡東区

　　(Ｎ=２１９)

　　八幡東区

　　(Ｎ=２１９)

　　八幡西区

　　(Ｎ=８44)

　　八幡西区

　　(Ｎ=８44)

　　戸畑区

　　(Ｎ=２０６)

　　戸畑区

　　(Ｎ=２０６)

　北九州市外計

　(Ｎ=２,６７３)

　北九州市外計

　(Ｎ=２,６７３)

　　遠賀・宗像地域

　　(Ｎ=4７０)

　　遠賀・宗像地域

　　(Ｎ=4７０)

　　直方・飯塚地域

　　(Ｎ=５３０)

　　直方・飯塚地域

　　(Ｎ=５３０)

　　田川地域

　　(Ｎ=１９２)

　　田川地域

　　(Ｎ=１９２)

　　京築地域

　　(Ｎ=５4１)

　　京築地域

　　(Ｎ=５4１)

　　下関地域

　　(Ｎ=９4０)

　　下関地域

　　(Ｎ=９4０)
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⑦ 二島地区（若松区） 

二島地区は、東西に長い若松区の中ほどに位置しており、主要幹線道路が交差する地点に

隣接する地区である。同地区内には、平成 ９年（１９９７年）に閉鎖された日本板硝子若松工場

跡地の開発によって、平成 １４年（２００２年）にイオン若松ショッピングセンターがオープンし

た。 

二島地区への年 1回以上の買物出向率をみると、全体では １５.９％となっている。 
市内居住者でみると、市内全体では ２２.８％となっており、行政区別では若松区が８５.９％

と最も高く、次いで八幡西区３６.６％となっている。 

市外居住者でみると、市外全体では ８.５％となっており、地域別では遠賀・宗像地域の

１６.３％が最も高くなっている。 

次に、買物頻度の増減をみると、全体では「減少」が １９.９％と、「増加」の ２.９％を大きく上

回っている。 

市内居住者でみても「減少」が「増加」を大きく上回っているが、若松区では「増加」が

１３.０％と高くなっている。 

市外居住者でみても、「減少」が「増加」を大きく上回っている。 

【 二島地区 】 

■ 年１回以上の買物出向率 ■         ■ 買物頻度の増減状況 ■
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全　　体

(Ｎ=５,８６６)

全　　体

(Ｎ=５,８６６)

　北九州市内計

　(Ｎ=３,１９３)

　北九州市内計

　(Ｎ=３,１９３)

　　門司区

　　(Ｎ=３３０)

　　門司区

　　(Ｎ=３３０)

　　小倉北区

　　(Ｎ=５７３)

　　小倉北区

　　(Ｎ=５７３)

　　小倉南区

　　(Ｎ=６９4)

　　小倉南区

　　(Ｎ=６９4)

　　若松区

　　(Ｎ=２９２)

　　若松区

　　(Ｎ=２９２)

　　八幡東区

　　(Ｎ=２１９)

　　八幡東区

　　(Ｎ=２１９)

　　八幡西区

　　(Ｎ=８44)

　　八幡西区

　　(Ｎ=８44)

　　戸畑区

　　(Ｎ=２０６)

　　戸畑区

　　(Ｎ=２０６)

　北九州市外計

　(Ｎ=２,６７３)

　北九州市外計

　(Ｎ=２,６７３)

　　遠賀・宗像地域

　　(Ｎ=4７０)

　　遠賀・宗像地域

　　(Ｎ=4７０)

　　直方・飯塚地域

　　(Ｎ=５３０)

　　直方・飯塚地域

　　(Ｎ=５３０)

　　田川地域

　　(Ｎ=１９２)

　　田川地域

　　(Ｎ=１９２)

　　京築地域

　　(Ｎ=５4１)

　　京築地域

　　(Ｎ=５4１)

　　下関地域

　　(Ｎ=９4０)

　　下関地域

　　(Ｎ=９4０)
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⑧ 高須・学研都市地区（若松区） 

高須・学研都市地区は、若松区の西に位置し、教育・研究機関の集積と良好な住宅地の供給

を同時に行うなど、学術研究都市として総合的なまちづくりが進んでいる地区である。昭和 ５９

年（１９８４年）にオープンしたサンリブ高須や、平成 ３０年（２０１８ 年）にオープンしたフォレオひ

びきのが立地している。 

高須・学研都市地区への年 1回以上の買物出向率をみると、全体では １８.２％となってい
る。 

市内居住者でみると、市内全体では ２４.１％となっており、行政区別では若松区が７０.９％と

最も高く、次いで八幡西区３８.２％となっている。 

市外居住者でみると、市外全体では １１.８％となっており、地域別では遠賀・宗像地域の

２４.５％が高くなっている。 

次に、買物頻度の増減をみると、全体では「減少」が ２０.１％と、「増加」の ４.２％を大きく上

回っている。 

市内居住者でみても「減少」が「増加」を大きく上回っているが、若松区では「増加」が １３.１％

と高くなっている。 

市外居住者でみても、「減少」が「増加」を大きく上回っている。 

【 高須・学研都市地区 】 

■ 年１回以上の買物出向率 ■            ■ 買物頻度の増減状況 ■
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⑨ 中央町・春の町地区（八幡東区） 

中央町・春の町地区は、明治 ３４年（１９０１ 年）に創業した官営八幡製鐵所のお膝元として栄

えた商業地区であり、八幡東区役所や八幡東警察署などの官公庁をはじめ、製鉄記念八幡病

院や市立八幡病院などの総合病院の集積もみられる地区である。昭和 ７年（１９３２年）には九

州百貨店（後の八幡丸物）がオープンしたが、鉄鋼業にかげりが見え始めた昭和 ４６年（１９７１

年）に閉店し、平成 ２１ 年（２００９年）には核となっていたグルメシティ八幡店も閉店した。現

在、この地区の商業の核となっているのは中央町商店街で、アーケードは南北に ２本、東西に

１本延べ ４４０ｍにわたっている。 

中央町・春の町地区への年 1回以上の買物出向率をみると、全体では １１.１％となっている。 
市内居住者でみると、市内全体では １２.２％となっており、行政区別では八幡東区が

６２.２％と最も高くなっている。 

市外居住者でみると、市外全体では ９.８％となっており、地域別では遠賀・宗像地域

１６.７％や直方・飯塚地域 １１.８％と高くなっている。 

次に、買物頻度の増減をみると、全体では「減少」が １９.９％と、「増加」の ２.９％を大きく上

回っている。 

市内居住者でみても「減少」が「増加」を大きく上回っているが、八幡東区では「増加」が

６.９％と高くなっている。 

市外居住者でみても、「減少」が「増加」を大きく上回っているが、直方・飯塚地域では「増加」

が ７.８％と高くなっている。 

【 中央町・春の町地区 】 

■ 年１回以上の買物出向率 ■            ■ 買物頻度の増減状況 ■
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⑩ 東田地区（八幡東区） 

東田地区は、明治 ３４年（１９０１ 年）に創業した官営八幡製鐵所発祥の地であり、新日鐵八

幡製鐵所の工場跡地の開発（八幡東田総合開発）により計画的に開発された市街地である。国

道３号を挟んで中央町・春の町地区に隣接するこの地区において商業機能の中核を担うのが、

平成 １８年（２００６年）にオープンしたイオン八幡東ショッピングセンター（現・イオンモール八幡

東）である。同施設に隣接するスペースワールドの跡地には、令和４年（２０２２年）春にジ アウト

レット北九州がオープンしており、イオンモール八幡東と併せ、広域からの集客やにぎわいの創

出を図っている。 

また、地区内にはや、スポーツ用品や家電、日用雑貨などを扱う大型店が集積しており、いの

ちのたび博物館やイノベーションギャラリー、スペースラボなどの文化施設も立地している。 

東田地区への年 1回以上の買物出向率をみると、全体では ３７.３％となっている。 
市内居住者でみると、市内全体では ４９.９％で、行政区別では八幡東区が９４.６％と最も高

く、次いで戸畑区７８.０％、八幡西区 ５９.９％と高く、１２ 商業地区の中では群を抜いている。 

市外居住者でみると、市外全体では ２３.５％となっており、地域別では遠賀・宗像地域の

４４.７％が高くなっている。それ以外の地域でも １～２割と他の商業地区よりも高い。 

次に、買物頻度の増減をみると、全体では「減少」が １９.６％と、「増加」の １２.５％を上回るも

のの、１２ 商業地区中で唯一「増加」が １０％を上回っている。 

市内居住者でみても「減少」が「増加」を上回っているが、八幡東区と戸畑区では「増加」が

「減少」を上回っている。 

市外居住者でみても、「減少」が「増加」を上回っているが、「増加」が遠賀・宗像地域で

１６.２％、直方・田川地域で １４.０％と高くなっている。 

【 東田地区 】 

■ 年１回以上の買物出向率 ■           ■ 買物頻度の増減状況 ■
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⑪ 折尾・本城地区（八幡西区） 

折尾・本城地区は、ＪＲ折尾駅周辺から北側に広がるエリアで、付近には九州共立大学、産業

医科大学をはじめとした多くの教育施設が立地する文教地区である。近年は北九州学術・研究

都市の開発が進み、人口が増加している地区である。 令和３年（２０２１ 年）に新駅舎がオープ

ンしたＪＲ折尾駅周辺には古くからの市場や飲食店が立ち並んでおり、令和５年（２０２３年）には

駅高架下にスーパーを含む商業施設がオープンする予定である。折尾駅から北側の地区には

サンリブ折尾が立地している。また、北九州学術・研究都市の開発に伴い、国道１９９号や県道

有毛・引野線の交通量が増加し、沿線には多くの沿道型店舗が進出している。平成 ２５年

(２０１３ 年)には、本城学研台にコストコ北九州倉庫店もオープンしている。 

折尾・本城地区への年 1回以上の買物出向率をみると、全体では ２２.６％となっている。 
市内居住者でみると、市内全体では ２９.８％となっており、行政区別では若松区が６９.９％

と最も高く、次いで八幡西区６０.９％となっている。 

市外居住者でみると、市外全体では １４.８％となっており、地域別では遠賀・宗像地域の

３２.１％が最も高くなっている。 

次に、買物頻度の増減をみると、全体では「減少」が １９.４％と、「増加」の ５.２％を大きく上

回っている。 

市内居住者でみても「減少」が「増加」を大きく上回っているが、「増加」が八幡西区で

１２.３％、若松区で １１.３％と高くなっている。 

市外居住者でみても、「減少」が「増加」を大きく上回っている。 

【 折尾・本城地区 】 

■ 年１回以上の買物出向率 ■           ■ 買物頻度の増減状況 ■
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９７.１

９.７

１５.4

６.２

５.３

７.７

１０.９

０ ２０ 4０ ６０ ８０ １００

(%)

３.７

4.８

１.５

５.３

１.６

５.１

１０.１

１.５

２８.１

２.３

２.３

１.５

１.６

０.８

３.９

２０.５

２１.３

２２.１

２１.３

２4.３

１６.８

１８.３

２２.３

１６.０

１９.６

１９.８

２５.１

１4.０

１７.９

１８.５

０ １０ ２０ ３０ 4０ ５０

増えた 減った

( %)

行

政

区

別

地

域

別

行

政

区

別

地

域

別

⑫ 戸畑駅周辺（中本町・浅生地区（戸畑区）） 

中本町・浅生地区は、工業都市として発展した旧戸畑市の中心市街地である。同地区では、

昭和 ４０年（１９６５年）に戸畑岩田屋がオープンしたものの、小倉と黒崎の中間に位置すること

から、両地区の発展の影響もあり、昭和 ５７年(１９８２年)に閉店した。隣接するエリアには、戸

畑駅周辺の再開発に伴い平成 １１ 年(１９９９年)に戸畑サティ（現・イオン戸畑ショッピングセン

ター）がオープンし、現在も複合型施設として同エリアの中核的施設となっている。 

中本町・浅生地区への年 1回以上の買物出向率をみると、全体では １９.０％となっている。 
市内居住者でみると、市内全体では ２７.７％となっており、行政区別では戸畑区が９７.１％と

最も高く、次いで、八幡東区 ５６.５％、若松区 ３８.２％となっている。 

市外居住者でみると、市外全体では ９.７％となっており、地域別では遠賀・宗像地域の

１５.４％が最も高くなっている。 

次に、買物頻度の増減をみると、全体では「減少」が ２０.５％と、「増加」の ３.７％を大きく上

回っている。 

市内居住者でみても「減少」が「増加」を大きく上回っているが、戸畑区では「増加」が

２８.１％と高くなっている。 

市外居住者でみても、「減少」が「増加」を大きく上回っている。 

【 戸畑駅周辺（中本町・浅生地区） 】 

■ 年１回以上の買物出向率 ■           ■ 買物頻度の増減状況 ■
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全　　　　　体 市内居住者 市外居住者

4２.4

44.６

4５.５

4２.９

３８.4

３１.５

３１.4

３２.０

３６.０

２８.３

０ ２０ 4０ ６０ ８０

全 体

２９歳以下

３０～44歳

4５～５９歳

６０歳以上

平成２７年 令和4年 (% )

５３.７

７１.７

６０.６

５７.６

4５.７

44.３

６０.８

５4.２

５１.4

３６.５

０ ２０ 4０ ６０ ８０

平成２７年 令和4年 (% )

２９.０

３９.２

２4.4

１８.７

１０.１

１６.９

２３.０

１８.８

１８.０

６.９

０ ２０ 4０ ６０ ８０

平成２７年 令和4年 (% )

３ 小倉中心市街地の利用状況 

（１）来街頻度と来街目的 

小倉中心市街地を買物目的に限らず月 １回以上訪れる人の割合は、全体では ３１.５％となっ

ている。 

居住地別にみると、市内居住者は ４４.３％であるが、市外居住者は １６.９％にとどまっている。 

年代別にみると、市内居住者では、２９歳以下が ６０.８％と最も高く、年代が上がるにつれて

来街頻度が低くなっているが、６０歳以上でも ３６.５％あり、高い水準となっている。市外居住者

についても ２９歳以下が ２３.０％と最も高く、年代が上がるにつれて来街頻度が低くなり、６０

歳以上は ６.９％となっている。 

平成 ２７年と比べると、全体では ４２.４％から ３１.５％に １０.９ ポイント、市内居住者では

５３.７％から ４４.３％に ９.４ ポイント、市外居住者では ２９.０％から １６.９％に １２.１ ポイント減

少している。 

年代別にみると、全年代で平成２７年よりも減少している。 

■ 小倉中心市街地を月 １回以上訪れる人の割合 ■

次に、小倉中心市街地を訪れる目的をみると、全体では「食事・喫茶・飲食など」が ４３.９％で

最も高く、次いで、「日常の買物」３４.４％、「ちょっと高級な買物」３０.３％「ウィンドウショッピン

グ」２９.６％の順となっている。 

性別にみると、全般的に女性の方が男性よりも上回っているが、中でも「ウィンドウショッピン

グ」「理容・美容」「食事・喫茶・飲食など」「ちょっと高級な買物」は女性の方が男性を大きく上回っ

ている。逆に、男性が女性を上回るものとしては、「所用（仕事、銀行等）」「娯楽」「市役所等公共

機関の利用」などがある。 

女性の年代別にみると、全ての年代で「食事・喫茶・飲食など」が最も高く、次いで ２９歳以下

は「日常の買物」「ウィンドウショッピング」「理容・美容」、３０～４４歳は「ウィンドウショッピング」

「日常の買物」「ちょっと高級な買物」、４５～５９歳は「ちょっと高級な買物」「ウィンドウショッピン

グ」「日常の買物」、６０歳以上は「日常の買物」「ちょっと高級な買物」「ウィンドウショッピング」の
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サ
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プ
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数

食
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・

喫
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・

飲

食
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っ

と
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な

買

物 ウ

ィ

ン

ド

ウ

シ

ョ

ッ

ピ

ン

グ

娯

楽

通

勤

・

通

学

理

容

・

美

容

所

用

（
仕

事

、
銀

行

等

）

医

療

機

関

等

へ

の

通

院 待

ち

合

わ

せ

た

だ

の

通

過

趣

味

・

習

い

事

市

役

所

等

公

共

機

関

の

利

用

そ

の

他

無

回

答

全体 １７5１ ４３.９ ３４.４ ３０.３ ２９.6 １８.２ １７.０ １6.７ １４.6 １０.１ ８.０ 6.5 6.０ 5.３ ４.７ １.０

男性 6４5 ３７.5 ３０.１ ２３.９ １７.２ ２０.３ １７.７ ７.８ １８.８ ７.９ 5.７ ７.８ 5.１ ７.０ 5.３ １.４

女性 １０７5 ４８.４ ３７.３ ３４.２ ３７.０ １７.１ １6.6 ２２.０ １２.１ １１.３ ９.5 5.８ 6.6 ４.０ ４.４ ０.７

男性２９歳以下 ８２ ４２.７ ２5.6 ２３.２ ２３.２ ３７.８ １４.6 １２.２ ７.３ １.２ ９.８ ７.３ ７.３ ２.４ ４.９ １.２

男性３０～４４歳 １２２ ３７.７ ３４.４ ２１.３ １８.９ ２6.２ １９.７ １１.5 １5.6 5.７ ４.１ ８.２ ４.９ ４.１ ４.９ ２.5

男性４5～5９歳 １９０ ３6.３ ２5.３ ２３.２ １6.８ １5.８ ２5.８ ７.４ ２４.２ 5.３ ３.２ ８.４ 5.３ ７.４ ２.6 １.１

男性6０歳以上 ２5１ ３6.７ ３３.１ ２5.９ １４.７ １5.１ １１.6 ４.８ １９.９ １３.１ ７.２ ７.２ ４.４ ９.6 ７.6 １.２

女性２９歳以下 １７6 5８.０ ４０.９ ２5.０ ３８.6 ２6.７ ２6.１ ３5.８ 6.８ 5.７ １5.３ 6.３ ３.４ １.１ ３.４ -

女性３０～４４歳 ２１１ 5４.０ ３４.6 ３１.３ ４6.９ ２４.6 １９.９ ２４.２ ９.5 ８.5 ９.5 5.２ ８.１ ３.８ ２.８ ０.９

女性４5～5９歳 ３１6 ４２.７ ２９.１ ３８.３ ３6.７ １5.5 ２１.２ １5.5 １5.２ １０.１ ７.０ ７.３ ７.３ ３.２ ３.８ ０.３

女性6０歳以上 ３6８ ４5.４ ４３.８ ３6.７ ３１.０ ９.０ 6.３ １９.6 １３.6 １6.８ ９.０ ４.6 6.８ 6.３ 6.３ １.４

性

別

性

・

年

代

別

０

１０

２０

３０

4０

５０

６０

全体

男性

女性

(％)

順となっている。また、年代が下がるにつれて「娯楽」や「理容・美容」の割合が高くなり、年代が

上がるにつれて「ちょっと高級な買物」「医療機関等への通院」の割合が高くなる傾向がみられ

る。 

男性の年代別にみると、女性と同様に全ての年代で「食事・喫茶・飲食など」が最も高く、次い

で ２９歳以下は「娯楽」「日常の買物」「ちょっと高級な買物」「ウィンドウショッピング」、３０～４４

歳は「日常の買物」「娯楽」「ちょっと高級な買物」、４５～５９歳は「通勤・通学」「日常の買物」「所

用（仕事、銀行等）」「ちょっと高級な買物」、６０歳以上は「日常の買物」「ちょっと高級な買物」「所

用（仕事、銀行等）」の順となっている。また、年代が下がるにつれて「ウィンドウショッピング」や

「娯楽」「理容・美容」の割合が高くなる傾向がみられる。 

■ 小倉中心市街地を訪れる目的 ■（全体／性・年代別） 

（２）滞在時間と消費金額 

小倉中心市街地での平均滞在時間をみると、全体では ３.２２ 時間となっている。 

居住地別にみると、市内居住者の ２.９８ 時間に対し、市外居住者は ３.９３ 時間となっており、

市内居住者よりも約 １時間長く滞在している。 

性別・年代別にみると、男性 ２９歳以下の ４.０３ 時間が最も長く、次いで女性 ２９歳以下

３.９８ 時間、女性 ３０～４４歳 ３.４４ 時間の順となっており、男女ともに年代が上がるにつれて、

滞在時間が短くなっている。 

次に、小倉中心市街地での平均消費金額をみると、全体では ８,４９５ 円となっている。 
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4.０３ 

３.１９ ３.０５ 
２.６６ 

３.９８ 

３.44 
３.２１ 

２.９５ 

７,７１１ 

８,１５０ 

７,７１０ 

７,７９７ 

７,２５６ 

８,９３4 

８,７4８ 

９,８4７ 

５,８０７ 

８,７０９ 

７,５１９ 

８,６６７ 

５,７３２ 

７,８３９ 

９,６９５ 

８,９５２ 

０

１,０００

２,０００

３,０００

4,０００

５,０００

６,０００

７,０００

８,０００

９,０００

１０,０００

０

１

２

３

4

５

６

７

８

２９歳以下 ３０～44歳 4５～５９歳 ６０歳以上 ２９歳以下 ３０～44歳 4５～５９歳 ６０歳以上

平均滞在時間

平均消費金額（今回）

平均消費金額（前回）

(時間) (円)

滞
在
時
間

平
均
消
費
金
額

男 性 女 性

滞 在 時 間 全体：３.２２時間 市内居住者：２.９８時間 市外居住者：３.９３時間

平均消費金額 全体：８,4９５円 市内居住者：８,０７２円 市外居住者：９,７２１円

居住地別にみると、市内居住者の ８,０７２円に対し、市外居住者は ９,７２１ 円となっており、市

内居住者よりも １,７００ 円程度多く消費している。 

性別・年代別にみると、女性 ６０歳以上の ９,８４７円が最も多く、次いで、女性 ３０～４４歳

８,９３４ 円、女性 ４５～５９歳 ８,７４８ 円の順となっており、いずれも来街目的に「ちょっと高級な

買物」との回答が多かった年代となっている。 

滞在時間は男女ともに ２９歳以下が最も長いが、消費金額は男性が７,７１１ 円、女性が

７,２５６ 円と少ない結果となっている。また、消費金額は男性では年代間の差は小さいが、女性

では年代間の差が大きくなっている。 

■ 小倉中心市街地での滞在時間と消費金額 ■

（３）来街頻度の変化とその理由 

小倉中心市街地を訪れる頻度が２～３年前と比べて、「非常に増えた」「やや増えた」と回答し

た人を『増加層』、「やや減った」「非常に減った」と回答した人を『減少層』とした場合、全体では、

『増加層』１６.３％に対し『減少層』４３.０％となっており、大幅に減少している。 

居住地別にみると、市内居住者は『増加層』１４.０％に対し『減少層』４７.９％で大幅な減少と

なっているが、市外居住者は『増加層』２３.２％に対し『減少層』２８.６％と、増減の差は小さくなっ

ている。 
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全    体
 (Ｎ=１７５１)

北九州市内計
 (Ｎ=１３１１)

　門司区
　(Ｎ=１５８)

　小倉北区
　(Ｎ=３８９)

　小倉南区
　(Ｎ=３３７)

　若松区
　(Ｎ=５８)

　八幡東区
　(Ｎ=７７)

　八幡西区
　(Ｎ=１７８)

　戸畑区
　(Ｎ=１０３)

北九州市外計
 (Ｎ=44０)

 　遠賀・宗像地域
  　(Ｎ=９２)

　 直方・飯塚地域
 　 (Ｎ=５０)

 　田川地域
  　(Ｎ=１５)

 　京築地域
  　(Ｎ=１１８)

　 下関地域
 　 (Ｎ=１６５)

男性２９歳以下
 (Ｎ=８２)

男性３０～44歳
 (Ｎ=１２２)

男性4５～５９歳
(Ｎ=１９０)

男性６０歳以上
 (Ｎ=２５１)

女性２９歳以下
 (Ｎ=１７６)

女性３０～44歳
 (Ｎ=２１１)

女性4５～５９歳
 (Ｎ=３１６)

女性６０歳以上
 (Ｎ=３６８)

行

政

区

別

地

域

別

性

別

・

年

代

別

6.８ 

5.９ 

４.４ 

８.２ 

３.３ 

１.７ 

７.８ 

１０.７ 

１.９ 

９.３ 

８.７ 

８.０ 

２6.７ 

９.３ 

８.5 

１７.１ 

１４.８ 

３.７ 

２.４ 

１４.８ 

１１.４ 

４.１ 

１.９ 

９.5 

８.１ 

１０.１ 

８.７ 

6.２ 

１０.３ 

6.5 

９.０ 

6.８ 

１３.９ 

９.８ 

２４.０ 

２０.０ 

１４.４ 

１２.１ 

１２.２ 

１０.７ 

９.5 

４.４ 

１８.８ 

１２.８ 

９.5 

6.３ 

３８.6 

３6.４ 

３6.７ 

３6.２ 

３5.０ 

４８.３ 

３１.２ 

３6.5 

３6.９ 

４5.２ 

5３.３ 

４6.０ 

３３.３ 

４１.5 

４４.２ 

４5.１ 

３6.９ 

5０.０ 

４３.０ 

３6.４ 

３７.４ 

３７.７ 

３０.４ 

２5.８ 

２７.９ 

３０.４ 

２6.5 

２７.6 

２０.７ 

３７.７ 

２5.３ 

３３.０ 

１９.5 

１８.5 

１０.０ 

１３.３ 

２１.２ 

２２.４ 

１７.１ 

２３.０ 

１９.5 

２７.5 

２０.5 

２４.２ 

２９.１ 

３３.２ 

１７.２ 

２０.０ 

１6.5 

１９.０ 

２5.８ 

１７.２ 

１5.6 

１6.３ 

２１.４ 

９.１ 

７.6 

6.０ 

6.７ 

１１.９ 

９.１ 

6.１ 

１３.１ 

１5.３ 

２０.７ 

6.８ 

１２.３ 

１９.０ 

２6.１ 

２.０ 

１.７ 

１.９ 

１.３ 

２.１ 

１.７ 

１.３ 

２.２ 

０.０ 

３.０ 

２.２ 

6.０ 

０.０ 

１.７ 

３.6 

２.４ 

１.6 

２.１ 

２.０ 

２.８ 

１.９ 

０.6 

２.２ 

０％ ２０％ ４０％ 6０％ ８０％ １００％

非常に

増えた

やや

増えた

変わらない やや

減った

非常に

減った

無回答

北九州市内の行政区別にみると、全ての行政区で減少傾向にあり、特に、隣接している小倉

南区は『増加層』９.５％に対し『減少層』５３.４％、戸畑区は『増加層』８.７％に対し『減少層』

５４.４％で減少超過が著しくなっている。また、小倉中心市街地のある小倉北区でも『増加層』

１６.９％に対し『減少層』４５.５％と減少超過が著しくなっている。 

市外を地域別にみると、直方・飯塚地域、田川地域では『増加層』が『減少層』を上回っており、

増加傾向にある。 

性別・年代別にみると、男女ともに ２９歳以下は増加傾向にあるが、その他の年代では減少傾

向にあり、概ね年代が上がるにつれて減少超過が拡大していく傾向がみられ、男女とも ６０歳以

上で減少超過が最も大きくなっている。 

■ 小倉中心市街地を訪れる頻度の変化 ■
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２３.4

１８.２
１７.８ １７.８

１５.4

１4.０

９.4

６.６

２６.１

１６.３

１９.６

１６.３

１５.８

１4.７

２.７ 4.３

１８.６

２１.６

１4.７

２０.６

１4.７

１２.７

２１.６

１０.８

０

５

１０

１５

２０

２５

３０

全体(Ｎ=２８６)

北九州市計(Ｎ=１８4)

北九州市外計(Ｎ=１０２)

(%)

６９.4

２３.１

１4.１

１０.６
８.２

６.１
4.６

１.９

６９.６

２５.０

１５.６

１１.５
９.２

６.８

4.０
１.６

６８.３

１３.５

６.３ ６.３
３.２ ２.4

７.９

３.２

０

１０

２０

３０

4０

５０

６０

７０

８０

全体(Ｎ=７５4)

北九州市計(Ｎ=６２８)

北九州市外計(Ｎ=１２６)

(%)

次に、小倉中心市街地を訪れる頻度が増えた理由をみると、全体では「自分にとって魅力的な

店がある」が ２３.４％と最も高く、次いで「就職・進学した」１８.２％、「近くに転居してきた」「買い

物以外に楽しい所がある」１７.８％、「品揃えが豊富な店がある」１５．４％の順となっている。 

居住地別にみると、市内居住者は「自分にとって魅力的な店がある」が ２６.１％、市外居住者

では「就職・進学した」と「流行品が多い店がある」が各 ２１.６％と最も高くなっている。その他、市

内居住者では「近くに転居してきた」１９.６％、市外居住者では「買物以外に楽しい所がある」が

高くなっている。 

また、小倉中心市街地を訪れる頻度が減った理由をみると、市内居住者、市外居住者とも「コ

ロナ禍で外出を自粛した」が圧倒的に高くなっている。 

■ 小倉中心市街地を訪れる頻度が増えた理由・減った理由 ■

＜増えた理由＞                   ＜減った理由＞
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（４）小倉中心市街地に対するイメージ 

小倉中心市街地の総合イメージを ５段階で評価すると、全体では ３.５３ となっている。 

居住地別にみると、市内居住者３.４５、市外居住者３.７７ となっており、市外居住者の方が良

いイメージを持っている。 

項目別にみると、市内居住者と市外居住者とも、「電車やバスなど公共交通機関が充実してい

る」「公共施設や金融機関などが充実しているまち」というイメージが上位となっている。その一方

で、市内居住者では「医療機関の充実」「歴史・文化のあるまち」「住むのに便利で快適なまち」、

市外居住者では「飲食店や映画館など娯楽施設が充実している」「広域から人が集まる魅力的な

まち」「ぶらぶら歩いて楽しいまち」というイメージが強いなど、異なる点もみられる。 

また、「ワクワク、ドキドキ感のあるお店が多い」は、市内居住者と市外居住者とのイメージの差

が ０.７９ と大きく乖離しており、「街並みがおしゃれだ」「長時間滞在しても飽きのこないまちだ」

「子どもから大人まで全ての世代が楽しめるまちだ」「お店の人の威勢がよく、活気があるまちだ」

についてもイメージに差がみられ、市内居住者よりも市外居住者の方が高い評価をしている。 

【イメージ上位５項目】 

市内居住者 評  点 

①電車やバスなど公共交通機関が充実していると思う     ３.９９ 

②医療機関が充実しているまちだと思う                ３.９７ 

③名所、旧跡などがあり歴史・文化のあるまちだと思う     ３.７９ 

④公共施設や金融機関などが充実しているまちだと思う   ３.７７ 

⑤住むのに便利で快適なまちだと思う     ３.55 

そう思う ５ 

ややそう思う ４ 

どちらともいえない ３ 

あまりそう思わない ２ 

そう思わない １

市外居住者 

①飲食店や映画館など娯楽施設が充実していると思う    ４.００ 

②広域から人が集まる魅力的なまちだと思う            ３.９5 

③電車やバスなど公共交通機関が充実していると思う    ３.９４ 

④ぶらぶら歩いて楽しいまちだと思う                  ３.８８ 

⑤公共施設や金融機関などが充実しているまちだと思う  ３.８5 

【小倉中心市街地の全体イメージ評価】 

総合して小倉中心市街地のイメージはよいと思う             ３.5３ 

【イメージに差のある上位５項目】 

市 内   市 外 

① 子どもから大人まで全ての世代が楽しめるまちだと思う     ３.１１    ３.７１ 

② お店の人の威勢がよく、活気があるまちだと思う   ３.００   ３.55 

③ 長時間滞在しても飽きのこないまちだと思う          ２.８４   ３.5０ 

④ 街並みがおしゃれだと思う ２.８３   ３.４９ 

⑤ ワクワク、ドキドキ感のあるお店が多いと思う         ２.6０   ３.３９  
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単位：％

サ
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ル

数
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歩
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家
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ス
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Ｒ
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他

無

回

答

全体 １,７5１ 5.5 ３.１ ０.5 55.３ １９.6 １８.２ 6.２ １.０ １.０

北九州市 １,３１１ 6.３ ３.5 ０.6 5０.８ ２5.２ １5.２ ７.９ １.３ ０.９

門司区 １5８ - １.３ - 6０.８ ２5.３ ２０.９ １.３ - ２.5

小倉北区 ３８９ ２０.１ ８.5 ０.８ ３９.８ ３6.０ ２.１ 5.９ １.３ ０.３

小倉南区 ３３７ ０.6 ０.９ ０.6 5４.6 １5.１ １6.6 ２２.０ １.８ ０.９

若松区 5８ - ３.４ - 6３.８ ２０.７ １７.２ - １.７ -

八幡東区 ７７ - ２.6 - 5３.２ ３5.１ １３.０ - １.３ １.３

八幡西区 １７８ ０.6 １.１ - 5４.5 １２.９ ３２.０ １.１ １.７ １.１

戸畑区 １０３ - １.９ ２.９ ４８.5 ３5.０ ２４.３ - - -
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３.１１ 

３.4８ 

３.３５ 

２.８３ ２.８4 

３.００ 

２.６０ 

３.５５ 

３.１4 ３.１７ ３.１4 

３.７７ 

３.９９ 

３.９７ 

３.１２ 
３.０５ 

３.4５ 

３.９５ 

３.８１ 
３.８８ 
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4.００ 

３.８３ 

３.4９ ３.５０ 
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３.７７ 

３.２８ ３.２６ 

３.７７ 

２.０

２.５

３.０

３.５

4.０

4.５

市内居住者

市外居住者

(平均スコア)

←

イ
メ
ー
ジ
が
良
い

イ
メ
ー
ジ
が
良
く
な
い→

■ 小倉中心市街地に対するイメージ ■

（５）利用交通手段 

小倉中心市街地を訪れる際の交通手段をみると、全体では「自家用車」が ５５.３％と最も高

く、次いで「バス」１９.６％、「ＪＲ」１８.２％の順となっている。 

居住地別にみると、市内居住者は「自家用車」５０.８％、「バス」２５.２％、「ＪＲ」１５.２％、市外居

住者では「自家用車」が ６８.９％と高く、次いで「ＪＲ」が ２７.３％となっている。 

北九州市内の行政区別にみると、「自家用車」は若松区 ６３.８％、門司区 ６０.８％、「ＪＲ」は八

幡西区 ３２.０％、戸畑区２４.３％、「バス」は小倉北区３６.０％、八幡東区 ３５.１％、戸畑 ３５.０％

が高くなっている。 

■ 小倉中心市街地までの利用交通手段 ■
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単位：％

サ

ン

プ

ル

数

一

人

配

偶

者

子

供

・

親

な

ど

の

家

族

友

人

・

知

人

そ

の

他

無

回

答

全体 １,７5１ 55.１ ２6.７ ２８.３ ２７.２ １.5 １.７

北九州市 １,３１１ 5８.２ ２９.１ ２７.０ ２１.5 １.5 １.４

門司区 １5８ 5２.5 ３１.０ ３１.０ ２４.１ １.９ ２.5

小倉北区 ３８９ 66.6 ２７.８ ２８.5 １７.２ １.０ １.０

小倉南区 ３３７ 55.5 ２８.5 ２２.８ ２０.８ １.２ ２.１

若松区 5８ 5１.７ ３２.８ ２７.6 ２２.４ ３.４ -

八幡東区 ７７ 6１.０ ３３.８ ２４.７ １８.２ １.３ １.３

八幡西区 １７８ 5１.１ ２７.０ ２９.８ ２４.７ ３.４ １.１

戸畑区 １０３ 5９.２ ３１.１ ２３.３ ３２.０ - -

北九州市外計 ４４０ ４5.７ １９.８ ３２.０ ４４.１ １.6 ２.３

男性２９歳以下 ８２ ４７.6 ７.３ ２5.6 ４８.８ １.２ ３.７

男性３０～４４歳 １２２ 5４.９ ２４.6 ２5.４ ２３.０ ３.３ ０.８

男性４5～5９歳 １９０ 5７.４ ３１.6 ２２.6 １２.6 １.6 １.１

男性6０歳以上 ２5１ 5４.6 ４４.２ 6.０ １２.０ ２.４ ２.０

女性２９歳以下 １７6 ４４.９ ９.７ ２９.０ 6８.２ ０.6 ０.6

女性３０～４４歳 ２１１ ４８.８ ２5.１ 5２.１ ３２.７ ０.９ ０.９

女性４5～5９歳 ３１6 5９.２ ２5.３ ４２.７ ２5.０ １.３ ０.９

女性6０歳以上 ３6８ 6０.３ ２７.４ ２１.5 ２０.７ １.４ ３.３

居

住

地

区

性

・

年

代

（６）同行者 

小倉中心市街地を訪れる際の同行者をみると、全体では「一人」が ５５.１％と最も高く、次いで

「子供・親などの家族」２８.３％、「友人・知人」２７.２％、「配偶者」２６.７％の順となっている。 

居住地別にみると、市内居住者は「一人」５８.２％、「配偶者」２９.１％、「子供・親などの家族」

２７.０％となっているが、市外居住者は市内居住者と同じく「一人」４５.７％が最も高いが、次い

で「友人・知人」４４.１％となっており、市内居住者に比べ、「配偶者」「子供・親などの親族」より、

「友人・知人」と訪れる傾向がうかがえる。 

性別・年代別にみると、男女ともに概ね年代が上がるにつれて「一人」の割合が高くなり、「友

人・知人」の割合が低くなる傾向にある。また、「子供・親などの家族」と行く人は、どちらかという

と男性よりも女性に多くみられ、逆に、「配偶者」と行く人は、どちらかというと女性よりも男性に

多くみられる。 

■ 同行者 ■
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全　　　　　体 市内居住者 市外居住者

１８.4

１５.７

１８.６

１９.２

２０.4

１２.4

７.７

１１.５

１３.５

１３.９

０ ５ １０ １５ ２０ ２５ ３０

全 体

２９歳以下

３０～44歳

4５～５９歳

６０歳以上

平成２７年 令和4年 (% )

２５.８

２８.７

２６.３

２７.２

２4.５

１９.２

１７.５

１９.６

２１.５

１８.4

０ ５ １０ １５ ２０ ２５ ３０

平成２７年 令和4年 (% )

９.７

１３.１

８.０

５.８

4.０

4.６

4.９

６.８

4.１

２.６

０ ５ １０ １５ ２０ ２５ ３０

平成２７年 令和4年 (% )

４ 黒崎中心市街地の利用状況 

（１）来街頻度と来街目的 

黒崎中心市街地を買物目的に限らず月１回以上訪れる人の割合は、全体では １２.４％となっ

ている。 

居住地別にみると、市内居住者は １９.２％、市外居住者は ４.６％となっており、市外居住者の

来街頻度が非常に低い結果となっている。 

年代別にみると、全体では年代が上がるにつれて来街頻度が高くなる傾向にあるが、市内居

住者では ６０歳以上になると来街頻度が下がり、市外居住者では、３０～４４歳で ６.８％と最も

高く、それ以上の年代では、年代が上がるにつれて来街頻度が低くなる傾向にある。 

平成 ２７年と比べると、全体では １８.４％から １２.４％に ６.０ ポイント、市内居住者では

２５.８％から １９.２％に ６.６ ポイント、市外居住者では ９.７％から ４.６％に ５.１ ポイント減少し

ている。 

年代別にみると、全年代で平成２７年よりも減少している。 

■ 黒崎中心市街地を月 １回以上訪れる人の割合 ■

次に、黒崎中心市街地を訪れる目的をみると、全体では、「日常の買物」が ３６.７％と最も高

く、次いで「食事・喫茶・飲食など」３０.２％、「市役所等公共機関の利用」２３.６％の順となってい

る。 

性別にみると、全般的に女性の方が男性よりも上回っており、中でも「日常の買物」「理容・美

容」「ウィンドウショッピング」は女性の方が男性を大きく上回っている。 

女性の年代別にみると、全ての年代で上位２つは「日常の買物」「食事・喫茶・飲食など」となっ

ている。また、年代が上がるほど高くなる傾向があるのは、「市役所等公共機関の利用」「所用

（仕事、銀行等）」「医療機関等への通院」、年代が下がるほど高くなる傾向があるのは、「通勤・通

学」「ただの通過」などとなっており、年代にかかわらず共通する部分もあれば、年代間で違いが

みられるものもある。 

男性の年代別にみると、２９歳以下では「食事・喫茶・飲食など」「通勤・通学」、３０～４４歳で

は「日常の買物」、４５～５９歳では「食事・喫茶・飲食など」、６０歳以上では「市役所等公共機関

の利用」「日常の買物」が ３割を超えており、年代間で違いがみられる。
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サ

ン

プ

ル

数

日

常

の

買

物

食

事

・

喫

茶

・

飲

食

な

ど

市

役

所

等

公

共

機

関

の

利

用

所

用

（
仕

事

、
銀

行

等

）

医

療

機

関

等

へ

の

通

院 通

勤

・

通

学

た

だ

の

通

過

理

容

・

美

容

ウ

ィ

ン

ド

ウ

シ

ョ

ッ

ピ

ン

グ

趣

味

・

習

い

事

娯

楽

待

ち

合

わ

せ

ち

ょ

っ

と

高

級

な

買

物 そ

の

他

無

回

答

全体 6９5 ３6.７ ３０.２ ２３.6 １８.８ １８.１ １5.４ １5.０ １２.４ ７.８ ７.２ 6.９ 6.０ ２.４ ４.２ ２.０

男性 ２８７ ２７.5 ３０.７ ２３.０ ２０.９ １6.０ １４.３ １5.３ ７.７ ４.２ 6.３ ９.１ 5.6 ３.5 ３.5 ２.４

女性 ３９１ ４３.２ ３０.９ ２４.３ １７.９ １９.２ １6.４ １5.１ １5.９ １０.０ ８.２ 5.４ 6.6 １.８ ４.９ １.３

男性２９歳以下 ２４ １6.７ ３３.３ ８.３ ４.２ - ３３.３ ２０.８ ８.３ ４.２ １２.5 １6.７ ８.３ ４.２ - -

男性３０～４４歳 5２ ３０.８ ２6.９ １３.5 １９.２ １１.5 １９.２ ２5.０ 5.８ ７.７ 5.８ ９.6 5.８ 5.８ １.９ 5.８

男性４5～5９歳 ８6 ２２.１ ３３.７ １１.6 ２４.４ ９.３ ２０.９ １２.８ 5.８ ４.７ ２.３ ８.１ ４.７ ２.３ ３.5 １.２

男性6０歳以上 １２5 ３２.０ ２９.6 ３７.6 ２２.４ ２5.6 ４.０ １２.０ ９.6 ２.４ ８.０ ８.０ 5.6 ３.２ ４.８ ２.４

女性２９歳以下 ４０ ３０.０ ３７.5 ７.5 5.０ 5.０ ３７.5 ３０.０ １０.０ - ２.5 ２.5 ７.5 - - -

女性３０～４４歳 6８ ４5.6 ２6.5 １6.２ １４.７ １０.３ １９.１ ２２.１ １９.１ ７.４ １.5 １０.３ １０.３ - ２.９ １.5

女性４5～5９歳 １０８ ４5.４ ３０.6 ２5.９ １７.6 １5.７ １6.７ １6.７ １１.１ １１.１ ９.３ １.９ ３.７ ２.８ ７.４ ０.９

女性6０歳以上 １７４ ４３.７ ３１.０ ２９.９ ２２.４ ２８.２ １０.３ ８.０ １９.０ １２.6 １１.5 6.３ 6.９ ２.３ 5.２ １.７

性

別

性

・

年

代

別

０

１０

２０

３０

4０

５０

６０

全体

男性

女性

(％)

■ 黒崎中心市街地を訪れる理由 ■（全体／性・年代別）

（２）滞在時間と消費金額 

黒崎中心市街地での平均滞在時間をみると、全体では ２.０７ 時間となっている。 

居住地別にみると、市内居住者の ２.０３ 時間に対し、市外居住者２.２７ 時間となっており、市

外居住者の方が若干長くなっている。 

性別・年代別にみると、男性では年代が上がるほど滞留時間が短くなる傾向にある。一方、女

性では ３０～４４歳の ２.４７ 時間が最も長く、次いで ６０歳以上が ２.１９ 時間となっており、２９

歳以下、４５～５９歳では ２時間を下回っている。 

黒崎中心市街地での平均消費金額をみると、全体では ５,２８１ 円となっている。 

居住地別にみると、市外居住者の ６,８５２円に対し、市内居住者は ４,９６６円となっており、

市外居住者の方が ２,０００円弱多く消費している。 

性別・年代別にみると、男性 ４５～５９歳が ６,３１１ 円と最も多く、次いで、男性 ２９歳以下

５,９６９円、男性 ３０～４４歳 ５,６１３ 円の順となっている。女性では、６０歳以上の ５,４５５円が

最も多く、２９歳以下の ３,５００円が最も少なくなっている。 

滞在時間では、男性は ２９歳以下、女性は ３０～４４歳が最も長く、消費金額は男性は ４５～

５９歳、女性は ６０歳以上が最も多くなっており、男女とも滞在時間の長さが消費金額の多さに

つながっていない。また、消費金額の最高と最低の差は、男性では９１４円、女性では １,９５５ 円

となっており、女性の方が差が大きくなっている。
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２.３4 

２.０５ 
１.９4 １.８７ １.８８ 

２.4７ 

１.９4 

２.１９ 

５,９６９ 

５,６１３ 

６,３１１ 

５,３９７ 

３,５００ 

５,０６０ 

4,３１３ 

５,4５５ 

4,１１３ 

６,4３０ 

５,６０4 

６,６９２ 

３,１８4 

4,８６０ 

６,００２ 

６,５９３ 

０

１,０００

２,０００

３,０００

4,０００

５,０００

６,０００

７,０００

０.０

０.５

１.０

１.５

２.０

２.５

３.０

３.５

4.０

4.５

５.０

２９歳以下 ３０～44歳 4５～５９歳 ６０歳以上 ２９歳以下 ３０～44歳 4５～５９歳 ６０歳以上

平均滞在時間

平均消費金額（今回）

平均消費金額（前回）

(時間) (円)

滞
在
時
間

平
均
消
費
金
額

男 性 女 性

滞 在時 間 全体：２.０７時間 市内居住者：２.０３時間 市外居住者：２.２７時間

平均消費金額 全体：５,２８１円 市内居住者：4,９６６円 市外居住者：６,８５２円

■ 黒崎中心市街地での滞在時間と消費金額 ■

（３）来街頻度の変化とその理由 

黒崎中心市街地を訪れる頻度が２～３年前と比べて、「非常に増えた」「やや増えた」と回答し

た人を『増加層』、「やや減った」「非常に減った」と回答した人を『減少層』とした場合、全体では

『増加層』１４.５％に対し『減少層』４４.２％で減少超過が著しくなっている。 

居住地別にみると、市内居住者は『増加層』１２.６％に対し『減少層』４８.１％で減少傾向にある

が、市外居住者は『増加層』２３.８％に対し『減少層』２５.４％とほぼ拮抗している。 

北九州市内の行政区別にみると、減少傾向にある中で、戸畑区は『増加層』３８.５％に対し『減

少層』１５.４％、門司区は『増加層』１５.４％に対し『減少層』７.７％で増加傾向にある。一方、小倉

南区、八幡東区では『減少層』が半数を超えている。 

性別・年代別にみると、男女ともに ２９歳以下は『増加層』が『減少層』を上回り、増加傾向に

あるが、年代が上がるにつれて減少傾向が強まっており、男女とも ６０歳以上で減少超過が最

も大きくなっている。 
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全　体
(Ｎ=６９５)

北九州市内計
(Ｎ=５７３)

門司区
(Ｎ=１３)

小倉北区
(Ｎ=３５)

小倉南区
(Ｎ=２３)

若松区
(Ｎ=３９)

八幡東区
(Ｎ=５８)

八幡西区
(Ｎ=３８３)

戸畑区
(Ｎ=１３)

北九州市外計
(Ｎ=１２２)

 遠賀・宗像地域
(Ｎ=５６)

 直方・飯塚地域
(Ｎ=３２)

 田川地域
(Ｎ=３)

 京築地域
(Ｎ=１4)

 下関地域
(Ｎ=１７)

男性２９歳以下
(Ｎ=２4)

男性３０～44歳
(Ｎ=５２)

男性4５～５９歳
(Ｎ=８６)

男性６０歳以上
(Ｎ=１２５)

女性２９歳以下
(Ｎ=4０)

女性３０～44歳
(Ｎ=６８)

女性4５～５９歳
(Ｎ=１０８)

女性６０歳以上
(Ｎ=１７4)

行

政

区

別

地

域

別

性

別

・

年

代

別

6.９ 

5.6 

０.０ 

２.９ 

４.３ 

０.０ 

6.９ 

6.０ 

２３.１ 

１３.１ 

１０.７ 

１5.6 

０.０ 

１４.３ 

１７.6 

２5.０ 

１９.２ 

０.０ 

１.6 

２5.０ 

８.８ 

７.４ 

２.９ 

７.6 

７.０ 

１5.４ 

８.6 

８.７ 

5.１ 

5.２ 

6.８ 

１5.４ 

１０.７ 

７.１ 

９.４ 

３３.３ 

７.１ 

２３.5 

１6.７ 

９.6 

７.０ 

４.０ 

１5.０ 

１３.２ 

７.４ 

４.6 

３７.７ 

３6.０ 

6１.5 

３７.１ 

１７.４ 

４6.２ 

２９.３ 

３5.８ 

４6.２ 

４5.９ 

5０.０ 

56.３ 

０.０ 

5０.０ 

１７.6 

４１.７ 

３８.5 

5０.０ 

３6.０ 

２5.０ 

４８.5 

４１.７ 

２９.３ 

１７.6 

１８.３ 

０.０ 

８.6 

１７.４ 

１７.９ 

１７.２ 

１９.８ 

１5.４ 

１３.９ 

１４.３ 

6.３ 

66.７ 

２８.6 

5.９ 

８.３ 

１１.5 

１5.１ 

２１.6 

１７.5 

１７.6 

１5.７ 

２０.１ 

２6.6 

２９.８ 

７.７ 

３７.１ 

４３.5 

２８.２ 

３９.７ 

２９.２ 

０.０ 

１１.5 

１6.１ 

９.４ 

０.０ 

０.０ 

１１.８ 

４.２ 

１９.２ 

２７.９ 

３２.８ 

１5.０ 

８.８ 

２5.０ 

３８.5 

３.6 

３.３ 

１5.４ 

5.７ 

８.７ 

２.6 

１.７ 

２.３ 

０.０ 

４.９ 

１.８ 

３.１ 

０.０ 

０.０ 

２３.5 

４.２ 

１.９ 

０.０ 

４.０ 

２.5 

２.９ 

２.８ 

４.6 

０％ ２０％ ４０％ 6０％ ８０％ １００％

非常に

増えた

やや

増えた

変わらない やや

減った

非常に

減った

無回答

■ 黒崎中心市街地を訪れる頻度の変化 ■
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自
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街

に

魅
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品

揃

え

が

不

十

分

買

物

以

外

に

楽

し

め

な

い

流

行

品

が

少

な

い

遠

く

に

転

居

し

た

就

職

・

進

学

し

た

２７.７

１７.８ １７.８

１０.９ ９.９

4.０

２.０
２.０

３１.９

１６.７

１３.９

１２.５

１３.９

２.８

０.０

２.８

１７.２

２０.７

２７.６

６.９

０.０

６.９ ６.９

０.００

５

１０

１５

２０

２５

３０

３５

全体(Ｎ=１０１)

北九州市計(Ｎ=７２)

北九州市外計(Ｎ=２９)

(%)

4９.８
4５.０

３７.８

２１.２

１１.７

１０.７

２.９ １.６

５０.７

4５.３

３８.4

２２.８

１２.７

１０.１ ３.３

１.１

4１.９ 4１.９

３２.３

６.５

３.２

１６.１

０.０

６.５

０

１０

２０

３０

4０

５０

６０

全体(Ｎ=３０７)

北九州市計(Ｎ=２７６)

北九州市外計(Ｎ=３１)

(%)

次に、黒崎中心市街地を訪れる頻度が増えた理由をみると、全体では「近くに転居してきた」

が ２７.７％と最も高く、次いで「就職・進学した」と「買物以外に楽しいところがある」が各 １７.８％

となっている。 

居住地別にみると、市内居住者では「近くに転居してきた」３１.９％が最も高いが、市外居住者

では「買物以外に楽しいところがある」２７.６％が最も高くなっていることから、黒崎中心市街地

の買物以外での魅力を評価している様子もうかがえる。 

小倉中心市街地へ訪れる頻度が減った理由は「コロナ禍で外出を自粛した」が圧倒的に高く

なっていたが、黒崎中心市街地を訪れる頻度が減った理由をみると、全体では「自分にとって魅

力的な店がない」が ４９.８％と最も高く、次いで「コロナで外出を自粛した」４５.０％、「街に魅力

がない」３７.８％、「品揃えが不十分」２１.２％の順となっており、コロナ禍にあっても、より魅力的

な店舗づくりの必要性がうかがえる。 

■ 黒崎中心市街地を訪れる頻度が増えた理由・減った理由 ■

＜増えた理由＞              ＜減った理由＞
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（４）黒崎中心市街地に対するイメージ 

黒崎中心市街地のイメージを ５段階で評価すると、全体では ２.７７ となっている。 

居住地別にみると、市内居住者が ２.７２ で中間値の ３.０ を下回っている一方、市外居住者

は ３.０３ となっており、市外居住者は黒崎中心市街地に対して良いイメージを持っていることが

うかがえる。 

項目別にみると、市内居住者と市外居住者とも、「電車やバスなど公共交通機関が充実してい

る」「医療機関が充実しているまち」「公共交通機関、公共施設・金融機関、医療機関などが充実

しているまち」「住むのに便利で快適なまち」という共通したイメージが上位となっているが、その

一方で、市外居住者では「広域から人が集まる魅力的なまち」というイメージが上位にあり、意識

の違いもみられる。 

また、イメージの差が大きいものとしては、「広域から人が集まる魅力的なまち」「子どもから大

人まで全ての世代が楽しめるまちだと思う」「ワクワク、ドキドキ感のあるお店が多いと思う」など

があり、いずれも市内居住者よりも市外居住者の評価が高くなっていることから、市外居住者の

方が黒崎中心市街地を高く評価していることがうかがえる。 

【イメージ上位５項目】 

市内居住者 評  点 

①電車やバスなど公共交通機関が充実していると思う     ３.７6 

②医療機関が充実しているまちだと思う ３.5１ 

③公共施設や金融機関などが充実しているまちだと思う   ３.４４ 

④住むのに便利で快適なまちだと思う ３.００ 

⑤名所、旧跡などがあり歴史・文化のあるまちだと思う     ２.８８

そう思う ５ 

ややそう思う ４ 

どちらともいえない ３ 

あまりそう思わない ２ 

そう思わない １

市外居住者 

①電車やバスなど公共交通機関が充実していると思う     ３.４４ 

②医療機関が充実しているまちだと思う ３.２３ 

③公共施設や金融機関などが充実しているまちだと思う   ３.２２ 

④住むのに便利で快適なまちだと思う ３.１０ 

⑤広域から人が集まる魅力的なまちだと思う ３.０２

【黒崎中心市街地の全体イメージ評価】 

総合して黒崎中心市街地のイメージはよいと思う              ２.７７ 

【イメージに差のある上位５項目】 

市 内   市 外 

①広域から人が集まる魅力的なまちだと思う              ２.２6   ３.０２ 

②子どもから大人まで全ての世代が楽しめるまちだと思う   ２.２０   ２.８９ 

③飲食店や映画館など娯楽施設が充実していると思う ２.０6   ２.6７ 

④長時間滞在しても飽きのこないまちだと思う １.９８   ２.5９ 

⑤ワクワク、ドキドキ感のあるお店が多いと思う   １.９１   ２.5８ 
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全体 6９5 ８.２ ３.３ ０.７ 6０.４ １８.３ ８.８ ４.０ １.6 １.７

北九州市 5７３ ９.２ ３.３ ０.９ 56.７ ２１.6 ８.４ ４.４ １.９ １.７

門司区 １３ - ７.７ - 6１.5 ７.７ １5.４ - - ７.７

小倉北区 ３5 - 5.７ - ４5.７ ２5.７ ２２.９ - - 5.７

小倉南区 ２３ - - - ７８.３ ４.３ １３.０ ８.７ - ４.３

若松区 ３９ - - - ８４.6 １２.８ １２.８ - - -

八幡東区 5８ １.７ - １.７ 56.９ ３９.７ ８.6 - - -

八幡西区 ３８３ １３.１ ３.９ ０.８ 5４.８ ２１.４ ４.７ 6.０ ２.6 １.０

戸畑区 １３ - ７.７ ７.７ ３８.5 ７.７ ３８.5 - - -

北九州市外計 １２２ ３.３ ３.３ - ７７.９ ２.5 １０.７ ２.5 - １.6
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崎

中

心

市
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と

思

う

２.２６ 

２.８８ 

２.３２ 
２.２０ 

２.０６ 

２.4６ 

２.０８ 
１.９８ 

２.１８ 

１.９１ 

３.００ 

２.4７ 

２.２５ 

２.５4 

３.44 

３.７６ 

３.５１ 

２.７８ ２.７６ ２.７２ 

３.０２ 
２.９4 

２.８３ 
２.８９ 

２.６７ 

２.８９ 

２.６4 
２.５９ 

２.６4 
２.５８ 

３.１０ 

２.７4 ２.７５ 
２.８4 ３.２２ 

３.44 

３.２３ 

３.０１ ２.９８ 
３.０３ 

１.５

２.０

２.５

３.０

３.５

4.０

市内居住者

市外居住者

(平均スコア)

←

イ
メ
ー
ジ
が
良
い

イ
メ
ー
ジ
が
良
く
な
い→

■ 黒崎中心市街地に対するイメージ ■

（５）利用交通手段 

黒崎中心市街地を訪れる際の交通手段をみると、全体では「自家用車」が ６０.４％と最も高

く、半数を超えており、次いで「バス」１８.３％となっている。 

居住地別にみると、市内居住者では「自家用車」５６.７％と半数を超えるが、「バス」２１.６％も

少なからずいる。一方、市外居住者では「自家用車」７７.９％と ８割弱を占め、圧倒的に高くなっ

ている。 

■ 黒崎中心市街地までの利用交通手段 ■
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単位：％

サ
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プ

ル
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親

な

ど

の

家

族
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人

・

知

人

そ

の

他

無

回

答

全体 6９5 5８.４ ２４.９ ２３.７ １８.４ １.４ ３.5

北九州市 5７３ 5９.5 ２７.１ ２３.９ １6.２ １.４ ３.３

門司区 １３ ３８.5 ２３.１ １5.４ ２３.１ - ７.７

小倉北区 ３5 ４5.７ １７.１ ８.6 ２０.０ ２.９ ８.6

小倉南区 ２３ 6９.6 ２6.１ １３.０ １３.０ ４.３ ４.３

若松区 ３９ 56.４ ３０.８ ２３.１ ２０.5 - -

八幡東区 5８ 5８.6 ２5.９ １９.０ １5.5 １.７ １.７

八幡西区 ３８３ 6１.6 ２８.5 ２７.７ １6.２ １.３ ２.３

戸畑区 １３ 6１.5 １5.４ １5.４ ７.７ - ７.７

北九州市外計 １２２ 5３.３ １４.８ ２３.０ ２８.７ １.6 ４.１

男性２９歳以下 ２４ 66.７ - １6.７ ２９.２ ８.３ ４.２

男性３０～４４歳 5２ 5３.８ ２８.８ ３２.７ ２３.１ - ３.８

男性４5～5９歳 ８6 6１.6 ２９.１ １８.6 ２０.９ ３.5 １.２

男性6０歳以上 １２5 5９.２ ３２.０ 5.6 １１.２ ０.８ ４.０

女性２９歳以下 ４０ 6７.5 ２.5 ２5.０ ３5.０ - -

女性３０～４４歳 6８ ４5.6 ２5.０ 5２.９ ２０.6 ２.９ １.5

女性４5～5９歳 １０８ 6３.９ ２6.９ ３5.２ １４.８ １.９ -

女性6０歳以上 １７４ 5７.5 ２４.７ ２０.１ １９.０ - 5.２

居

住

地

区

性

・

年

代

（６）同行者 

黒崎中心市街地を訪れる際の同行者をみると、全体では「一人」が ５８.４％と最も高く、次い

で「配偶者」２４.９％、「子供・親などの家族」２３.７％、「友人・知人」１８.４％の順となっている。 

居住地別にみると、市内居住者では「一人」５９.５％、「配偶者」２７.１％、「子供・親などの家族」

２３.９％、市外居住者では「一人」５３.３％、「友人・知人」２８.７％、「子供・親などの家族」２３.０％

の順となっている。 

性別・年代別にみると、男女ともに年代が下がるにつれて「友人・知人」が多くなる傾向にある。

また、「子供・親などの家族」と行く人は、どちらかというと男性よりも女性に多くみられる。 

■ 同行者 ■
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生鮮食品

食品加工

酒類

日用品

肌着、下着

子供服

婦人服

紳士服

靴、ハンドバッグ

アクセサリー、時計

家具、インテリア

医薬・化粧品

家電製品

スポーツ・レジャー用品

書籍、文具、ＤＶＤ、ＣＤ

贈答品

５.２

4.８

4.７

4.６

６.4

６.4

１０.０

９.７

１１.4

１３.4

８.１

３.９

３.２

4.２

4.７

６.６

０ １０ ２０

(Ｎ=２,８５９)

(Ｎ=２,８３１)

(Ｎ=２,１２７)

(Ｎ=２,７９７)

(Ｎ=２,７２4)

(Ｎ=８０６)

(Ｎ=２,０７９)

(Ｎ=２,０１１)

(Ｎ=２,５１９)

(Ｎ=１,4９７)

(Ｎ=２,０３０)

(Ｎ=２,７０７)

(Ｎ=２,６００)

(Ｎ=１,６８５)

(Ｎ=２,4１８)

(Ｎ=２,２２８)

( %)

１.３

１.３

１.７

１.５

２.７

4.０

５.３

３.７

５.８

６.５

２.９

２.９

１.６

２.８

３.７

５.５

０.２

０.２

０.３

０.２

０.２

０.３

０.２

０.２

０.１

０.２

０.７

０.２

０.4

０.５

０.２

０.３

4.３

4.4

4.８

4.4

５.２

６.９

５.５

５.９

4.６

５.５

4.９

３.８

７.０

７.７

4.4

５.３

５.８

５.９

６.８

６.１

８.１

１１.２

１１.０

９.８

１０.５

１２.２

８.５

６.９

９.０

１１.０

８.３

１１.１

０５１０１５２０

(Ｎ=２,１３６)

(Ｎ=２,１８９)

(Ｎ=１,８１２)

(Ｎ=２,０８９)

(Ｎ=２,２３７)

(Ｎ=９６３)

(Ｎ=１,６９７)

(Ｎ=１,７０８)

(Ｎ=２,１６4)

(Ｎ=１,７５８)

(Ｎ=１,７５０)

(Ｎ=２,０９７)

(Ｎ=１,９６２)

(Ｎ=１,５０５)

(Ｎ=１,８4１)

(Ｎ=１,５０９)

小倉中心市街地への流入率

黒崎中心市街地への流入率

その他市内への流入率

(%)

６８.２

１７.６

５７.５

4１.２

３６.１

５３.１

２８.２

２９.１

０.０

５０.７

１９.２

２８.２

３６.２

２５.１

２９.６

4２.３

１０.０

６.９

4.９

８.０

５.８

３.８

２０.５

4.２

１３.７

１７.１

１０.９

１５.３

１4.７

７.５

１4.１

１５.５

０ ２０ 4０ ６０ ８０ １００

北九州市計

(Ｎ=２,０７９)

門司区

(Ｎ=２０５)

小倉北区

(Ｎ=３７4)

小倉南区

(Ｎ=4６4)

若松区

(Ｎ=１８３)

八幡東区

(Ｎ=１３２)

八幡西区

(Ｎ=５６５)

戸畑区

(Ｎ=１4１)

地区内

需給完結率

他行政区

流出率

市外

流出率

ネット通販等

利用率

(%)

６２.９

１１.９

５２.３

３０.６

２７.３

4５.８

１６.4

１６.５

０.０

５７.６

１６.4

３５.4

３６.５

２９.８

３１.９

５３.５

１３.4

６.２

７.７

１０.２

１２.８

８.５

２５.８

4.９

１６.８

１９.２

１4.７

１８.０

２２.２

５.３

１７.６

１６.５

０ ２０ 4０ ６０ ８０ １００

北九州市計

(Ｎ=１,4９７)

門司区

(Ｎ=１６１)

小倉北区

(Ｎ=２７２)

小倉南区

(Ｎ=３３３)

若松区

(Ｎ=１１７)

八幡東区

(Ｎ=９4)

八幡西区

(Ｎ=4０７)

戸畑区

(Ｎ=１０３)

地区内

需給完結率

他行政区

流出率

市外

流出率

ネット通販等

利用率

(%)

５ ふだんの買物行動 

（１）買物場所 

品目別に最もよく利用する買物場所を市内居住者と市外居住者に分けて集計し、市外居住者

が北九州市内へ買物に来る割合（流入率）と、市内居住者が市外へ買物に行く割合（流出率）を

示したのが下図である。 

多くの品目で、流入率が流出率を上回る流入超過となっているが、「アクセサリー、時計」と

「靴、ハンドバッグ」は、わずかだが流出超過となっている。 

品目別に流入超過の状況をみると、「スポーツ・レジャー用品」の ６.８ ポイントが最も大きく、

「家電製品」５.８ ポイント、「子供服」４.８ ポイント、「贈答品」４.５ ポイント、「書籍、文具、ＤＶＤ、Ｃ

Ｄ」３.６ ポイントの順となっている。 

■ 市内への流入率・市外への流出率 ■ 

     ＜市内への流入率＞                     ＜市外への流出率＞

■婦人服の地区内需給完結率■         ■アクセサリー、時計の地区内需給完結率■
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【最寄品】

食品スーパー 5０.6 食品スーパー ４２.７ ディスカウントストア ３３.２ ディスカウントストア ３０.９ ドラッグストア 5１.5

総合スーパー・ＳＣ ２１.6 ディスカウントストア ２３.０ 食品スーパー ２８.７ 総合スーパー・ＳＣ １８.９ 総合スーパー・ＳＣ １４.6

ディスカウントストア １８.０ 総合スーパー・ＳＣ ２０.９ 総合スーパー・ＳＣ １７.5 ドラッグストア １８.１ ディスカウントストア １３.４

食品スーパー ５4.５ 食品スーパー ４5.９ 食品スーパー ３０.７ ディスカウントストア ２４.３ ドラッグストア ６１.２

総合スーパー・ＳＣ ２２.5 総合スーパー・ＳＣ ２２.０ ディスカウントストア ２９.０ ドラッグストア ２３.２ 総合スーパー・ＳＣ １２.７

ディスカウントストア １３.１ ディスカウントストア １８.７ 総合スーパー・ＳＣ １９.０ 総合スーパー・ＳＣ １８.１ ディスカウントストア ７.７

食品スーパー ４5.6 食品スーパー ３８.７ ディスカウントストア ３８.０ ディスカウントストア ３９.３ ドラッグストア ３９.6

ディスカウントストア ２４.5 ディスカウントストア ２８.6 食品スーパー ２6.5 総合スーパー・ＳＣ １９.９ ディスカウントストア ２０.４

総合スーパー・ＳＣ ２０.４ 総合スーパー・ＳＣ １９.5 総合スーパー・ＳＣ １5.８ 食品スーパー １３.０ 総合スーパー・ＳＣ １７.０

【買回品】

総合スーパー・ＳＣ 5０.７ 総合スーパー・ＳＣ 5２.７ 総合スーパー・ＳＣ ４6.４ 総合スーパー・ＳＣ ４6.5 総合スーパー・ＳＣ ４０.８

ディスカウントストア １３.２ 専門店 １４.９ デパート １４.２ 専門店 １6.８ デパート １８.３

専門店 ８.４ インターネット ９.１ インターネット １２.３ デパート １２.１ インターネット １３.４

総合スーパー・ＳＣ ５１.３ 総合スーパー・ＳＣ ４6.８ 総合スーパー・ＳＣ ４３.０ 総合スーパー・ＳＣ ４３.２ 総合スーパー・ＳＣ ３７.９

専門店 １０.２ 専門店 ２１.７ デパート １6.6 専門店 ２０.９ デパート ２１.5

ディスカウントストア ９.０ インターネット ９.９ インターネット １１.４ デパート １３.０ 専門店 １３.４

総合スーパー・ＳＣ ５０.０ 総合スーパー・ＳＣ ５７.５ 総合スーパー・ＳＣ ５０.５ 総合スーパー・ＳＣ ５０.２ 総合スーパー・ＳＣ ４４.０

ディスカウントストア １８.１ 専門店 ９.３ インターネット １３.5 専門店 １２.１ インターネット １5.０

インターネット ８.０ インターネット ８.４ デパート １１.３ デパート １１.１ デパート １４.８

総合スーパー・ＳＣ ３２.１ 専門店 ３４.5 専門店 66.6 専門店 ４6.5 専門店 ４１.３

デパート ２２.6 ホームセンター ３２.１ インターネット ９.７ 総合スーパー・ＳＣ １９.４ 総合スーパー・ＳＣ ２5.０

インターネット １８.０ 総合スーパー・ＳＣ １０.5 総合スーパー・ＳＣ ７.４ インターネット １４.１ インターネット １９.４

デパート ２７.１ ホームセンター ４１.７ 専門店 ７１.4 専門店 ４９.４ 専門店 ４１.5

総合スーパー・ＳＣ ２6.８ 専門店 ３０.９ インターネット ９.5 総合スーパー・ＳＣ １5.９ 総合スーパー・ＳＣ ２6.３

インターネット １6.８ インターネット ９.４ 総合スーパー・ＳＣ 5.１ インターネット １5.０ インターネット １８.6

総合スーパー・ＳＣ ３6.5 専門店 ３８.5 専門店 6０.７ 専門店 ４３.5 専門店 ４１.１

インターネット １９.０ ホームセンター ２１.5 総合スーパー・ＳＣ １０.３ 総合スーパー・ＳＣ ２３.３ 総合スーパー・ＳＣ ２３.４

デパート １８.８ 総合スーパー・ＳＣ １４.８ インターネット ９.８ インターネット １３.１ インターネット ２０.5

デパート ３5.３ ７０％以上 5０～７０％未満 ３０～5０％未満

総合スーパー・ＳＣ ３３.８

インターネット １３.３

デパート ４３.３

総合スーパー・ＳＣ ２７.４

インターネット １３.４

総合スーパー・ＳＣ ４３.０

デパート ２３.９

インターネット １３.２

市内
居住者

靴、ハンドバッグ

生鮮食品 食品加工 酒類 日用品 医薬・化粧品

市内
居住者

市外
居住者

市内
居住者

市外
居住者

アクセサリー、時計

全　体

全　体

全　体

全　体

書籍、文具、ＤＶＤ、ＣＤ

市内
居住者

市外
居住者

贈答品

家具、インテリア 家電製品 スポーツ・レジャー用品

市外
居住者

肌着、下着 子供服 婦人服 紳士服

（２）買物先の店舗形態 

品目別に買物先の店舗形態をみると、最寄品のうち「生鮮食品」「食品加工」は『食品スー

パー』、「酒類」「日用品」は『ディスカウントストア』、「医薬・化粧品」は『ドラッグストア』の割合が

最も高くなっている。 

買回品のうち、「肌着、下着」、「子供服」、「婦人服」、「紳士服」、「靴、ハンドバッグ」「アクセサ

リー、時計」は『総合スーパー・ＳＣ』、「家具、インテリア」「家電製品」「スポーツ・レジャー用品」「書

籍、文具、ＤＶＤ、ＣＤ」では『専門店』、「贈答品」は『デパート』が割合が最も高くなっている。 

市内居住者、市外居住者でみても、最も多い店舗形態はほぼ同じであるが、異なっている点

をあげると、市内居住者では、「酒類」が『食品スーパー』、「アクセサリー、時計」が『デパート』、

「家具、インテリア」が『ホームセンター』、市外居住者では、「贈答品」が『総合スーパー・ＳＣ』の割

合が最も高くなっている。 

この結果から、消費者は、地域の商業施設の充実度や商品の品目ごとに利用する店舗形態を

上手に使い分けていることがうかがわれる。 

■ 主な品目別にみた買物先の店舗形態ＴＯＰ３ ■
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前回 ４.１ 55.４ ２２.４ ０.１ ０.6 ０.０ ７.８ ０.２ ０.２ ２.０ ０.１ ０.１ ０.１ ２.３ ０.４

今回 ２.２ 5０.6 ２１.6 ０.１ ０.４ ０.０ １８.０ ０.２ ０.5 １.5 ０.１ ０.１ ０.３ ２.９ ０.４

前回 ２.８ ４９.７ ２３.３ ０.２ １.４ ０.０ １２.０ ０.２ １.6 ０.5 ０.１ ０.１ ０.１ ３.5 ０.３

今回 １.７ 4２.７ ２０.９ ０.１ ２.１ ０.１ ２３.０ ０.３ ２.７ ０.２ ０.１ ０.１ ０.４ ４.6 ０.１

前回 ３.０ ３４.１ １９.４ ０.４ ３.１ ０.２ ２３.5 ２.１ 5.３ １.０ ０.２ ０.１ ０.４ １.１ １.０

今回 ２.０ ２８.７ １７.5 ０.３ ４.5 ０.４ ３３.２ １.１ 6.２ ０.6 ０.１ ０.０ １.３ ２.２ ０.5

前回 ２.９ １３.８ ２２.８ ０.３ ０.４ １5.３ ２２.１ ０.８ １４.７ ０.３ ０.２ ０.１ ０.３ １.３ ０.４

今回 １.４ １２.３ １８.９ ０.１ ０.３ １１.6 ３０.９ ０.5 １８.１ ０.１ ０.１ ０.１ １.８ ２.１ ０.２

前回 5.７ ２.４ １6.７ ０.４ ０.２ ０.９ ８.１ 5.０ ４９.７ ０.４ １.１ ０.２ ２.２ ０.８ １.１

今回 ３.5 １.９ １４.6 ０.３ ０.２ ０.９ １３.4 ３.２ 5１.5 ０.３ ０.８ ０.８ 5.２ ０.6 ０.８

前回 １４.８ ４.８ ４９.９ １.３ ０.２ ０.８ ７.７ ８.４ ０.４ ０.6 １.6 ０.２ ２.6 ０.９ ０.９

今回 ６.９ ４.０ 5０.７ １.３ ０.２ ０.７ １３.２ ８.４ ０.４ ０.２ １.３ ０.２ ８.０ １.２ １.１

前回 １6.７ ２.１ ４７.０ １.９ ０.３ ０.４ ２.6 １０.6 ０.１ ０.３ ０.８ ０.１ ２.８ ０.１ １.6

今回 ８.７ １.９ ５２.７ ３.０ ０.２ ０.１ ３.９ １４.９ ０.０ ０.４ ０.３ ０.２ ９.１ ０.４ １.２

前回 ２９.１ １.８ ４１.１ ３.０ ０.２ ０.２ １.８ ８.９ ０.０ ０.８ １.９ ０.２ ３.１ ０.5 １.４

今回 １4.２ １.6 4６.4 ３.８ ０.２ ０.１ ３.6 ９.７ ０.１ ０.９ ２.０ ０.5 １２.３ １.０ １.３

前回 ２３.８ １.８ ３９.７ ２.９ ０.２ ０.３ ２.１ １８.８ ０.０ ０.４ ０.８ ０.０ ２.４ ０.２ １.０

今回 １２.１ １.４ 4６.５ ３.5 ０.２ ０.２ 5.6 １6.８ ０.０ ０.４ １.０ ０.４ ８.５ ０.３ １.０

前回 ３１.８ １.４ ３6.１ ４.１ ０.１ ０.２ １.6 １１.6 ０.１ １.０ １.０ ０.２ ４.０ ０.３ １.１

今回 １８.３ １.１ ４０.８ 5.０ ０.２ ０.４ ３.８ １１.４ ０.０ ０.９ ０.９ ０.5 １３.4 ０.４ ０.９

前回 ３４.5 ０.6 ２８.９ ４.5 ０.１ ０.5 １.5 １４.２ ０.０ １.０ ０.９ ０.４ 5.２ ０.２ １.４

今回 ２２.６ ０.７ ３２.１ 5.１ ０.３ ０.８ ２.２ １１.４ ０.０ ０.９ ０.９ ０.6 １８.０ ０.２ １.４

前回 ８.４ ０.９ １０.２ １.９ ０.２ ３5.０ １.5 ３０.０ ０.１ ０.４ １.２ ０.１ ３.０ ０.８ ０.８

今回 ３.３ ０.6 １０.5 １.７ ０.１ ３２.１ ２.８ ３４.5 ０.２ ０.３ ０.5 ０.5 ９.６ ０.３ ０.6

前回 ２.７ １.０ ７.３ ０.6 ０.１ ４.6 ２.７ 6８.８ ０.３ ０.5 ０.5 ０.３ ３.７ ０.6 ０.８

今回 １.４ ０.８ ７.４ ０.４ ０.２ ４.6 ４.5 66.6 ０.5 ０.２ ０.４ ０.８ ９.７ ０.１ ０.5

前回 5.３ １.１ ２０.４ １.７ ０.３ ３.７ ３.２ 5２.３ ０.３ ０.5 ０.４ ０.２ ３.４ ０.３ ０.７

今回 ２.７ ０.９ １９.４ ３.４ ０.２ ３.８ ３.９ 4６.５ ０.３ ０.２ ０.5 ０.４ １4.１ ０.２ ０.6

前回 ７.９ １.5 ２４.5 ０.４ ０.７ ０.７ １.８ ４７.２ ０.２ ０.5 ０.４ ０.０ ７.6 ０.４ ０.７

今回 ３.１ １.１ ２5.０ ０.４ ０.７ ０.８ ２.９ 4１.３ ０.４ ０.5 ０.２ ０.４ １９.4 ０.5 ０.6

前回 ４４.３ ２.２ ２８.２ ０.5 ０.３ ０.３ １.４ ７.４ ０.１ ０.８ １.４ ０.１ ４.３ ０.９ １.6

今回 ３５.３ １.８ ３３.８ ０.７ ０.３ ０.１ ２.6 ４.6 ０.１ １.１ １.２ ０.6 １３.３ １.０ １.３

前回よりも5ポイント以上増加
前回よりも5ポイント以上減少

最

寄

品

生鮮食品

食品加工

酒類

日用品(台所・洗濯・
ふろ・トイレ用品など)

医薬・化粧品

書籍、文具、ＤＶＤ、
ＣＤ

贈答品（食料品を
含む）

買

回

品

肌着、下着

子供服

婦人服

紳士服

靴、ハンドバッグ

アクセサリー、時計

家具、インテリア

家電製品

スポーツ・レジャー
用品

また、普段の買物行動の中で最も利用している店舗形態の利用状況を前回調査と比べて変

化をみたのが、下図である。 

最も目立つのは、「インターネット」の利用の増加であり、買回品の全ての品目で前回より ５ポ

イント以上利用率が上昇している。中でも、「アクセサリー、時計」「スポーツ・レジャー用品」「書

籍、文具、ＤＶＤ、ＣＤ」では １０ ポイント以上上昇している。 

「ディスカウントストア」は生鮮食品、食品加工、酒類、日用品、医薬・化粧品、肌着・下着で、

「総合スーパー」は子供服、婦人服、紳士服、贈答品（食料品を含む）で利用率が前回より ５ポイ

ント以上上昇している。 

逆に、「デパート」は婦人服（１４.９ ポイント減）、靴、ハンドバッグ（１３.５ ポイント減）、アクセサ

リー・時計（１１.９ ポイント減）、紳士服（１１.７ ポイント減）などの買回品で前回より利用率が低下し

ている。 

「食品スーパー」は、最寄品での利用率は高いが、食品加工や酒類で利用率が低下している。 

また、近年よく利用されるようになっている「ドラッグストア」についてみると、医薬・化粧品、日

用品などで利用が進んでいるが、まだ、一部の商品にかたよっている。 

「コンビニエンスストア」は、身近な店舗として消費者によく利用されるようになってきている

が、普段の買物行動全体の中でみると、最も利用される店舗としての位置づけは、まだ低いのが

現状のようである。 

■ 最も利用している店舗形態 ■ 
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ント等が

もらえ

る

カード・

電子マ

ネーが

使える

店に信

用があ

る

品質・鮮

度がよ

い

自宅ま

で配送

してもら

える

流行品

がある

接客

サービ

スがよ

い

店や街

の雰囲

気がよ

い

チラシ

がよく

入って

いる

顔なじ

みの店

がある

全体 4１.２ ３4.３ ２５.８ ２５.4 １4.５ １３.５ １１.８ １０.4 ９.６ ８.５ ６.６ 4.５ 4.4 ３.２ ３.０

最寄品 ６１.８ ２4.７ ３６.３ ３０.５ １７.０ １７.６ １２.５ ７.０ １２.２ 4.５ １.３ ３.4 ３.５ ５.０ ２.５

買回品 ２９.５ ３９.７ １９.７ ２２.５ １３.０ １１.２ １１.３ １２.4 ８.１ １０.８ ９.６ ５.１ ５.０ ２.２ ３.２

０

１０

２０

３０

4０

５０

６０

７０(％)

次に、買物先を選ぶ理由をみると、全体では「近い」の ４１.２％が最も高く、次いで、「品揃えが

豊富」３４.３％、「値段が安い」２５.８％、「駐車が便利」２５.４％の順となっている。 

品目別にみると、最寄品では「近い」が ６１.８％と圧倒的に高くなっているが、買回品では「品

揃えが豊富」が ３９.７％と最も高く、買物先を選ぶ理由に違いがみられる。また、「値段が安い」

「駐車が便利」「スタンプ・ポイント等がもらえる」「品質・鮮度がよい」という理由は最寄品に多く、

「流行品がある」「自宅まで配送してもらえる」「店に信用がある」という理由は買回品に多くみら

れる。 

■ 買物をする際に店舗を選ぶ理由 ■
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１９.８ 
１８.２ 

６.１ 

９.4 

１4.５ 

２３.１ 
２０.９ 

６.１ 

１１.4 １２.３ 

２９.２ 

０

５

１０

１５

２０

２５

３０

３５

全体

(Ｎ=３,１９３)

男性全体

(Ｎ=１,２２１)

２９歳以下

(Ｎ=６５)

３０～44歳

(Ｎ=１６２)

4５～５９歳

(Ｎ=３１５)

６０歳以上

(Ｎ=６７９)

女性全体

(Ｎ=１,９１９)

２９歳以下

(Ｎ=１３１)

３０～44歳

(Ｎ=２4５)

4５～５９歳

(Ｎ=4９１)

６０歳以上

(Ｎ=１０4９)

男 性 女 性

(％)

近い 近くにない

品質・鮮度がよい 駐車場がない

商品が豊富
どこにどのような店が

あるのかがわからない

交通の便がよい 空き店舗が多い

駐車場が確保されている
自分のほしい商品を

置いている店がない

他の用事のついでに寄れる 品数が少ない

値段が安い・まけてくれる 雰囲気が暗い

顔なじみの店がある
ゴミゴミしていて

あまりきれいではない

店の人と対話ができる 人通りが少ない

店に信用がある
休憩所やトイレがない

・わからない

５１.３

３８.９

２８.０

２７.８

２６.１

２２.７

１９.５

１７.６

１５.９

１５.７

０ １０ ２０ ３０ 4０ ５０ ６０ ７０

北九州市計

(Ｎ=１,１２９)

(％)

６１.4

4０.２

２６.８

２５.５

１５.３

１２.０

１１.５

１０.３

１０.２

９.８

０ １０ ２０ ３０ 4０ ５０ ６０ ７０

北九州市計

(Ｎ=１,３３０)

(％)

（３）商店街・市場の利用状況 

商店街・市場を週 １回以上利用する人の割合をみると、全体では １９.８％となっている。 

性別・年代別にみると、男女ともに年代が上がるにつれて利用頻度が高くなり、６０歳以上の

男性では ２３.１％、女性では ２９.２％となっている。 

■ 性別・年代別にみた商店街・市場の利用頻度（週１回以上） ■

次に、市内居住者が商店街・市場を利用する理由をみると、「近い」５１.３％が最も高く、ついで

「品質・鮮度がよい」３８.９％、「商品が豊富」２８.０％、「交通の便がよい」２７.８％、「駐車場が確

保されている」２６.１％の順となっている。 

一方、市内居住者が商店街・市場を利用しない理由をみると、「近くにない」が ６１.４％と圧倒

的に高く、次いで「駐車場がない」４０.２％、「どこにどのような店があるのかがわからない」

２６.８％、「空き店舗が多い」２５.５％の順となっている。 

■ 商店街・市場を利用する理由 ■      ■ 商店街・市場を利用しない理由 ■
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近隣住民の身近な買物場所

高齢者や交通弱者のための買物場所

地域のにぎわいづくり

街の治安や防犯

他の公共機能等と一体となった利便性

地域コミュニティ活動の担い手

広域から来る消費者のための買物場所

新たな創業の場

街並みや歴史的資源の保存

地域の文化・伝統の担い手

その他

無回答

６１.２

５4.７

4１.７

２６.4

２６.２

２１.７

１７.７

１３.７

１１.５

１１.１

4.９

６.５

０ １０ ２０ ３０ 4０ ５０ ６０ ７０

北九州市計

(Ｎ=３,１９３)

(％)

（4）商店街や市場が活性化していく上で果たすべき役割 

今後、商店街や市場が活性化していく上で、商店街や市場が消費者に対してどのような役割・

機能を果たしていくべきかをみると、「近隣住民の身近な買物場所」が ６１.２％と最も高くなって

いる。次いで「高齢者や交通弱者のための買物場所」５４.７％、「地域のにぎわいづくり」４１.７％、

「街の治安や防犯」２６.４％、「他の公共機能等と一体となった利便性」２６.２％、「地域コミュニ

ティ活動の担い手」２１.７％の順となっている。 

■ 商店街や市場が活性化していく上で果たすべき役割 ■
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全　　体

 (Ｎ=５８６６)

北九州市内計

 (Ｎ=３１９３)

　門司区

　(Ｎ=３３０)

　小倉北区

　(Ｎ=５７３)

　小倉南区

　(Ｎ=６９4)

　若松区

　(Ｎ=２９２)

　八幡東区

　(Ｎ=２１９)

　八幡西区

　(Ｎ=８44)

　戸畑区

　(Ｎ=２０６)

北九州市外計

 (Ｎ=２６７３)

　遠賀・宗像地域

　 (Ｎ=4７０)

　直方・飯塚地域

　 (Ｎ=５３０)

　田川地域

　 (Ｎ=１９２)

　京築地域

　 (Ｎ=５4１)

　下関地域

　 (Ｎ=９4０)

男　性

 (Ｎ=２２4９)

女　性

( Ｎ=３4７５)

男性２９歳以下

 (Ｎ=３５３)

男性３０～44歳

 (Ｎ=4１１)

男性4５～５９歳

 (Ｎ=５６５)

男性６０歳以上

 (Ｎ=９１９)

女性２９歳以下

 (Ｎ=4８4)

女性３０～44歳

 (Ｎ=６７０)

女性4５～５９歳

 (Ｎ=８９4)

女性６０歳以上

 (Ｎ=１4２０)

性

別

性

・

年

代

別

行

政

区

別

地

域

別

5０.７ 

5４.４ 

４０.９ 

5１.３ 

5３.6 

56.８ 

6８.０ 

5７.１ 

6０.７ 

４6.４ 

5８.１ 

４８.１ 

３８.5 

４5.３ 

４１.８ 

４４.6 

55.5 

5３.３ 

5４.5 

5０.１ 

３３.5 

７２.７ 

6８.２ 

6４.４ 

３７.９ 

４３.6 

３6.７ 

４5.８ 

３８.０ 

３6.９ 

３5.6 

２４.２ 

３6.6 

３２.０ 

5１.９ 

４１.７ 

5０.6 

6０.４ 

5２.９ 

55.４ 

5０.２ 

３８.９ 

４5.6 

４３.１ 

４6.７ 

5７.３ 

２5.８ 

２９.０ 

３３.０ 

5１.８ 

5.6 

８.９ 

１３.３ 

１０.6 

９.5 

７.5 

７.８ 

6.３ 

７.３ 

１.７ 

０.２ 

１.３ 

１.０ 

１.８ 

２.８ 

5.２ 

5.6 

１.１ 

２.４ 

３.２ 

９.１ 

１.４ 

２.８ 

２.6 

１０.４ 

０％ ２０％ ４０％ 6０％ ８０％ １００％

行ったことがある 行ったことがない 無回答

６ 東田地区（ジ  アウトレット北九州、北九州英語村（ＫＧＧ）、スペース・ラボ（新科学館）、いのちのたび博物館など）について 

（１）来街経験 

東田地区（ジ アウトレット北九州、北九州英語村（ＫＧＧ）、スペース・ラボ（新科学館）、いのち

のたび博物館など）への来街経験をみると、「行ったことがある」が ５０.７％となっている。 

行政区別にみると、八幡東区が６８.０％と最も高く、次いで戸畑区６０.７％、八幡西区５７.１％、

若松区 ５６.８％の順となっている。 

地域別にみると、遠賀・宗像地域が ５８.１％と半数を超えている。 

性別にみると、女性が ５５.５％と半数を超えているが、男性は ４４.６％にとどまっている。 

性・年代別にみると、女性では、年代が下がるほど「行ったことがある」の割合が高く、２９ 歳以

下では ７２.７％に達している。 

■ 来街経験 ■ 
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ウィンドウショッピング

いのちのたび博物館

食事・喫茶・飲食など

日常の買物

ちょっと高級な買物

娯楽

スペース・ラボ（新科学館）

環境ミュージアム

イノベーションギャラリー

所用（仕事、銀行等）

趣味・習い事

北九州英語村（ＫＧＧ）

その他

無回答

5４.6

３７.７

３5.１

３３.８

２２.０

１７.７

１３.6

８.０

４.２

３.１

１.４

０.７

２.３

０.２

０ １０ ２０ ３０ ４０ 5０ 6０

全体(Ｎ=２,９７6)

(%)

単位：％

サ

ン

プ

ル

数

日

常

の

買

物

ち

ょ

っ

と

高

級

な

買

物

食

事

・

喫

茶

・

飲

食

な

ど

ウ

ィ

ン

ド

ウ

シ

ョ

ッ

ピ

ン

グ

娯

楽

趣

味

・

習

い

事

所

用

（
仕

事

、
銀

行

等

）

北

九

州

英

語

村

（
Ｋ

Ｇ

Ｇ

）

ス

ペ

ー

ス

・

ラ

ボ

（
新

科

学

館

）

い

の

ち

の

た

び

博

物

館

イ

ノ

ベ

ー

シ

ョ

ン

ギ

ャ

ラ

リ

ー

環

境

ミ

ュ
ー

ジ

ア

ム そ

の

他

無

回

答

全体 ２９７6 ３３.８ ２２.０ ３5.１ 5４.6 １７.７ １.４ ３.１ ０.７ １３.6 ３７.７ ４.２ ８.０ ２.３ ０.２

北九州市内計 １７３6 4１.１ １6.８ ３5.７ 55.４ １5.７ １.6 ３.３ ０.８ １6.９ 4３.０ 5.８ １０.３ ２.９ ０.２

門司区 １３5 ３１.９ １７.０ ３３.３ 5７.０ １5.6 ４.４ - ０.７ １４.８ 4５.９ ３.７ ９.6 6.７ -

小倉北区 ２９４ ３９.８ ２０.１ ３９.１ 5８.２ １７.３ １.０ ３.１ １.４ １９.７ ３９.８ 6.5 １１.6 ３.７ ０.３

小倉南区 ３７２ ３３.6 １４.２ ２5.８ 5３.２ １5.１ １.１ ３.２ ０.８ １７.２ ５１.３ ３.８ ９.４ ２.２ -

若松区 １66 ３6.７ １８.７ ３6.１ 5１.２ １6.３ １.２ ２.４ １.２ １４.5 4３.4 ３.6 ９.０ １.２ -

八幡東区 １４９ ５4.4 １８.８ ５０.３ ４８.３ １４.１ ２.０ ８.７ １.３ １6.８ ３6.２ １０.１ １３.4 ４.０ -

八幡西区 ４８２ 44.６ １5.８ ３３.6 56.6 １４.９ ０.８ ２.７ ０.２ １5.6 ４１.９ 6.２ ９.5 ２.９ ０.２

戸畑区 １２5 ５３.６ １6.０ 4８.８ ６３.２ １８.４ ４.０ ４.０ ０.８ ２０.８ ３２.８ ８.８ １１.２ ０.８ -

１２４０ ２３.5 ２９.３ ３４.３ 5３.5 ２０.5 １.３ ２.７ ０.5 ９.０ ３０.３ １.９ ４.８ １.5 ０.３

男性 １００４ ３０.７ ２３.１ ３１.３ ４９.４ １6.２ ２.０ ３.１ ０.6 １１.３ ３5.5 ４.７ ７.９ ２.5 ０.１

女性 １９２７ ３5.5 ２１.３ ３７.１ 5７.6 １８.４ １.１ ３.０ ０.７ １４.７ ３９.３ ３.９ ７.９ ２.２ ０.３

男性２９歳以下 １８８ ２１.８ ３4.６ ３０.３ 5２.７ ２２.３ １.１ １.6 - 5.３ ２０.７ １.6 ３.７ ２.１ ０.5

男性３０～４４歳 ２２４ ３０.４ ２４.6 ３２.6 5４.5 １８.８ ２.２ 5.４ ２.２ １７.０ ３４.４ ４.０ 5.８ ２.７ -

男性４5～5９歳 ２８３ ３5.７ ２１.6 ３０.０ 55.８ １７.７ １.８ ３.5 ０.４ １０.２ ３４.３ ４.２ ８.８ ２.８ -

男性6０歳以上 ３０８ ３１.８ １6.6 ３２.１ ３８.０ ９.４ ２.6 １.９ - １１.７ 4６.１ ７.5 １１.０ ２.３ -

女性２９歳以下 ３5２ ３6.４ ２6.１ ３6.４ 55.１ ２５.０ ２.３ ２.０ １.１ １２.２ ２6.７ １.４ 6.８ ２.８ -

女性３０～４４歳 ４5７ ３７.９ ２１.２ 4１.4 ６３.２ ２６.０ １.１ ３.１ ０.７ ２０.６ 44.６ ３.９ 6.３ ０.４ ０.２

女性４5～5９歳 5７6 ３９.２ ２３.6 ３８.０ ６３.７ １７.４ １.０ ４.5 ０.９ １４.４ ３７.０ ４.5 ７.３ ２.１ ０.３

女性6０歳以上 5３８ ２８.８ １5.6 ３２.７ ４７.８ ８.７ ０.6 １.９ ０.４ １１.９ 4５.4 ４.８ １０.８ ３.5 ０.４

（注） 太字 は、全体より５ポイント以上大きいもの（「その他」「無回答」は除く）

性

別

性

・

年

代

別

行

政

区

別

   北九州市外計

（２）来街目的 

東田地区に行った目的をみると、「ウィンドウショッピング」が ５４.６％と最も高くなっている。次

いで「いのちのたび博物館」３７.７％、「食事・喫茶・飲食など」３５.１％、「日常の買物」３３.８％、

「ちょっと高級な買物」２２.０％の順となっている。 

市内居住者では、「いのちのたび博物館」が ４３.０％と高く、行政区別にみると、小倉南区では

５１.３％と半数を超えている。また、八幡東区、戸畑区では「日常の買物」が半数を超えている。 

市外居住者では、「日常の買物」は ２３.５％と低いが、「ちょっと高級な買物」が ２９.３％と市内

居住者 １６.８％に比べて高くなっている。 

性・年代別にみると、女性 ３０～４４ 歳、４５～５９ 歳では「ウィンドウショッピング」が６割を超え

ている。 

■ 来街目的 ■ 
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全      体

(Ｎ=２,９７６)

北九州市内計

(Ｎ=１,７３６)

　 門司区

　(Ｎ=１３５)

　小倉北区

　(Ｎ=２９4)

　小倉南区

　(Ｎ=３７２)

　若松区

　(Ｎ=１６６)

　八幡東区

　(Ｎ=１4９)

　八幡西区

　(Ｎ=4８２)

　戸畑区

　(Ｎ=１２５)

北九州市外計

(Ｎ=１,２4０)

  遠賀・宗像地域

  (Ｎ=２７３)

  直方・飯塚地域

  (Ｎ=２５５)

  田川地域

  (Ｎ=７4)

  京築地域

  [(Ｎ=２4５)

  下関地域

  (Ｎ=３９３)

行

政

区

別

地

域

別

5.5 

８.5 

０.０ 

４.４ 

１.９ 

４.２ 

４７.０ 

6.０ 

１6.８ 

１.6 

３.０ 

０.８ 

０.０ 

２.０ 

１.１ 

１０.９ 

１３.９ 

5.９ 

１３.6 

6.７ 

１７.5 

２２.１ 

１5.１ 

２４.０ 

6.6 

１5.０ 

９.４ 

１.４ 

３.３ 

２.０ 

１３.４ 

１6.０ 

１１.９ 

１6.７ 

１２.6 

１４.5 

１5.４ 

１９.１ 

１７.6 

９.９ 

１5.４ 

８.２ 

１０.８ 

８.6 

７.９ 

２１.９ 

２１.5 

２１.5 

２１.８ 

２6.３ 

２２.９ 

6.７ 

２２.４ 

２０.８ 

２２.４ 

３０.８ 

１８.０ 

１３.5 

２１.6 

２１.6 

１９.３ 

１７.6 

２９.6 

１９.７ 

１７.5 

１９.３ 

３.４ 

１８.７ 

１０.４ 

２１.８ 

２０.１ 

１９.6 

４７.３ 

２２.９ 

１８.８ 

２6.８ 

２０.３ 

２８.９ 

２０.７ 

３１.２ 

２１.１ 

5.４ 

１6.6 

８.８ 

３5.８ 

１5.０ 

４３.5 

２5.７ 

３８.８ 

４5.３ 

２.１ 

２.２ 

２.２ 

３.１ 

３.８ 

０.6 

０.０ 

２.１ 

１.6 

１.９ 

０.７ 

０.４ 

１.４ 

２.９ 

３.３ 

０％ ２０％ ４０％ 6０％ ８０％ １００％

週に１回以上 月に２～３回 月に１回 ２～３ヶ月に１回 半年に１回 年に１回程度 無回答

（３）来街頻度 

普段、買物する・しないに関係なく、東田地区に行く頻度をみると、「年に１回程度」が ２６.８％

と最も高くなっている。次いで「２～３ヶ月に１回」２１.９％、「半年に１回」１９.３％、「月に１回」

１３.４％、「月に２～３回」１０.９％、「週に１回以上」５.５％の順となっている。 

行政区別にみると、八幡東区では「週に １回以上」が ４７.０％と高くなっている。 

■ 来街頻度 ■ 
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全      体

(Ｎ=２,９７６)

北九州市内計

(Ｎ=１,７３６)

北九州市外計

(Ｎ=１,２4０)

男性

(Ｎ=１,００4)

女性

(Ｎ=１,９２７)

男性２９歳以下

(Ｎ=１８８)

男性３０～44歳

(Ｎ=２２4)

男性4５～５９歳

(Ｎ=２８３)

男性６０歳以上

(Ｎ=３０８)

女性２９歳以下

(Ｎ=３５２)

女性３０～44歳

(Ｎ=4５７)

女性4５～５９歳

(Ｎ=５７６)

女性６０歳以上

(Ｎ=５３８)

地

域

別

性

別

性

・

年

代

別

１０.７ 

７.３ 

１5.４ 

９.２ 

１１.４ 

１７.０ 

９.８ 

７.４ 

5.5 

２２.４ 

１３.３ 

１０.１ 

４.１ 

４.３ 

３.８ 

４.９ 

４.３ 

４.２ 

２.７ 

４.5 

４.９ 

４.5 

４.０ 

４.２ 

３.１ 

5.４ 

８２.１ 

８5.０ 

７８.０ 

８３.８ 

８１.３ 

７９.３ 

８４.８ 

８6.6 

８３.１ 

７２.７ 

８１.４ 

８5.１ 

８２.７ 

３.０ 

３.９ 

１.７ 

２.８ 

３.１ 

１.１ 

０.９ 

１.１ 

6.８ 

０.９ 

１.１ 

１.７ 

７.８ 

０％ ２０％ ４０％ 6０％ ８０％ １００％

増えた 減った 変わらない 無回答

（４）ジ アウトレット北九州の利用による普段利用商業地区の利用状況変化 

ジ アウトレット北九州を利用することで、それまで普段利用していた商業地区の利用状況の

変化をみると、「変わらない」が ８２.１％と圧倒的に高くなっている。「増えた」が １０.７％で、「減っ

た」は ４.３％と低くなっている。 

地域別にみると、市内居住者では「増えた」は ７.３％であるが、市外居住者では １５.４％と ８.１

ポイント高くなっている。 

性・年代別にみると、男女とも年代が下がるほど「増えた」が高くなっており、女性２９歳以下で

は ２２.４％、男性 ２９歳以下では １７.０％と高くなっている。 

■ 普段利用商業地区の利用状況の変化 ■ 
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全　　体

 (Ｎ=５８６６)

男　性

 (Ｎ=２２4９)

女　性

( Ｎ=３4７５)

男性２９歳以下

 (Ｎ=３５３)

男性３０～44歳

 (Ｎ=4１１)

男性4５～５９歳

 (Ｎ=５６５)

男性６０歳以上

 (Ｎ=９１９)

女性２９歳以下

 (Ｎ=4８4)

女性３０～44歳

 (Ｎ=６７０)

女性4５～５９歳

 (Ｎ=８９4)

女性６０歳以上

 (Ｎ=１4２０)

性

別

性

・

年

代

別

6０.１ 

5４.８ 

6４.３ 

5７.5 

6７.４ 

66.４ 

４１.０ 

７２.３ 

８２.４ 

７７.１ 

４４.９ 

３5.８ 

４１.３ 

３１.７ 

４１.４ 

２９.９ 

３１.３ 

5２.４ 

２6.２ 

１6.０ 

２０.８ 

４８.０ 

４.２ 

３.９ 

４.０ 

１.１ 

２.７ 

２.３ 

6.5 

１.４ 

１.6 

２.１ 

７.１ 

０％ ２０％ ４０％ 6０％ ８０％ １００％

利用している 利用していない 無回答

７ キャッシュレス決済について 

（１）利用状況 

電子マネー（ＩＣカード/スマホ）、カード（クレジット/デビット/プリペイド）、コード決済（ＱＲ/

バーコード/スマホ）などのいわゆるキャッシュレス決済の利用状況をみると、「利用している」は

６０.１％となっている。 

性・年代別にみると、女性３０～４４歳での利用率が８２.４％と最も高く、次いで女性４５～５９

歳で７７.１％、女性２９歳以下で７２.３％の順となっている。一方、男女とも６０歳以上での利用

率は ４割台にとどまっている。 

■ 利用状況 ■ 

（２）利用しているキャッシュレス決済 

① 電子マネー 

利用している種類としては、「交通系 ＩＣカード（ｎｉｍｏｃａ，ＳＵＧＯＣＡなど）」が ３４.０％ともっ

とも多く、次いで「ＷＡＯＮ」（２７.３％）、「ｎａｎａｃｏ」（２０.７％）となっている。 

性・年代別にみると、男性 ６０ 歳以上、女性 ２９ 歳以下では「交通系 ＩＣ カード（ｎｉｍｏｃａ，

ＳＵＧＯＣＡ など）」、女性 ３０～４４ 歳、４５～５９ 歳、６０ 歳以上では「ＷＡＯＮ」の利用率が高く

なっている。 
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交通系ＩＣカード(ｎｉｍｏｃａ，
ＳＵＧＯＣＡなど)

ＷＡＯＮ

ｎａｎａｃｏ

楽天Ｅdｙ

その他

無回答

３４.０

２７.３

２０.７

１１.４

９.９

３３.７

０ １０ ２０ ３０ ４０

全体(Ｎ=３,5２３)

(%)

クレジットカード

デビットカード

その他

無回答

８０.5

４.９

１.４

１７.０

０ １０ ２０ ３０ ４０ 5０ 6０ ７０ ８０ ９０

全体(Ｎ=３,5２３)

(%)

単位：％

サ

ン

プ

ル

数

交

通

系

Ｉ

Ｃ

カ
ー

ド

(

ｎ

ｉ

ｍ

ｏ

ｃ

ａ

，

Ｓ

Ｕ

Ｇ

Ｏ

Ｃ

Ａ

な

ど

)

ｎ

ａ

ｎ

ａ

ｃ

ｏ

Ｗ

Ａ

Ｏ

Ｎ

楽

天

Ｅ

d

ｙ

そ

の

他

無

回

答

全体 ３5２３ ３４.０ ２０.７ ２７.３ １１.４ ９.９ ３３.７

男性 １２３３ ３３.７ １８.5 １6.９ ９.２ ９.０ ３９.5

女性 ２２３４ ３３.８ ２２.０ ３３.３ １２.８ １０.6 ３０.３

男性２９歳以下 ２０３ ３４.０ ２１.７ 6.９ ３.４ ７.４ ３８.９

男性３０～４４歳 ２７７ ２４.９ １5.９ １１.6 １１.6 ９.４ ４７.３

男性４5～5９歳 ３７5 ３３.6 １９.5 ２１.９ １２.０ １０.７ ３７.１

男性6０歳以上 ３７７ 4０.３ １７.８ ２１.２ ７.７ ８.０ ３6.３

女性２９歳以下 ３5０ 4１.１ ２０.９ １5.１ 5.４ 5.７ ３３.４

女性３０～４４歳 55２ ２5.４ ２5.０ ３4.１ １４.5 ９.１ ３３.5

女性４5～5９歳 6８９ ３３.１ ２２.２ 4１.５ １5.４ １３.４ ２6.９

女性6０歳以上 6３７ ３８.１ ２０.１ ３３.８ １２.９ １１.３ ２９.5

（注） 太字 は、全体より５ポイント以上大きいもの（「その他」「無回答」は除く）

性

別

性

・

年

代

別

■ 利用している電子マネー ■ 

② カード 

利用している種類としては、「クレジットカード」が ８０.５％と圧倒的に高い。 

■ 利用しているカード ■ 
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単位：％

サ
ン
プ
ル
数

Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ

d
払
い

楽
天
Ｐ
ａ
ｙ

ａ
ｕ
Ｐ
ａ
ｙ

メ
ル
ペ
イ

Ｐ
ａ
ｙ
ｃ
ｈ
ａ

そ
の
他

無
回
答

全体 ３,5２３ ４８.９ １４.９ ８.０ １０.１ 5.２ 6.２ ３.２ ３２.5

男性 １,２３３ ４８.７ １３.７ ８.４ ８.８ ３.１ 5.４ ２.９ ３４.３

女性 ２,２３４ ４８.７ １5.７ ７.８ １０.９ 6.４ 6.８ ３.３ ３１.７

男性２９歳以下 ２０３ ６８.０ ７.９ ９.４ ８.９ ４.９ １.０ ３.０ ２２.２

男性３０～４４歳 ２７７ ５６.７ １5.９ １２.6 １０.８ 5.１ ２.９ ４.０ ２２.４

男性４5～5９歳 ３７5 5１.5 １6.5 １０.４ ９.３ ２.９ ９.１ ４.３ ３２.３

男性6０歳以上 ３７７ ２９.４ １２.5 ２.９ 6.９ ０.5 5.８ ０.８ 5１.７

女性２９歳以下 ３5０ ７０.０ １０.6 6.９ １１.４ ９.１ １.４ ３.４ １6.6

女性３０～４４歳 55２ ５７.２ １８.5 １4.１ １２.９ １０.９ ８.5 ３.４ ２３.０

女性４5～5９歳 6８９ 5０.９ １８.３ ７.０ １３.２ 5.８ ９.４ ３.０ ２８.6

女性6０歳以上 6３７ ２７.5 １３.5 ３.９ 6.４ １.７ 5.5 ３.３ 5０.７

（注） 太字 は、全体より５ポイント以上大きいもの（「その他」「無回答」は除く）

性
別

性
・
年
代
別

ＰａｙＰａｙ

d払い

ａｕＰａｙ

楽天Ｐａｙ

Ｐａｙｃｈａ

メルペイ

その他

無回答

４８.９

１４.９

１０.１

８.０

6.２

5.２

３.２

３２.5

０ １０ ２０ ３０ ４０ 5０ 6０ ７０ ８０ ９０

全体(Ｎ=３,5２３)

(%)

③ コード決済（ＱＲ／バーコード／スマホ決済） 

利用しているコード決済としては、「ＰａｙＰａｙ」が ４８.９％ともっとも多くなっている。次いで「d

払い」（１４.９％）、「ａｕＰａｙ」（１０.１％）となっている。 

性・年代別にみると、男女とも年代が低いほど「ＰａｙＰａｙ」の利用が多くなり、女性 ２９ 歳以下

では ７０.０％、男性 ２９歳以下では ６８.０％に達している。 

■ 利用しているコード決済 ■ 
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電子マネー

(Ｎ=３,５２３)

カード

(Ｎ=３,５２３)

コード決済

(Ｎ=３,５２３)

１３.９ 

９.７ 

１5.７ 

１３.９ 

９.１ 

１４.８ 

１７.１ 

１８.９ 

１5.８ 

９.８ 

２２.１ 

９.１ 

5.２ 

１１.８ 

４.０ 

７.２ 

１２.３ 

４.6 

１４.6 

７.6 

１5.２ 

１８.３ 

８.5 

２０.８ 

０％ ２０％ ４０％ 6０％ ８０％ １００％

週に５回以上 週に３～４回 週に１～２回 月に２～３回 月に１回

月に１回未満 利用しない 無回答

電子マネー

カード

コード決済

6７.１

８３.９

6４.０

０ ２０ ４０ 6０ ８０ １００

(%)

（３）キャッシュレス決済の利用頻度 

■ 電子マネー 

利用頻度をみると、「週に１～２回」が １７.１％と最も高い。次いで「週に５回以上」１３.９％、「週

に３～４回」１３.９％、「月に２～３回」９.８％、「月に１回」５.２％の順となっている。週に １ 回以上利

用している割合は ４４.９％となっている。 

■ カード 

利用頻度をみると、「月に２～３回」が ２２.１％と最も高い。次いで「週に１～２回」１８.９％、「月

に１回」１１.８％、「週に５回以上」９.７％、「週に３～４回」９.１％の順となっている。週に １ 回以上利

用している割合は ３７.７％となっている。 

■ コード決済 

利用頻度をみると、「週に１～２回」が １５.８％と最も高い。次いで「週に５回以上」１５.７％、「週

に３～４回」１４.８％、「月に２～３回」９.１％、「月に１回」４.０％の順となっている。週に １ 回以上利

用している割合は ４６.３％となっている。 

■ キャッシュレス決済の利用度 ■ 

  ■ キャッシュレス決済の利用率 ■ 
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８ まとめ 

【人口】 

令和２年に実施された国勢調査によると、北九州市圏域の令和２年の人口は、２２６万人で、

平成 ２７年と比べて６万５千人の減少（増加率▲２.８％）となっており、減少傾向が続いている。

北九州市の人口も、平成 ２７年と比べて２万２千人の減少（増加率▲２.３％）している。 

【有効商圏人口】 

人口減少傾向の中でも、市外からの買物出向率が増加していることから、市全体の有効商圏

人口は、平成 ２７ 年の １７９ 万 ８ 千人から １８６ 万人に増加している。しかし、小倉・黒崎中心市

街地の有効商圏人口は、平成 ２７ 年に比べて減少している。この主な原因は、市外からの買物

出向率は増加しているものの、市人口の減少と市内からの買物出向率の減少の影響が大きいと

考えられる。特に、黒崎中心市街地では１次・２次商圏がなく、３次商圏（買物出向率が ３０％以

上 ５０％未満）のみとなっている。 

【大型店の出店状況】 

北九州市内には、店舗面積１,０００㎡超の大型店が２２１店舗（商圏内の３７.５％）、店舗面積

の合計は １１１ 万 ９,８２７ ㎡（商圏内の ４１.１％）となっており、平成 ２７ 年と比べて店舗数は １７

店舗、店舗面積の合計は ４,８７４㎡増加している。 

 最近、出店した主な店舗としては、平成 ３０ 年（２０１８ 年）に ＪＲ 城野駅南口近くにゆめマート

城野、高須・学研都市地区にフォレオひびきの、平成 ３１ 年(２０１９ 年)に守恒・徳力地区にマル

ショク新守恒、令和４年（２０２２年）にはスペースワールドの跡地にジ アウトレット北九州がオー

プンして、北九州市商業の新しい魅力となっている。その一方で、下関地域では平成 ３０ 年

(２０１８ 年)３ 月にシーモール下関が大規模リニューアルを行ったほか、遠賀・宗像地域では令和

４年(２０２２ 年)４月にプラザモールなかまが、京築地域では５月にスパイシーモール行橋がオー

プンするなど大型店出店が続いている。 

【小倉中心市街地・黒崎中心市街地】 

普段、買物をする・しないに関係なく、小倉中心市街地に月 １回以上行く割合を平成２７年と

比べると、４２.４％から ３１.５％に １０.９ ポイント減少し、年代別にみても全ての年代で減少して

いる。 

来街目的は、「食事・喫茶・飲食など」が最も多く、次いで「日常の買い物」「ちょっと高級な買

物」となっている。平均滞在時間は全体で３．２２時間、市内居住者２．９８時間に対し．市外居住

者は３．９３時間、平均消費金額では全体で ８,４９５円、市内居住者８,０７２円に対し、市外居住

者は ９,７２１ 円となっており、市内居住者より市外居住者の方が長く滞在し、消費金額が大きく

なっている。 

黒崎中心市街地に月 １回以上行く割合は、平成 ２７年と比べ１８．４％から １２.４％に ６.０ ポ

イント減少し、小倉中心市街地と同様に全ての年代で減少している。 

来街目的は、「日常の買物」が最も多く、次いで「食事・喫茶・飲食など」「市役所等公共機関の

利用」となっており、小倉中心市街地との違いがみられる。平均滞在時間は全体で２．０７時間、

市内居住者２．０３時間に対し．市外居住者は２．２７時間、平均消費金額では全体で ５,２８１ 円、
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市内居住者４,９６６円に対し、市外居住者は ６,８５２円となっており、市内居住者より市外居住

者の方がやや長く滞在し、消費金額が大きくなっている。 

【東田地区】 

 東田地区へは全体の ５０.７％が行ったことがあると回答し、市内行政区別では八幡東区が

６８.０％、戸畑区６０．７％、八幡西区 ５７.１％、市外地域別では遠賀・宗像地域からの ５８.１％が

最も多くなっている。東田地区に月１回以上行く割合は、全体で ２９．８％、市内居住者では

３８.４％、市外居住者では１８．１％と高くなっている。 

また、ジ アウトレット北九州の利用による他の商業地区の利用状況の変化をみると、「変わら

ない」が全体で８２．１％と圧倒的に高く、大きな影響はないと思われる。年代別にみると、男女と

も年代が下がるにつれて、普段利用していた商業地区の利用が「増えた」と答える割合が増加し

ており、ジ アウトレット北九州と合わせて普段利用している商業地区も利用していることがうか

がえる。 

【その他の地区】 

小倉・黒崎中心市街地への来街率は低下しているものの、市内居住者について市内の主要 １２

商業地区への年 １回以上の買物出向状況をみると、１２ 商業地区のうち ８地区で平成２７年より

出向率が上昇しており、その他の地区もほぼ平成２７年の水準を維持している。東田地区へは前

述のとおり遠賀・宗像地域から ５８.１％が行ったことがあると回答し、買物でも４４．７％が年に １

回以上出向している。また、葛原・下曽根地区へは京築地域から３２．７％が、折尾・本城地区へは

遠賀・宗像地域から３２．１％が年に １回以上買物に出向している。こうしたことから、北九州市の

集客力をアップする要素も十分にあることがわかる。 

【買物行動】 

普段よく利用する買物場所として、インターネットを「書籍、文具、ＤＶＤ、ＣＤ」「アクセサリー、

時計」でそれぞれ約２０％が利用し、買回品の全ての品目で平成２７年と比べ５％以上利用率が

上昇している。また、最寄品も全ての品目で利用率が上昇しており、今後の拡大が予想される。 

【キャッシュレス決済】 

電子マネー、カード、コード決済などのいわゆるキャッシュレス決済の利用経験者は全体では

６０％に達し、中でも女性 ３０～４４ 歳では ８２．４％、４５～５９ 歳では７７.１％、２９ 歳以下では７

２．３％と高くなっている。キャッシュレス決済についても、今後の拡大が予想される。 
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